
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「大飯発電所３，４号機 新規制基準適合性確認結果につい

て(報告)」(平成２５年４月)に係る追加報告について 
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平成 25年 3月 19日に開催された第 33回原子力規制委員会にお

いて、発電用原子炉の新規制施行に向けた基本的な方針について議

論され、平成 25年 7月の新規制導入時点における稼動中プラント

については、新規制が導入される前に新規制基準をどの程度満たし

ているかを把握するための確認作業を行うとの方向性が示された。

これを受けて、平成 25年 3月 25日、当社は原子力規制庁より、現

在運転中であり平成 25年 9月まで運転を継続する予定の大飯発電

所 3,4号機に関して、新規制基準を踏まえた実態を報告するよう要

請された。上記の要請に基づき、大飯発電所 3,4号機の新規制基準

への適合性について確認し、その結果を取りまとめ、平成 25年 4

月 18日に報告した。また、外部火災影響評価結果、火山影響評価

結果および重大事故対策における手順書の整備、訓練の実施に関す

る内容について、平成 25年 5月 16日に追加報告した。 

本報告書は、これらの報告に係る追加報告内容についてまとめた

ものである。 
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２．大飯発電所 3,4号機における地震以外の要因による津波に関する検討について 
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入力パラメータの検討

【森脇(1987)※1に追記】

0.32以上0.373434,000Ls3

0.320.3311,507,000Ls4

地すべり地形 崩壊土砂量

(m3)
H/L

森脇(1987)※1（回帰式から算出） Siebert(2002)※2（回帰式から読み取り・外挿）

※1 森脇寛（1987）、「崩土の到達距離予測」、地すべり第24巻 第2号、Journal of Japan Landslide Society 24-2,pp13-14
※2 Siebert, L.(2002) :Landslides resulting from structural failure of volcanoes, In Evans,S.G. and DeGraff, J.V.,（ed．）Catastrophic landslides : effects,

occurrence, and mechanisms., Geological Society of America, Reviews in Engineering Geology, pp.209-235

入力するH/Lは、上記結果を参考に、保守的に0.3で設定

150万m3

0.32

○H/Lの値については、参照となる基準類がないことから、H/Lと崩壊土砂の体積との相関に関する文献を調査

○調査文献は、地すべりの実例データから回帰式を推定した森脇(1987）※1、Siebert(2002)※2を参照

【Siebert(2002）※2】

34

【敷地を中心とする半径５km範囲の地質図】

Ls4

Ls3

○地表地質図から、Ls3、4は、Oish（超丹波帯大飯層の頁岩）であることを確認。

地すべり地形周辺の地質および内部摩擦角の設定

○内部摩擦角については、道路土工盛土工指針※によれば、礫（35～40度）、礫混じり砂（35～40
度）、砂（30～35度）度であることから、本検討では安全側に30度を適用する。

※ 道路土工盛土工指針（平成22年度版） 平成22年4月 社団法人日本道路協会、p101
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３．大飯発電所 3,4号機における確率論的津波ハザード評価に関する検討について 
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確率論的津波ハザード評価に関する検討

1

○設計津波水位の超過確率については、「日本原子力学会標準 原子力発電所に対する

津波を起因とした確率論的リスク評価に関する実施基準：2011」（2012年2月 一般社団

法人日本原子力学会）（以下、「日本原子力学会2011」）に基づき算定する。

【検討方針】

検討方針

研究が進展すれば確定できるが現状
では予測不可能なもの

現実に存在しているが、現状では予
測不可能と考えられるばらつき

津波水位の確率分布として表現する。
偶然的

不確実さ

ロジックツリーの分岐として選定する。
認識論的

不確実さ

津波評価における扱い不確実さ

○津波ハザード評価における不確実さについては、「日本原子力学会2011」、及び「確率論

的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）」に基づき、以下のとおり扱う。

【確率論的津波ハザード評価における不確実さの取り扱い】
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2評価の流れ

【津波ハザード評価手順】

④ロジックツリーの作成と数値計算

⑤津波ハザード曲線の作成

⑥フラクタイル曲線の作成

⑦入力津波水位に対する
超過確率の算定

○「日本原子力学会2011」を参考に以下の手順で評価を実施する。

②津波発生モデルの設定
・津波発生領域の設定

・断層モデルの設定

・マグニチュード範囲

・地震の発生確率の設定

（・連動に関する設定）

・ロジックツリー分岐項目の設定

③津波発生・伝播の数値モデルの

設定
・海底地殻変動モデル

・津波海域伝播モデル

・ロジックツリー分岐項目の設定

①津波ハザード評価関連情報の

収集・分析

3検討フロー

１．日本海東縁部
に想定される地震に伴う津波

２．海域活断層
に想定される地震に伴う津波

３．領域震源（背景的地震）
に想定される地震に伴う津波

検討対象波源の抽出

数値シミュレーションに
よるスクリーニング

検討対象波源の抽出

簡易予測式による
スクリーニング

ロジックツリーの分岐項目の設定 ロジックツリーの分岐項目の設定 ロジックツリーの分岐項目の設定

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

個々のシナリオにおける
津波水位中央値の算出

フラクタイル曲線の作成

入力津波水位に対する年超過確率の評価

個々のシナリオにおける津波水位
ハザード曲線の作成

個々のシナリオにおける津波水位
ハザード曲線の作成

個々のシナリオにおける津波水位
ハザード曲線の作成

地震地体構造等の知見を踏まえた
基準断層モデルの設定

海上音波探査記録，文献調査等による
基準断層モデルの設定

地震地体構造等の知見を踏まえた
基準断層モデルの設定
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4

１．日本海東縁部に想定される地震に伴う津波

5

【日本海東縁部海域の大地震活動域区分】
（日本原子力学会2011）

日本海東縁部 対象とする活動域

○日本海東縁部については、地震の発生履歴や地質学的知見、地震調査研究推進本部(2003) 「日本海東縁

部の地震活動の長期評価」等の知見をもとに活動域区分を設定する。

○各活動域の既往最大マグニチュードから、各活動域ごとの既往最大Mwを考慮し、マグニチュード範囲の分岐

を設ける。

M7.8程度（D）――なし
佐渡島北方沖

(E3)

M7.5前後（B）7.57.51964新潟県北部沖
(E2-3)

M7.7前後（B）7.87.81833山形県沖
(E2-2)

M7.5程度（C）――なし
秋田県沖

(E2-1)

M7.7前後（B）7.77.71983青森県西方沖
(E1-3)

M7.8前後（B）7.87.81993北海道南西沖
(E1-2)

M7.5前後（B）7.77.71940北海道西方沖
(E1-1)

M7.8程度（D）――なし
北海道北西沖

(E0)

「地震本部」
による

地震規模
（信頼度）

既往最大
Mw

(=Mmax)

津波モデ
ルのMw発生年海域

【日本海東縁部及び大地震活動域の既往最大Mw】
（日本原子力学会2011）

E3佐渡島北方沖

E2-3新潟県北部沖

E2-2山形県沖

E2-1秋田県沖

E1-3青森県西方沖

E1-2北海道南西沖

E1-1北海道西方沖

E0北海道北西沖

海域発生年
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6

【推本の平均発生間隔と津波ハザード解析における発生間隔】

発生間隔データ1個
約2100年前と約6000年前
に2個のイベント

3900年程度
北海道北西沖

(E0)

一様分布（500－1400）
3個のイベントの平均が約
500年

500～1400年程度
青森県西方沖

(E1-3)

一様分布（1000－1500）（2列への配分）1000年程度以上
秋田県沖

(E2-1)

一様分布（1000－1500）（2列への配分）1000年程度以上
山形県沖

(E2-2)

一様分布（500－1400）
6個のイベントの平均が約
1400年

500～1400年程度
北海道南西沖

(E1-2)

一様分布（1000－1500）（2列への配分）1000年程度以上
新潟県北部沖

(E2-3)

一様分布（500－1000）中嶋（2003）500～1000年程度
佐渡島北方沖

(E3)

一様分布（1400－3900）（連続性）1400～3900年程度
北海道西方沖

(E1-1)

分布の考え方根拠平均発生間隔（地震本部）海域

出典：確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）

日本海東縁部 地震発生間隔

○上記データから、E0～E3の各領域において、地震発生間隔の分岐を設定

7

【ロジック分岐の構成】

E0領域 E1領域 E2領域 E3領域start 海域活断層へ

①領域区分の分岐
(E1, E2のみ) ②地震発生モデル ③津波高推定モデル

④津波推定値の
ばらつきの分岐

各領域についての分岐

領域により異なる 全領域について共通

日本海東縁部 ロジックツリーの構成

○E0からE3までの領域についてそれぞれ評価を行い、各領域では、

•領域区分の分岐(E1、 E2の場合)
•地震発生モデル

•津波高推定モデル

•津波推定値のばらつきの分岐

のそれぞれについて分岐を設ける。
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8

E0領域
境界軸の活動

E0領域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

Mc=7.6, BM=0.1

Mc=7.5, BM=0.2

Mc=7.5, BM=0.1

発生頻度
Tr=1300年

発生頻度
Tr=3000年

発生頻度
Tr=8500年

津波高推定
モデルへ

w=0.45

w=0.10

w=0.25

w=0.05

w=0.15

w=0.00

w=0.00

w=0.00

w=1/3

w=1/3

w=1/3

②地震発生モデル
Mw=7.8を中心として前後0.2
の範囲でのばらつきを考慮

Mwの範囲と分布 発生頻度

日本海東縁部 ロジックツリーの設定

【E0領域の地震発生モデル】

※ロジックツリーの設定については確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）による
※W（重み）は土木学会及び地震専門家へのアンケートに基づき決定した

9

E1領域

全体が連結
した活動域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

発生頻度
一様分布

500-3900年

津波高推定
モデルへ

①領域区分の分岐

②地震発生モデル

3個のセグメ

ントに区分

境界軸の活動
E1領域

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

Mc=7.6, BM=0.1

Mc=7.5, BM=0.2

発生頻度
一様分布

1400-3900年

境界軸の活動
E1-1領域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

発生頻度
一様分布

500-1400年

境界軸の活動
E1-2領域

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

Mc=7.6, BM=0.1

Mc=7.5, BM=0.2

発生頻度
一様分布

500-1400年

境界軸の活動
E1-3領域

w=0.20

w=0.35

w=0.65

w=0.45

w=0.20

w=0.10

w=0.05

w=0.20

w=0.35

w=0.25

w=0.15

w=0.05

w=0.25

w=0.35

w=0.25

w=0.10

w=0.05

w=0.25

w=0.40

w=0.20

w=0.10

w=0.05

E1およびE2については、各領域を細分化した領域
間をまたぐ破壊を想定するかの分岐を設ける

日本海東縁部 ロジックツリーの設定

【E1領域の地震発生モデル】

※ロジックツリーの設定については確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）による
※W（重み）は土木学会及び地震専門家へのアンケートに基づき決定した
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E2領域

全体が連結
した活動域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

発生頻度
一様分布

1000-1500年

津波高推定
モデルへ

①領域区分の分岐

②地震発生モデル

3個のセグメ

ントに区分

境界軸の活動
E2領域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

発生頻度
一様分布

1000-1500年

境界軸の活動
E2-1領域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

発生頻度
一様分布

1000-1500年

境界軸の活動
E2-2領域

Mc=7.5, BM=0.2

Mc=7.5, BM=0.1

Mc=7.4, BM=0.2

Mc=7.4, BM=0.1

Mc=7.3, BM=0.2

発生頻度
一様分布

1000-1500年

境界軸の活動
E2-3領域

w=0.25

w=0.55

w=0.45

w=0.35

w=0.20

w=0.10

w=0.10

w=0.05

w=0.30

w=0.30

w=0.05

w=0.20

w=0.20

w=0.25

w=0.35

w=0.10

w=0.10

w=0.25

w=0.40

w=0.20

w=0.10

w=0.05

Mc=7.6, BM=0.1

Mc=7.5, BM=0.2

Mc=7.5, BM=0.1

w=0.05

w=0.05

w=0.00E1およびE2については、各領域を細分化した領域間を
またぐ破壊を想定するかの分岐を設ける

日本海東縁部 ロジックツリーの設定

【E2領域の地震発生モデル】

※ロジックツリーの設定については確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）による
※W（重み）は土木学会及び地震専門家へのアンケートに基づき決定した

11

E3領域
境界軸の活動

E3領域

Mc=7.8, BM=0.2

Mc=7.8, BM=0.1

Mc=7.7, BM=0.2

Mc=7.7, BM=0.1

Mc=7.6, BM=0.2

Mc=7.6, BM=0.1

Mc=7.5, BM=0.2

Mc=7.5, BM=0.1

津波高推定
モデルへ

w=0.35

w=0.10

w=0.25

w=0.05

w=0.25

w=0.00

w=0.00

w=0.00

②地震発生モデル

発生頻度
一様分布

1000-1500年

日本海東縁部 ロジックツリーの設定

【E3領域の地震発生モデル】

※ロジックツリーの設定については確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）による
※W（重み）は土木学会及び地震専門家へのアンケートに基づき決定した
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【断層パラメータの設定方法】

断層長さ スケーリング則に基づき，Mwから求める。

幅 地震発生層の厚さ(15km)を考慮し傾斜角に応じて決める。

すべり量 LWMDMwmNM 00 ,1.95.1)(log により算出する。

上縁深さ 0kmとする。

走向 海底地形の走向に基づき設定する。

傾斜角 30～60゜とする。西傾斜と東傾斜の双方を考慮する。

すべり角 90゜とする。

剛性率 3.5×1010(N/m2)とする。

スケーリン

グ則 1

幅（地震発生層厚さ）に上限あり。

スケーリングの変曲点を境に，Mwが大きいとき武村(1998)の関係

.,
,77.375.0)(log

constWDL
MwkmL

が，Mwが小さいとき

DWLLW ,
3
2

の関係が成り立ち，両者が連続的に接続するものとする。

スケーリン

グ則 2

推本の地震動予測手法（「レシピ」）などで用いられる

72112
0 101024.4][][ kmSmNM

（Wells and Coppersmith(1994)などのデータに基づく入倉・三宅（2001）の提
案式，地震モーメント 7.5×1018N・m以上の地震に適用する）を適用する。

ロジック分岐として取り扱う

確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）より

日本海東縁部 断層パラメータの設定

海底

30°
60°

地震発生層厚さ(15km)

日本海東縁部における
鉛直断面内の断層パターン

13

【津波高さの推定モデル、および津波推定値のばらつきの分岐】

日本海東縁部 ロジックツリーの設定

地震発生
モデルより

傾斜角
一様分布

30°－60°

傾斜方向と基準走向
4タイプ

w=0.45

③津波高推定モデル

地震モーメントは断層長さにより決まる

（「津波評価技術」の式）

① ② ③ ④
地震モーメントは断層面積により決まる

（「強震動レシピ」の式）

スケーリング則

w=0.55
津波推定値

のばらつきの
分岐へ

傾斜角の範囲 傾斜方向 スケーリング則

津波高推定
モデルより

パラメータ変動の影響は
κに含まれている

パラメータ変動の影響と
κをそれぞれ評価する

走向
活動域の走向±20°

（標準偏差10°）

の正規分布

κ=1.25

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.55

w=0.10

w=0.30

w=0.45

w=0.15

w=0.40

w=0.60 κ=1.25

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.55

w=0.40

w=0.35

w=0.20

w=0.05

正規分布の打ち切り
±2.3σ

正規分布の打ち切り
なし

w=0.75

w=0.25

正規分布の打ち切り
±2.3σ

正規分布の打ち切り
なし

w=0.75

w=0.25

④津波推定値のばらつきの分岐

誤差の程度 誤差の上限

※ロジックツリーの設定については確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）による
※W（重み）は土木学会及び地震専門家へのアンケートに基づき決定した
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２．海域活断層に想定される地震に伴う津波

15

【敷地前面及び敷地周辺における検討対象断層】

海域活断層 対象とする活動域

○発電所敷地前面海域及び敷地周辺海域における海域活断層について文献調査を実施する。

○発電所敷地前面海域及び敷地周辺海域において、後期更新世以降の活動を考慮する断層のう

ち、発電所に影響が大きいと考えられるものを検討対象断層とする。

①
和布－干飯崎沖～
甲楽城断層

⑥ Ｃ断層

②
ウツロギ峠北方－
池河内断層

⑦
大陸棚外縁～Ｂ～
野坂断層

③ 浦底－池河内断層 ⑧ 三方断層

④ 浦底－内池見断層 ⑨
ＦＯ－Ａ～
ＦＯ－Ｂ断層

⑤ 白木－丹生断層 ⑩ ＦＧＡ３東部断層

3.2HX
X： 評価対象となる水位
H： 数値シミュレーションにより計算された津波高さ

κ： 津波高さのばらつき（＝1.55）

・検討対象断層で、最も津波高さが大きくなる条件
（上縁深さ：0km，傾斜角：高角側）で数値シミュレー
ションを実施し、確率論的津波ハザード解析の方法
（土木学会、2011）に示される以下の式により、スク
リーニングを実施

・結果として、②、③、④の3つ断層についてはサイト
への影響が小さいく除外可能と判断された。
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【ロジック分岐の構成】

断
層
A

断
層
B

断
層
C

日
本
海
東
縁
部

領
域
震
源

１．地震発生モデル ２．津波高推定モデル
３．津波推定値のばら

つきの分岐

単一断層のロジックツリー

断層により異なる 全断層について共通

海域活断層 ロジックツリーの構成

17海域活断層 ロジック分岐の設定

確率論的津波ハザード
解析の方法（土木学会、
2011）

一様分布
1mm/年(活動度A級下限)
～0.1mm/年(活動度C級上限)

平均変位速度

確定論のパラメータス
タディを参考に設定

一様分布90°～120°応力場(P軸角度)

■強震動レシピ
■武村式（津波評価技術の式）

スケーリング則

片側正規分布45°～90°傾斜角

一様分布0km～5km上縁深さ 確率論的津波ハザード
解析の方法（土木学会、
2011）

一括放出断層破壊過程

設定根拠分岐の設定分岐名

【地震発生モデルのロジック分岐 (基本ケース)】

■±2.3σでの打ち切り
■打ち切りなし

正規分布の打ち切り

κ=1.25, 1.35, 1.45, 1.55のいずれかに分岐津波推定値のばらつき
確率論的津波ハザード
解析の方法（土木学会、
2011）

■パラメータ変動の影響はκに含まれている
■パラメータ変動とκをそれぞれ評価する

パラメータ変動の影響

設定根拠分岐の設定分岐名

【津波推定値のばらつきのロジック分岐(共通) 】

なお、調査結果等から各パラメータが既知の場合は、個別の情報を優先する。
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一括放出 0km

断層破壊過程 上縁深さ 傾斜角 スケーリング則 応力場(P軸) 平均変位速度

90°

強震動レシピ

90°
一様分布

0.1～1mm/年

2.5km

5km

67.5°

45°

津波評価技術
の式

100°

110°

120°

w=1.0 w=1/3

w=1/3

w=1/3

w=0.5

w=0.3

w=0.2

w=0.5

w=0.5

w=0.25

w=0.25

w=0.25

w=0.25

２．津波推定値の
ばらつき分岐へ

【海域活断層の地震発生モデル及び津波高推定モデルのロジックツリー（基本ケース）】

１．地震発生、津波高推定モデル

基本ケース

西南日本は高角の活断層が
多いため、傾斜角90度をピー
クとした切断正規分布と設定

確定論のパラスタ
と同様に設定

海域活断層 ロジックツリーの設定

FGA3東部断層のロジックツリーについては、
全ての分岐項目について基本ケースと同様

19

【和布－干飯崎～甲楽城断層のロジックツリー】

１．地震発生、津波高推定モデル

和布－干飯崎沖～甲楽城断層

断層破壊過程 上縁深さ 傾斜角 スケーリング則 応力場(P軸) 平均変位速度

甲楽城断層

和布－干飯崎
沖断層

和布－干飯崎
沖･甲楽城断層

和布－関ヶ原
断層

0km

2.5km

5km

北部90°
南部90°(固定)

北部67.5°
南部90°(固定)

北部45°
南部90°(固定)

津波評価技術
の式

強震動レシピ

90°

100°

110°

120°

一様分布
0.1～1mm/年

２．津波推定値の
ばらつき分岐へ

基本形と異なる設定

W=0.3

W=0.3

W=0.3

W=0.1

W=1/3

W=1/3

W=1/3

W=0.5

W=0.3

W=0.2

W=0.5

W=0.5

W=0.25

W=0.25

W=0.25

W=0.25

海域活断層 ロジックツリーの設定
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【C断層のロジックツリー】

１．地震発生、津波高推定モデル

C断層

一括放出 0km

断層破壊過程 上縁深さ 傾斜角 スケーリング則 応力場(P軸) 平均変位速度

北部90°
南部90°

強震動レシピ

90°
一様分布

0.1～1mm/年

2.5km

5km

北部75°
南部72.5

北部60°
南部55°

津波評価技術
の式

100°

110°

120°

w=1.0 w=1/3

w=1/3

w=1/3

w=0.5

w=0.3

w=0.2

w=0.5

w=0.5

w=0.25

w=0.25

w=0.25

w=0.25

２．津波推定値の
ばらつき分岐へ

基本形と異なる設定

海域活断層 ロジックツリーの設定
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【大陸棚外縁～B～野坂断層のロジックツリー】

１．地震発生、津波高推定モデル

大陸棚外縁～B～野坂断層

B断層 0km

断層破壊過程 上縁深さ 傾斜角 スケーリング則 応力場(P軸) 平均変位速度

北部90°
南部90°(固定)

強震動レシピ

90°
一様分布

0.1～1mm/年

2.5km

5km

北部75°
南部90°(固定)

北部60°
南部90°(固定)

津波評価技術
の式

100°

110°

120°

w=0.25 w=1/3

w=1/3

w=1/3

w=0.5

w=0.3

w=0.2

w=0.5

w=0.5

w=0.25

w=0.25

w=0.25

w=0.25

２．津波推定値の
ばらつき分岐へ

B+野坂断層

B+大陸棚外縁
断層

B+野坂+大陸
棚外縁断層

w=0.25

w=0.25

w=0.25

基本形と異なる設定

海域活断層 ロジックツリーの設定
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【三方断層のロジックツリー】

１．地震発生、津波高推定モデル

三方断層

一括放出 0km

断層破壊過程 上縁深さ 傾斜角 スケーリング則 応力場(P軸) 平均変位速度

90°

強震動レシピ

90°
一様分布

0.1～1mm/年

2.5km

5km

75°

60°

津波評価技術
の式

100°

110°

120°

w=1.0 w=1/3

w=1/3

w=1/3

w=0.5

w=0.3

w=0.2

w=0.5

w=0.5

w=0.25

w=0.25

w=0.25

w=0.25

２．津波推定値の

ばらつき分岐へ

基本形と異なる設定

海域活断層 ロジックツリーの設定
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【FO－A～FO－B断層のロジックツリー】

１．地震発生、津波高推定モデル

FO－A～FO－B断層

断層破壊過程 上縁深さ 傾斜角 スケーリング則 応力場(P軸) 平均変位速度

ＦＯ－Ａ断層

ＦＯ－Ａ，
ＦＯ－Ｂ断層

0km

2.5km

5km

90°

75°

60°

津波評価技術
の式

強震動レシピ

90°

100°

110°

120°

一様分布
0.1～1mm/年

２．津波推定値の
ばらつき分岐へ

基本形と異なる設定

W=0.5

W=0.5

W=1/3

W=1/3

W=1/3

W=0.5

W=0.3

W=0.2

W=0.5

W=0.5

W=0.25

W=0.25

W=0.25

W=0.25

海域活断層 ロジックツリーの設定
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【海域活断層の津波推定値のばらつきの分岐】

津波推定値

のばらつき

パラメータ変動の影響

はκに含まれている

W=0.4

パラメータ変動とκを

それぞれ評価する

W=0.6

κ=1.25

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.55

W=0.1

W=0.3

W=0.45

W=0.15

κ=1.25

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.55

W=0.4

W=0.35

W=0.2

W=0.05

正規分布の打ち切り

±2.3σ

W=0.75

正規分布の打ち切り

なし

W=0.25

正規分布の打ち切り

±2.3σ

W=0.75

正規分布の打ち切り

なし

W=0.25

２．津波推定値のばらつきの分岐

※W（重み）は土木学会

及び地震専門家へのアン
ケートに基づき決定した

海域活断層 ロジックツリーの設定
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３．領域震源
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26領域震源（背景的地震）

○現時点で海域活断層として特定されていない波源により津波が生じる場合のハザードについて，領

域震源として評価する。

○領域震源（場所を特定できない点震源）の評価においては，地震動ハザードで用いられて

いる活動域と同一の設定を用いる。活動域の区分に関しては，

・荻原マップによる領域区分

・新垣見マップによる領域区分

についてロジック分岐を設定し，両方の区分により評価する。

○敷地前面海域（約30km以内）については，海上音波探査結果等に基いて耐震設計上考慮

すべき断層を評価していることから，点震源を設定しない

【対象とする活動域】

領域震源による評価を実施
■ 文献調査と主要地点の音波探査を行っているものの、場所
が特定されていない断層が存在する可能性を排除できない。
■ 一定程度の津波水位を生じるため、ハザード評価への影響
は無視できない。
■ 簡易式およびシミュレーションによりサイトの評価レベルに
影響を与えると判定された波源を対象に、評価を行う。

領域震源による評価を実施しない
■海上音波探査結果等に基づいて
、耐震設計上考慮すべき断層を評
価している。

30km以遠0～30km

サイトからの距離

27

萩原編（1991）による地震地体構造区分図 垣見ほか（2003）による地震地体構造区分図

萩原マップ及び新垣見マップによる領域区分
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【萩原マップによる領域区分】

領域震源 対象とする活動域

29

【新垣見マップによる領域区分】

領域震源 対象とする活動域
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【萩原マップによる領域震源モデルの諸元】

上縁深さ

（km）

発生頻度

（回／年）
b値最大M最小M領域名

0.21

1.00

0.40

0.666.95.0M

0.88
7.3
7.5
7.6

5.0L2
0～5km
一様分布

0.797.95.0L1

【新垣見マップによる領域震源モデルの諸元】

0.480.797.95.010C2

0.380.74
6.9
7.0

5.010C4

上縁深さ

（km）

発生頻度

（回／年）
b値最大M最小M領域名

1.02

0.52

0.836.64.010D1

0～5km
一様分布

0.606.94.010C1

領域震源の諸元

31

・それぞれの検討対象断層で簡易予測式を用いて津波水位の推定を行う。

・サイトの評価地点における潮位を考慮した津波高さの最大値、最小値を算出し、評価レベルに対
して、以下の式を満たす断層については検討から除外する。

3.2
eHX

： 評価対象となる水位
： 簡易予測式により計算された津波高さ
： 津波高さのばらつき（κ=1.55）
： 簡易式の精度を考慮した余裕幅（α=2.0）

X
eH

領域震源 スクリーニング

ハザードに与える影響が非常に小さい波源の取り除くため，スクリーニングを実施

【スクリーニングの手法】

検討対象とする領域震源（萩原マップ） 検討対象とする領域震源（新垣見マップ）

【スクリーニングの結果】
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【領域震源のロジック分岐の構成】

領域震源 ロジックツリーの構成

萩原
マップ

波源
I=Imax,
J=Jmax

海域活
断層より

end

①地震発生モデル
②津波推定値の
ばらつきの分岐

領域区分の分岐

新垣見
マップ

L1最大
M7.9

L2最大
M7.5

L2最大
M7.3

L2最大
M7.6

10C4最大
M6.9

10C4最大
M7.0

w=0.5

w=0.5

w=0.5

w=0.25

w=0.25

w=0.75

w=0.25

波源
I=1,J=1
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【大地震以外の上部地殻内地震（背景的地震）の断層パラメータ設定方針】

－点震源位置に断層中心位置

一様分布
各領域内における海域活断層の走
向より設定（下記参照）

走向

一様分布広域応力場の範囲（一様分布）すべり角

西南日本における値
傾斜方向は地形から
決定

切断正規
分布

45～90°傾斜角

一様分布
断層面の範囲を地表～地震発生層
下端まで

断層上縁深さ

W=2L/3(地震発生層15kmを上限)断層幅

－Mwから武村(1998)の関係で設定断層長さ

震源とサイト
の位置関係
（距離）

備考分布形基本方針
考えられる
不確実性

領域震源の断層パラメータ

確率論的津波ハザード解析の方法（土木学会，2011）を参考に設定

・領域内のセグメントの単純平均

・海域活断層の諸元を使用し、断層セグメントに分割

・どの領域に属するかの判断は，セグメント中心により実施

・角度の平均値は，落ち方向が異なるがセグメントの形状が同じもの(0°/180°)を同一とみなして，

最も標準偏差が小さくなるように算出。落ち方向は多数決により決定。

【領域震源の走向の設定】
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領域震源の地震発生モデル及び津波高推定モデルのロジックツリー

１．地震発生、津波高推定モデル

２．津波推定値のばらつきの分岐

地震発生
モデルより

パラメータ変動の影響は
κに含まれている

パラメータ変動の影響と
κをそれぞれ評価する

κ=1.25

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.55

w=0.10

w=0.30

w=0.45

w=0.15

w=0.40

w=0.60
κ=1.25

κ=1.35

κ=1.45

κ=1.55

w=0.40

w=0.35

w=0.20

w=0.05

正規分布の打ち切り
±2.3σ

正規分布の打ち切り

なし

w=0.75

w=0.25

正規分布の打ち切り
±2.3σ

正規分布の打ち切り
なし

w=0.75

w=0.25

※W（重み）は土木学会
及び地震専門家へのアン
ケートに基づき決定した

領域震源 ロジックツリーの設定

断層破壊過程
一括放出

傾斜角
90°～45°

切断正規分布

走向
一様分布
基準走向

標準偏差±10°

上縁深さ
一様分布
0～5km

津波推定値の
ばらつき分岐へ

35

ロジックツリーに基づき、モンテカルロシミュレーションを用いて津波ハザード解析を行い、
フラクタイル曲線、平均ハザード曲線として取りまとめた。

津波ハザード解析結果

大飯発電所における評価地点

1,2号機
海水ポンプ室前面

3,4号機
海水ポンプ室前面

1号機

2号機

3号機

4号機

3,4号機放水口

1,2号機放水口
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36津波ハザード解析結果

【1,2u海水ポンプ室】 【 3,4u海水ポンプ室】

全域のフラクタイル曲線 全域のフラクタイル曲線

平均ハザード曲線 平均ハザード曲線

37津波ハザード解析結果

【1,2u放水口】 【 3,4u放水口】

全域のフラクタイル曲線 全域のフラクタイル曲線

平均ハザード曲線 平均ハザード曲線
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38入力津波水位に対する超過確率

6.54×10-5T.P.＋3.62ｍ
1,2u

放水口

5.83×10-5T.P.＋3.56ｍ
3,4u

放水口

評価点

2.80×10-5T.P.‐1.84m

1.32×10-5T.P.+2.54m
3,4u海水
ポンプ室

4.82×10-5T.P.‐1.85m

1.42×10-5T.P.+2.85m
1,2u海水
ポンプ室

超過確率（1/年）入力津波水位
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４．大飯発電所 3,4号機における津波による放水ピット内の水位評価について 
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津波による放水ピット内の水位評価

1津波による放水ピット内の水位評価検討フロー

○津波による放水ピット内の水位評価について、以下フローのとおり検討を行った。

地震地体構造等の知見を踏まえた
基準断層モデルの設定

評価対象波源の抽出

海上音波探査結果，文献調査等による
基準断層モデルの設定

放水ピットの詳細遡上モデルによる数値計算

放水ピット内の水位評価

パ
ラ
メ
ー
タ
ス
タ
デ
ィ

循環水・海水ポンプ稼動時に
おける影響確認

日本海日本海東縁部に想定される地震に伴う津波東縁部に想定される地震に伴う津波海域活断層に想定される地震に伴う津波海域活断層に想定される地震に伴う津波

概略パラメータスタディ概略パラメータスタディ
〔海域活断層〕 〔日本海東縁部〕

・傾斜角：60°
・走向：基準断層モデルの走向を基準として±10°
・上縁深さ：0km

・傾斜角
敷地前面海域の活断層：調査結果に基づく傾斜角
敷地周辺海域の活断層：45°,67.5°,90°

・応力場：90°,100°,110°,120°

・上縁深さ：0km

詳細パラメータスタディ詳細パラメータスタディ
〔海域活断層〕 〔日本海東縁部〕

・位置補正：短辺方向に±1/2dx,長辺方向に±1/3dy,±2/3dy
・傾斜角：30°,45°,52.5°,60°
・上縁深さ：0km,2.5km,5km

・傾斜角
敷地前面海域の活断層：調査結果に基づく傾斜角
敷地周辺海域の活断層：概略パラメータスタディで最大となる

傾斜角を基準として±7.5°,±15°

・応力場：概略パラメータスタディで最大となる応力場を基準として±5°
・上縁深さ：0km,2.5km,5km

63



2津波伝播計算（計算手法および計算条件）

津波伝播計算（計算手法および計算条件）
○津波伝播計算は、非線形長波理論および連続式（後藤他1982(1)）を基礎方程式として、空間格子間隔

を1,350mから12.5mとした。

○時間格子間隔は、安定条件（CFL条件）を満たすように設定した。

津波伝播計算の計算手法及び計算条件

(1) 後藤智明・小川由信(1982)：Leap-frog法を用いた津波の数値計算法，東北大学土木工学科資料，1982
(2) Mansinha,L.and D.E.Smylie(1971)：The displacement field of inclined faults，Bulletin of the Seismological Society of America，Vol.61，

No.5，pp.1433-1440．
(3) (社)土木学会(2002)：原子力発電所の津波評価技術．

T.P.±0.0m計算潮位

海域活断層に想定される地震に伴う津波：3.0時間
日本海東縁部に想定される地震に伴う津波：6.0時間～7.5時間

計算時間

0m2/s水平渦動粘性係数

マニングの粗度係数 n=0.030(土木学会(2002)(3))海底摩擦

完全反射条件陸側境界

特性曲線法をもとに誘導される自由透過の条件(後藤他(1982)(1))沖側境界境界
条件

断層モデルを用いて、Mansinha et al.(1971) (2)の方法により計算される海底面

の鉛直変位分布を初期条件とする。
初期条件

0.3秒 安定条件(CFL条件)を十分満足するように設定時間格子間隔

1,350m→450m→150m→50m→25m→12.5m空間格子間隔

対馬海峡から間宮海峡に至る東西方向約1,500km，南北方向約2,000km計算領域

計
算
条
件
等

Staggerd Leap-flog法変数配置および差分スキーム

非線形長波理論式及び連続式(後藤他(1982)(1))基礎方程式津波
計算

設 定 値設定項目

3伝播計算（計算領域の空間格子間隔）

N

 領域4

 領域3

 領域2

領域1

間宮海峡
（タタール海峡）

北海道

九州
四国

本州

対馬海峡

韓国

日本海

宗谷
海峡

津軽海峡

ロシア

0 200km1000

0.366012.510～12

0.6380257～9

1.1990505,6

2.192401504

1.6737004502,3

4.95380013501

CFL条件
を満たす
Δt(sec)※

最大
水深

hmax(m)

空間格子
間隔
Δx(m)

領域
番号

max2gh
xt

ここに，
Δx: 空間格子間隔
Δt: 時間格子間隔
hmax: 最大水深
g: 重力加速度

※

N

若狭湾 領域12

領域9

領域11

領域8

領域10領域10
領域7

領域6

領域5

領域4

00 10 20km

美浜発電所
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4水深分布

全体図 150m格子以下の領域

50m格子以下の領域

5

5m
10m

15m

20m

20m

15m

10m

5m

15m
20m

25m

40m
35m

30m

25m

30m

40m

35m

25m

15m

10m

5m

5m
10m

N

1500m500 0 500 1000

水深分布

12.5m格子以下の領域

6.25m格子(領域12)
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6

評価対象波源（海域活断層）の抽出

7

①
和布－干飯崎沖～
甲楽城断層

⑥ Ｃ断層

②
ウツロギ峠北方－
池河内断層

⑦
大陸棚外縁～Ｂ～
野坂断層

③ 浦底－池河内断層 ⑧ 三方断層

④ 浦底－内池見断層 ⑨
ＦＯ－Ａ～
ＦＯ－Ｂ断層

⑤ 白木－丹生断層 ⑩ ＦＧＡ３東部断層

検討対象断層の選定（海域活断層）

検討対象断層は，敷地前面海域及び敷地
周辺海域において後期更新世以降の活動
を考慮する断層とする。
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8大飯放水ピットの津波水位(概略パラメータスタディ）

概略パラメータスタディの結果、大陸棚外縁～B～野坂断層を抽出した。

1.560.0120①～②：
902.49①231.41 ②252.74 【北】7.0029ＦＧＡ３東部断層⑩

1.030.090①～④：
601.94①357.29 ②351.32 ③330.81

④1.97 【東】
6.9427三方断層⑧

2.710.090

①～③：
60

④～⑥：
90

3.76
①41.12 ②345.44 ③330.27
④309.19 ⑤315.54 ⑥305.27
【東】

7.2849大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層⑦

0.810.0110①～④：
601.44①355.19 ②38.15 ③13.09

④350.89 【東】
6.7618Ｃ断層（逆くの字）⑥

0.730.090①～⑧：
601.44

①15.80 ②350.71 ③358.68
④0.55 ⑤6.88 ⑥14.38
⑦11.66 ⑧1.91 【東】

6.7615白木－丹生断層⑤

0.350.090①～⑧：
901.66

①316.76 ②329.74 ③328.03
④322.95 ⑤320.79 ⑥325.76
⑦317.34 ⑧302.29 【東】

6.7618浦底－内池見断層④

0.380.090①～⑩：
902.08

①316.76 ②329.74 ③328.03
④322.95 ⑤320.79 ⑥325.76
⑦317.34 ⑧302.29 ⑨303.10
⑩142.85 【東】

※⑩は西傾斜

6.8925浦底－池河内断層③

0.580.090①～③：
901.91①187.12 ②161.85 ③142.85

【西】
6.8423ウツロギ峠北方－池河内断層②

2.200.090
①～④：

45
⑤：90

3.88①354.17 ②34.42 ③5.42
④305.15⑤317.82 【東】

7.4060和布－干飯崎沖
甲楽城断層

①

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所
上縁
深さ
(km)

広域
応力場

(°)

傾斜
角

(°)

すべり
量(m)

走行
(°)

【傾斜方向】

地震
規模
Ｍw

断
層

長さ
(km)

断層名
断層
No

9大飯放水ピットの津波水位(詳細パラメータスタディ）

2.000.0120

2.550.0110

2.500.0100

2.540.095

1.025.0

1.722.5

2.710.0

90

①～③：
60

④～⑥：
90

3.76

①41.12
②345.44
③330.27
④309.19
⑤315.54
⑥305.27

【東】

7.2849大陸棚外縁～Ｂ～野坂
断層

⑦

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所
上縁
深さ
(km)

広域
応力場

(°)

傾斜
角

(°)

すべり
量(m)

走行
(°)

【傾斜方向】

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

断層名
断層
No

詳細パラメータスタディの結果、大陸棚外～B～野坂断層（広域応力場90°、上縁深さ0km）

を抽出した。

以上の結果により、放水ピットの詳細遡上モデルによる数値計算を実施。
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10

評価対象波源（日本海東縁部）の抽出

11

E3
B

E3
E2

検討対象断層の選定（日本海東縁部）

日本海東縁部の想定津波として，北海道沖から新潟県沖までの広範囲な海域に
モーメントマグニチュードMw=7.85の基準断層モデルを設定

E1

E3E3B E2

E2E3

層厚
(15km)① ④ ① ② ①③ ④ ② ③ ④

層厚
(15km)① ② ③ ④
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12大飯放水ピットの津波水位(概略パラメータスタディ①）
【概略パラメータスタディ結果一覧】（1/4）

1.490.090609.447.85131.1173

1.710.090609.447.85131.1193
④

2.110.090609.447.85131.1353

1.830.090609.447.85131.13

1.410.090609.447.85131.113

③

2.090.090609.447.85131.1173

1.890.090609.447.85131.1183

1.430.090609.447.85131.1193

②

1.960.090609.447.85131.1353

1.780.090609.447.85131.13

1.530.090609.447.85131.113

①

中
央

0.960.090609.447.85131.1173

0.970.090609.447.85131.1183

1.050.090609.447.85131.1193

④

1.120.090609.447.85131.1353

0.890.090609.447.85131.13

0.850.090609.447.85131.113

③

1.300.090609.447.85131.1173

1.040.090609.447.85131.1183

1.110.090609.447.85131.1193

②

1.270.090609.447.85131.1353

1.320.090609.447.85131.13

0.970.090609.447.85131.113

①

北

E1

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所
上縁
深さ
(km)

す
べ
り
角

(°)

傾斜
角

(°)

すべ
り
量

(m)

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

走行
(°)

傾斜パ
ターン

南
北
位
置

活
動
域

2.220.090609.447.85131.1173

1.810.090609.447.85131.1193

④

2.800.090609.447.85131.1353

2.370.090609.447.85131.13

1.920.090609.447.85131.113

③

3.340.090609.447.85131.1173

2.090.090609.447.85131.1183

1.900.090609.447.85131.1193

②

2.960.090609.447.85131.1353

2.660.090609.447.85131.13

1.640.090609.447.85131.113

①

南
－
北

2.230.090609.447.85131.1173

1.870.090609.447.85131.1183

2.390.090609.447.85131.1193

④

3.120.090609.447.85131.1353

2.260.090609.447.85131.13

1.810.090609.447.85131.113

③

3.380.090609.447.85131.1173

2.070.090609.447.85131.1183

1.720.090609.447.85131.1193

②

2.590.090609.447.85131.1353

1.940.090609.447.85131.13

1.580.090609.447.85131.113

①

中
央
－
南

E1

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所

上縁
深さ
(km)

すべ
り角
(°)

傾斜
角

(°)

すべり
量(m)

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

走行
(°)

傾斜パ

ターン

南
北
位
置

活
動
域

13大飯放水ピットの津波水位(概略パラメータスタディ②）
【概略パラメータスタディ結果一覧】（2/4）

3.030.090609.447.85131.1173

2.570.090609.447.85131.1193

④

2.450.090609.447.85131.1353

2.600.090609.447.85131.13

2.980.090609.447.85131.113

③

2.620.090609.447.85131.1173

3.260.090609.447.85131.1183

3.090.090609.447.85131.1193

②

2.540.090609.447.85131.1353

2.760.090609.447.85131.13

3.590.090609.447.85131.113

①

南

2.360.090609.447.85131.1173

2.140.090609.447.85131.1183

1.940.090609.447.85131.1193

④

3.290.090609.447.85131.1353

2.450.090609.447.85131.13

2.040.090609.447.85131.113

③

2.520.090609.447.85131.1173

2.340.090609.447.85131.1183

2.100.090609.447.85131.1193

②

2.840.090609.447.85131.1353

2.220.090609.447.85131.13

1.820.090609.447.85131.113

①

南
－
中
央

E
1

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所

上縁
深さ

(km)

すべ
り角

(°)

傾斜
角

(°)

すべ
り
量

(m)

地震
規模

Ｍw

断層
長さ

(km)

走行
(°)

傾斜パ
ターン

南
北
位

置

活
動

域

0.720.090609.447.85131.1190

0.850.090609.447.85131.1210

④

1.320.090609.447.85131.110

1.420.090609.447.85131.120

1.670.090609.447.85131.130

③

1.290.090609.447.85131.1190

1.930.090609.447.85131.1200

1.460.090609.447.85131.1210

②

1.410.090609.447.85131.110

1.270.090609.447.85131.120

1.850.090609.447.85131.130

①

中
央

0.770.090609.447.85131.1190

0.750.090609.447.85131.1200

0.950.090609.447.85131.1210

④

1.450.090609.447.85131.110

1.560.090609.447.85131.120

1.520.090609.447.85131.130

③

1.800.090609.447.85131.1190

1.690.090609.447.85131.1200

1.560.090609.447.85131.1210

②

1.920.090609.447.85131.110

1.880.090609.447.85131.120

2.470.090609.447.85131.130

①

北

E
2

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所

上縁
深さ
(km)

すべ
り角
(°)

傾斜
角

(°)

すべ
り

量(m)

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

走行
(°)

傾斜パ

ターン

南
北
位
置

活
動
域

69



14大飯放水ピットの津波水位(概略パラメータスタディ③）
【概略パラメータスタディ結果一覧】（3/4）

1.750.090609.447.85131.1190

1.820.090609.447.85131.1210

④

1.880.090609.447.85131.110

2.780.090609.447.85131.120

2.290.090609.447.85131.130

③

1.750.090609.447.85131.1190

1.940.090609.447.85131.1200

2.060.090609.447.85131.1210

②

2.580.090609.447.85131.110

2.240.090609.447.85131.120

2.610.090609.447.85131.130

①

北
E
3

0.840.090609.447.85131.1190

0.750.090609.447.85131.1200

0.880.090609.447.85131.1210

④

1.430.090609.447.85131.110

1.300.090609.447.85131.120

1.260.090609.447.85131.130

③

1.360.090609.447.85131.1190

1.300.090609.447.85131.1200

1.240.090609.447.85131.1210

②

1.550.090609.447.85131.110

1.320.090609.447.85131.120

1.670.090609.447.85131.130

①

南
E
2

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所
上縁
深さ
(km)

すべ
り角
(°)

傾
斜
角

(°)

すべり
量(m)

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

走行
(°)

傾斜パター
ン

南
北
位
置

活
動
域

1.250.090609.447.85131.1190

1.420.090609.447.85131.1210

④

1.710.090609.447.85131.110

1.560.090609.447.85131.120

2.180.090609.447.85131.130

③

1.390.090609.447.85131.1190

1.530.090609.447.85131.1200

1.680.090609.447.85131.1210

②

1.780.090609.447.85131.110

2.540.090609.447.85131.120

2.820.090609.447.85131.130

①

南

1.340.090609.447.85131.1190

1.250.090609.447.85131.1200

1.690.090609.447.85131.1210

④

1.690.090609.447.85131.110

1.830.090609.447.85131.120

1.800.090609.447.85131.130

③

1.640.090609.447.85131.1190

1.890.090609.447.85131.1200

1.950.090609.447.85131.1210

②

1.900.090609.447.85131.110

2.500.090609.447.85131.120

2.970.090609.447.85131.130

①

中

央

E
3

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所
上縁
深さ
(km)

すべ
り角
(°)

傾
斜
角
(°
)

すべ
り

量(m)

地
震
規
模

Ｍw

断層
長さ
(km)

走行
(°)

傾斜パ
ターン

南
北
位
置

活
動
域

15大飯放水ピットの津波水位(概略パラメータスタディ④）

【概略パラメータスタディ結果一覧】（4/4）

1.880.090609.447.85131.1190

2.300.090609.447.85131.1210

④

2.110.090609.447.85131.110

2.470.090609.447.85131.120

2.780.090609.447.85131.130

①

南

1.780.090609.447.85131.1190

2.310.090609.447.85131.1200

2.120.090609.447.85131.1210

④

2.890.090609.447.85131.110

1.960.090609.447.85131.120

2.970.090609.447.85131.130

①

中
央

3.240.090609.447.85131.1190

2.970.090609.447.85131.1200

2.280.090609.447.85131.1210

④

2.430.090609.447.85131.110

2.740.090609.447.85131.120

2.280.090609.447.85131.130

①

北

E
3
B

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所
上縁
深さ
(km)

すべ
り角
(°)

傾斜
角

(°)

すべり
量(m)

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

走行
(°)

傾斜パ
ターン

南
北
位
置

活
動
域

概略パラメータスタディの結果、日本海東縁E1南、傾斜パターン①走行13°を抽出した。
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16大飯放水ピットの津波水位(詳細パラメータスタディ）

2.06909.447.85131.10.060.0上へ2/3dx

2.72909.447.85131.10.060.0上へ1/3dx

3.46909.447.85131.10.060.0右へ1/2dx

2.00909.447.85131.10.030.0

3.13909.447.85131.10.045.0

3.46909.447.85131.10.052.5

3.03909.447.85131.15.0

3.57909.447.85131.12.5

3.59909.447.85131.10.0

60.0

基準

13①南E1

放水口
最大水位
上昇量(m)

大飯発電所

すべり角
(°)

すべり
量(m)

地震
規模
Ｍw

断層
長さ
(km)

上縁
深さ
(km)

傾斜
角

(°)
位置調整

走行
(°)

傾斜
ﾊﾟﾀｰﾝ

南北
位置

活動域

詳細パラメータスタディの結果、日本海東縁E1南、走行13°(傾斜角60°、上縁深さ0km)
を抽出した。

以上の結果により、放水ピットの詳細遡上モデルによる数値計算を実施。

17

放水ピットの詳細遡上モデルによる数値計算
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18

朔望平均満潮位(T.P.+0.40m)計算潮位

海域活断層：地震発生後 3.0時間
日本海東縁断層：地震発生後 4.0時間

計算時間

0m2/s水平渦動粘性係数

海 域：n=0.030粗度係数

取水なし取水条件

本間の越流公式越流境界

完全反射条件陸側境界

自由透過の条件(後藤他(1982))沖側境界境
界
条
件

断層モデルを用いて，Mansinhaet al.(1971)の方法により計算される
海底面の鉛直変位分布を初期条件とする

初期条件

3s(安定条件（C.F.L.条件）を満足するように設定)時間格子間隔

1,350m→450m→150m→50m→25m→12.5m空間格子間隔

津波の波源域を十分に含む範囲計算領域

海域および開水路：非線形長波理論式及び連続式(後藤他(1982))
管路：仮想スロットモデルによる一次元不定流の連続式及び運動方程
式

基礎方程式

設 定 値項目

放水ピットの詳細遡上モデルの計算手法および計算条件）

○津波伝播計算は、非線形長波理論および連続式（後藤他1982(1)）を基礎方程式として、空間格子間隔

を1,350mから12.5mとした。

○放水路トンネル（管路）においては、仮想スロットモデルによる一次元不定流の連続式および運動方程

式により算出した。

○時間格子間隔は、安定条件（CFL条件）を満たすように設定した。

津波伝播計算の計算手法及び計算条件

19伝播計算（計算領域の空間格子間隔）

max2gh
xt

ここに，
Δx: 空間格子間隔
Δt: 時間格子間隔
hmax: 最大水深
g: 重力加速度

※

N

 領域4

 領域3

 領域2

領域1

間宮海峡
（タタール海峡）

北海道

九州
四国

本州

対馬海峡

韓国

日本海

宗谷
海峡

津軽海峡

ロシア

0 200km1000

0.366012.510,11,12

0.6380257,8,9

1.1990505,6

2.192401504

1.6737004502,3

4.95380013501

CFL条件
を満たす
Δt(sec)※

最大
水深

hmax(m)

空間格子
間隔
Δx(m)

領域番号

大飯発電所
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20伝播計算（計算領域の空間格子間隔：領域１１拡大図）

12.5m格子(領域11)

放水口※1
1号機

2号機

3号機

4号機

6.25m格子(領域12)

放水路トンネル(3,4号)※2
放水路トンネル(1,2号)※2

3,4号放水ピット※1
1,2号放水ピット※1

※1 放水口を含む海域ならびに放水ピット（開水路）は，非線形長波理論式及び連続式で計算
※2 放水路トンネルは，仮想スロットモデルにより一次元不定流の連続式及び運動方程式で計算

21放水ピットの詳細遡上モデルの計算手法および計算条件）

○放水路トンネル（管路）においては、仮想スロットモデルによる一次元不定流の連続式および運動方程

式により算出した。

管路の断面

仮想スロット

Q D
A

BS

h

管路

①開水路の連続式及び運動方程式

02

2

D
MQf

x
gD

D
MN

yD
M

xt
M

c

02

2

D
NQf

y
gD

D
N

yD
MN

xt
N

c

0
y
N

x
M

t
ここに， ：水面の鉛直変位量，

hD ，h：静水深，

uDM ， vDN ， vu, ： yx, 方向の流速，

22 NMQ ， g：重力加速度，
312 Dgnfc ，n：マニングの粗度係数

②管路の連続式及び運動方程式

0
x
Q

t
A

)( 0 fssgA
x

Mg
t
Q

ここに， )(0 DhBAA s ， 2
0

a
gABs ，

A：流水断面積，

Q：流量，

D：管径（円形の場合），

sB ：仮想スロット幅，

h：水深(圧力水頭)，

0A ：管断面積（円形の場合 4/2D ），

g：重力加速度，

a：圧力伝播速度，

cos
2

Ah
gA
QM G ， dxdzS /sin0 ，

234

2

AR
QQn

S f ，

M：比力，

0S ：水路底勾配，

fS ：摩擦勾配，

n：マニングの粗度係数，

R：径深，

Gh ：水面から図心までの距離

② ①①
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22
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大飯放水ピットの津波水位(大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層)

対象波源：大陸棚外縁～Ｂ～野坂断層〔広域応力場90°,上縁深さ0km〕
格子サイズ：12.5m
潮位条件： T.P.±0.0m(計算結果にH.W.L. T.P.+0.40mを考慮)

1,2号放水ピット

最大水位上昇4.45m

最大水位上昇4.24m

3,4号放水ピット

最高水位
(T.P.m)

1,2号放水ピット(4.24m)

3,4号放水ピット(4.45m)

23
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-6.0
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-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

60 90 120 150 180 210 240

水
位

(T
.P

.m
)

時 間 (min)

大飯放水ピットの津波水位(日本海東縁部E1南)

対象波源：日本海東縁E1南〔傾斜パターン①，走向13°，基準位置，傾斜角
60°，すべり角90°,上縁深さ0km〕

格子サイズ：12.5m
潮位条件： T.P.±0.0m(計算結果にH.W.L. T.P.+0.40mを考慮)

1,2号放水ピット

3,4号放水ピット
最大水位上昇5.77m

最大水位上昇5.25m最高水位
(T.P.m)

1,2号放水ピット(5.25)

3,4号放水ピット(5.77)
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24津波による放水ピット内の水位評価検討結果

日本海
東縁部

海域活
断層

T.P.+6.97mT.P.+5.77m
3,4号放水ピットの

上端レベル

T.P.+6.45mT.P.+5.25m
1,2号放水ピットの

上端レベル
日本海東縁E1南

T.P.+5.65mT.P.+4.45m
3,4号放水ピットの

上端レベル

T.P.+5.44mT.P.+4.24m
1,2号放水ピットの

上端レベル
大陸棚外縁～Ｂ～野坂
断層

ポンプ稼動を考慮した遡
上高さ

津波による遡上高さ評価対象対象波源

放水ﾋﾟｯﾄ放水路ﾄﾝﾈﾙ放水口

ﾋﾟｯﾄ高 3,4u T.P.＋9.7m

T.P.-3.00m

T.P.+5.00m

T.P.-9.00m T.P.-10.00m

■津波襲来時にポンプ稼働（日本海東縁E1南：3,4号側） シミュレーション結果に、ポンプ稼働
時の外海－放水路ピット間のヘッド
差約1.2m（3.4号建設時設計値）を

考慮した津波水位

T.P.+6T.P.+6..97m97m

津波による放水路ピットへの流入

T.P.+T.P.+5.5.77m77m
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５．大飯発電所 3,4号機における原子力発電所の竜巻影響評価について 
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DT VV 15.0

)/( smVD

TDRm VVV

)/()/( smVsmV TD

)(30 mRm

2
Rm

VP

)/())/(22.1( 3 smVmkg Rm

PRVdtdp mT )/()/( max

)/()/( smRsmV mT
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ACGqPD

ACGq )0.1(

2)2/1( DVq

DV

APWP

AP
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APWP

AP
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PT WW 1

MPWT WWWW 5.02

21 TT WW

WW

PW

MW
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103



104



105



106



107



108



 
 

1961 2012 6
 

1 1961 2012 6  
   F   

1 1961 01 24 13 50 33 54 8 130 56 12 F1

2 1962 09 28 14 20 45 13 30 141 15 25 F2

3 1965 09 30 02 35 39 44 33 140 4 46 F1

4 1965 09 30 03 00 39 19 29 140 0 10 F0 F1

5 1968 01 08 09 50 37 13 48 138 19 22 F1

6 1969 06 22 09 00 34 37 30 131 36 10 F1

7 1969 11 18 07 08 38 54 31 139 50 7 F1

8 1971 02 01 00 20 36 41 10 136 40 30 F1

9 1971 10 17 05 00 44 21 23 141 41 30 F0 F1

10 1971 10 17 05 00 44 21 23 141 41 30 F2

11 1972 11 21 17 05 36 53 27 137 24 57 F1

12 1973 05 21 16 30 36 49 56 136 44 45 F0 F1

13 1973 09 27 23 00 45 26 20 141 2 10 F1

14 1973 10 22 13 20 39 41 41 140 4 20 F1

15 1974 08 08 05 05 40 16 53 140 3 24 F0 F1

16 1974 10 03 19 05 42 11 20 139 31 0 F1 F2

17 1974 10 20 15 00 41 47 45 140 7 47 F1 F2

18 1975 05 31 18 10 35 26 6 132 37 57 F0 F1

19 1975 05 31 18 10 35 25 57 132 37 42 F2

20 1975 05 31 18 40 35 25 8 132 37 53 F0 F1

21 1975 09 08 01 30 42 12 52 139 32 58 F1 F2

22 1977 01 13 01 30 36 34 5 136 34 0 F0 F1

23 1978 08 14 10 40 45 5 0 141 38 0

24 1979 10 31 13 00 37 8 21 136 41 2 F0 F1

25 1979 11 02 01 58 41 30 7 140 1 6 F2

26 1984 11 19 22 00 35 26 4 133 19 22 F1

27 1987 01 11 01 32 40 2 27 139 56 19 F0 F1

28 1987 01 11 02 00 40 6 9 139 57 57 F1
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   F   
29 1989 03 16 19 20 35 24 0 132 40 0 F2

30 1990 04 06 02 55 37 12 10 136 40 56 F2

31 1991 01 13 14 48 38 1 25 138 12 20

32 1991 02 15 11 00 35 33 54 135 52 53 F1

33 1991 09 17 08 50 42 49 12 140 12 50

34 1991 12 11 20 10 36 35 59 136 38 0 F1

35 1992 09 13 08 50 45 26 50 141 40 0

36 1992 09 17 09 05 43 50 50 141 29 55 F1

37 1992 09 17 09 05 43 50 50 141 29 55

38 1993 09 26 15 52 43 57 17 141 36 54

39 1993 10 17 09 30 36 55 9 136 43 51

40 1993 10 23 17 00 38 5 30 138 12 30

41 1993 11 24 13 50 37 13 27 138 12 49

42 1994 03 26 11 40 38 48 32 139 46 19 F1

43 1994 09 01 16 00 37 59 6 139 2 56

44 1995 12 01 13 51 36 26 13 136 25 3

45 1996 09 05 10 20 39 15 18 139 54 1

46 1996 10 08 23 07 44 43 7 141 48 15 F1

47 1996 11 30 07 05 37 23 39 138 34 14 F1

48 1997 01 22 09 20 37 54 58 139 2 0 F0

49 1998 09 24 15 00 35 38 26 134 55 31

50 1998 10 31 08 40 37 19 6 136 42 10

51 1998 11 15 22 30 38 56 40 139 49 22 F1

52 1999 10 08 09 30 36 43 56 136 40 18

53 1999 10 29 21 25 40 13 10 140 4 11 F0 F1

54 1999 11 25 15 40 40 20 50 140 1 37 F1 F2

55 2000 07 25 06 20 36 8 1 136 4 13

56 2000 07 25 06 30 36 13 26 136 8 2

57 2001 06 01 13 20 40 32 7 139 56 44 F1

58 2001 06 19 14 50 35 37 58 136 3 11 F1

59 2002 09 23 14 30 36 58 15 137 33 15 F0 F1

60 2002 09 24 13 15 39 30 6 140 4 56 F1

61 2002 11 04 11 20 36 21 14 136 19 32 F0

62 2002 11 05 10 30 35 38 45 135 56 16
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   F   
63 2003 10 18 16 25 36 11 51 136 7 2

64 2004 08 15 12 10 45 27 22 141 2 1 F0

65 2004 09 16 14 00 33 53 13 130 53 24 F1

66 2005 01 12 07 50 35 32 0 134 3 30

67 2005 11 18 13 00 36 38 59 136 38 52

68 2005 12 05 11 50 35 23 26 132 42 50 F1

69 2005 12 25 19 10 38 51 16 139 47 16 F1

70 2006 11 09 12 05 42 3 31 139 26 50 F1

71 2007 08 24 08 20 38 47 40 139 42 0

72 2007 08 24 08 20 38 47 40 139 42 0

73 2007 10 01 14 25 43 23 0 140 26 30

74 2007 10 01 14 27 43 17 8 140 20 16

75 2007 10 01 15 30 42 26 26 139 47 30

76 2007 10 04 13 36 44 53 0 141 41 0

77 2007 10 04 16 30 42 27 15 139 50 20

78 2007 10 11 09 55 40 47 21 140 7 54

79 2007 10 11 10 25 40 47 21 140 7 54

80 2007 10 16 15 23 35 36 35 133 5 10

81 2007 11 22 09 00 36 54 32 137 24 56

82 2007 12 02 01 30 38 54 26 139 50 18 F0

83 2008 06 01 12 50 40 23 20 139 58 55

84 2008 07 30 08 03 35 34 20 134 13 5

85 2008 07 30 08 28 35 33 5 134 10 56

86 2008 07 30 08 28 35 33 5 134 10 56

87 2008 07 30 08 41 35 33 36 134 11 26

88 2008 07 30 08 55 35 34 48 134 9 30

89 2008 07 30 09 01 35 34 16 134 9 26

90 2008 07 30 09 18 35 34 6 134 8 16

91 2008 08 14 11 25 38 55 10 139 48 31
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   F   
92 2008 08 15 16 20 35 30 51 133 59 38 F0

93 2008 09 14 08 33 45 28 53 141 50 14

94 2008 09 14 08 47 45 29 22 141 37 30

95 2008 09 21 11 07 38 28 16 139 28 39

96 2008 10 01 11 55 40 1 15 139 45 45

97 2008 10 01 11 55 40 0 37 139 44 9

98 2008 10 10 09 05 39 47 5 140 0 55

99 2008 10 10 10 20 39 44 36 140 0 23

100 2008 10 10 12 07 39 40 20 140 1 7

101 2008 10 11 00 45 41 51 7 140 7 37 F0

102 2008 10 15 13 48 37 51 36 138 54 57 F0

103 2008 10 15 14 47 38 40 48 139 34 48

104 2008 10 15 16 10 38 22 2 139 26 44

105 2008 10 26 18 30 37 56 11 139 6 24 F0

106 2008 10 27 14 55 36 9 11 136 4 16

107 2008 10 30 12 33 35 32 51 134 12 26

108 2008 10 30 12 38 35 35 1 134 17 35 F0

109 2008 10 30 12 50 35 34 34 134 16 10

110 2008 10 31 07 30 37 7 33 136 42 25

111 2008 11 02 16 20 37 44 35 138 48 7

112 2008 11 19 08 36 36 27 26 136 23 41

113 2008 11 19 11 45 37 55 41 139 1 4

114 2008 11 20 08 30 37 26 19 138 34 17

115 2008 11 20 08 40 36 56 37 136 44 33

116 2008 11 20 08 42 36 56 37 136 44 33

117 2008 11 20 08 42 36 56 37 136 44 33

118 2008 11 20 09 40 37 27 8 138 34 43

119 2008 11 23 10 20 36 59 16 136 46 25 F0 F1

120 2009 01 24 11 05 42 5 27 139 23 57

121 2009 01 24 11 15 42 0 27 139 27 46

122 2009 02 07 20 15 39 41 6 140 5 11 F0

123 2009 03 14 17 26 35 35 53 134 13 28
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   F   
124 2009 08 23 18 37 38 36 36 139 34 27

125 2009 08 23 18 51 38 37 26 139 35 7

126 2009 09 10 13 30 37 25 26 138 32 38

127 2009 09 10 13 35 37 25 26 138 32 38

128 2009 09 13 03 40 38 34 7 139 33 9 F0

129 2009 10 04 12 50 39 39 55 140 4 26

130 2009 10 27 13 10 37 2 7 137 49 14

131 2009 10 30 07 26 40 30 18 139 59 57 F0

132 2009 10 30 09 20 40 9 56 140 0 26 F1

133 2009 11 03 06 25 36 52 52 137 21 58

134 2009 11 03 06 37 36 54 8 137 22 38

135 2009 11 03 06 38 36 54 8 137 22 38

136 2009 11 03 06 39 36 53 27 137 22 8

137 2009 11 03 06 43 36 54 56 137 23 51

138 2009 12 18 02 00 36 34 20 136 33 53 F0

139 2009 12 18 11 03 35 34 22 134 14 26

140 2010 08 25 12 30 43 57 25 141 35 10

141 2010 08 25 13 05 43 59 0 141 39 15 F0

142 2010 09 07 03 45 39 46 12 140 3 59 F0

143 2010 09 16 14 30 35 37 0 134 24 5

144 2010 09 17 10 45 37 38 56 138 44 42

145 2010 09 17 10 55 37 38 3 138 45 37 F0

146 2010 10 15 04 30 37 10 5 136 40 32 F0

147 2010 10 15 17 00 38 3 23 139 19 23 F0

148 2010 10 15 17 05 38 4 24 139 21 9 F1

149 2010 10 17 12 40 40 22 52 139 59 42 F0

150 2010 10 17 13 20 39 51 44 140 1 32 F0

151 2010 10 26 07 00 43 24 30 141 22 0

152 2010 10 26 07 05 43 8 28 140 23 6

153 2010 10 26 07 10 43 24 0 141 24 40

154 2010 10 26 07 10 43 23 40 141 25 50 F0

155 2010 10 26 07 38 43 22 30 141 24 15
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   F   
156 2010 10 26 08 10 43 8 38 140 23 6

157 2010 10 26 15 50 41 51 39 140 6 25

158 2010 11 12 13 15 40 19 0 140 1 47 F0

159 2010 11 29 09 20 37 0 3 136 46 18 F0

160 2010 11 29 12 18 36 15 21 136 6 51

161 2010 11 29 12 24 36 15 23 136 6 59

162 2010 11 29 12 25 36 15 17 136 6 37

163 2010 12 03 15 30 37 50 58 138 55 4 F0

164 2010 12 03 15 36 37 52 15 138 58 57 F0

165 2010 12 03 15 45 37 53 11 139 2 24 F1

166 2010 12 09 17 10 37 12 36 138 18 7 F0 F1

167 2010 12 15 07 56 36 51 20 137 23 5

168 2010 12 16 08 00 38 2 43 138 37 10

169 2010 12 17 10 20 42 52 12 140 18 46

170 2010 12 18 07 18 35 34 17 134 10 6

171 2010 12 24 15 57 35 34 17 134 10 4

172 2010 12 27 01 30 37 1 3 136 44 37 F0

173 2010 12 29 13 50 35 46 56 135 14 0

174 2010 12 29 14 00 35 46 54 135 12 6

175 2011 01 03 14 52 38 3 48 139 16 7

176 2011 03 09 11 30 36 13 1 136 11 51 F0

177 2011 03 09 17 25 35 34 6 134 8 57

178 2011 03 31 09 50 37 10 31 138 13 58 F0

179 2011 08 13 17 32 40 29 8 139 53 20

180 2011 08 20 18 40 43 4 56 140 23 57

181 2011 08 20 18 45 43 4 52 140 24 37

182 2011 08 22 12 05 45 19 0 140 58 47

183 2011 09 20 05 50 45 25 27 141 41 35

184 2011 11 15 16 10 37 2 0 137 42 0
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   F   
185 2011 11 15 16 12 37 2 0 137 42 0

186 2011 11 15 16 14 37 2 0 137 42 0

187 2011 11 15 16 15 37 2 0 137 42 0

188 2011 11 15 16 20 37 2 0 137 42 0

189 2011 11 24 12 10 36 56 25 137 23 30

190 2011 11 25 06 27 36 53 45 137 23 0

191 2011 12 24 12 10 36 48 30 136 42 0

192 2012 02 01 04 15 35 21 41 132 40 40 F0
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６．大飯発電所 3,4号機における原子力発電所の内部溢水影響評価について 
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「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド」（案）に対する評価結果 

 

1.概要 

大飯 3、4号機については、発電所建設の設計段階において溢水

影響を考慮した機器配置、配管設計を実施しており、具体的には重

要度の特に高い安全機能を有する系統については独立した区画へ

の分散配置や入口堰の設置、基礎高さへの考慮等を実施するととも

に、各建屋最下層に設置されたサンプに集積し排水が可能な設計と

している。  

今回、「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド（案）」（以下、

「本ガイド案」という）が示されたことから、本ガイド案に従い原

子炉施設内部で発生が想定される溢水に対して、重要度の特に高い

安全機能を有する系統の安全機能、並びに使用済燃料ピットの冷却、

遮へい機能が維持できることを確認した。 

以下に評価の結果を示す。 

 

2.溢水から防護すべき対象設備の抽出 

重要度の特に高い安全機能を有する系統、並びに使用済燃料ピッ

トの冷却・給水機能を有する系統を抽出し、それら系統から防護す

べき対象設備（以下、「防護対象設備」という）を抽出した。 

 

2.1 重要度の特に高い安全機能を有する系統 

原子炉を高温停止でき、引き続き低温停止並びに放射性物質の閉

じ込め機能を維持するために必要な系統を抽出した。併せて、溢水

に起因する原子炉外乱に対処するために必要な系統を抽出した。 

 

2.2 使用済燃料ピットの冷却・給水機能を有する系統 

使用済燃料ピットの冷却機能および放射線の遮へい機能を維持

するために必要となる使用済燃料ピット冷却系統および給水系統

を抽出した。 
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2.3 溢水から防護すべき対象設備の抽出 

2.1,2.2で抽出した系統の機能を維持するために必要となる設

備を防護対象設備として抽出した。 

なお、原子炉格納容器内に設置される重要度の特に高い安全機能

を有する設備は、原子炉冷却材喪失（LOCA）時の原子炉格納容器内

の状態を考慮した耐環境仕様としているため、防護対象設備から除

外した。 

 

（添付資料１）重要度の特に高い安全機能を有する系統 

（添付資料２）使用済燃料ピットの冷却・給水機能を有する系統 

（添付資料３）防護対象設備リスト 

 

3.溢水源と溢水経路 

防護対象設備が設置されている原子炉周辺建屋、制御建屋から溢

水源となりうる機器を抽出した。 

また、これら建屋を対象に、床面開口部（機器ハッチ、階段）、

および、溢水影響評価において期待することのできる設備（水密扉

や堰など）の抽出を行い、溢水経路を設定した。 

廃棄物処理建屋から原子炉周辺建屋への流入経路については、堰

や水密扉、床ドレンの逆流防止弁を設置していることから想定する

必要はないことを確認した。 

タービン建屋や屋外の溢水源については、「7.防護対象設備が設

置されている建屋の外からの溢水影響」において、防護対象設備へ

の影響がないことを確認した。 

 

（添付資料４）溢水源の抽出 

（添付資料５）溢水経路概念図 

（添付資料６）溢水影響評価において期待することができる設備 
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4.原子炉施設の溢水影響評価 

本ガイド案に従い、発生要因別に以下の溢水について影響を評価

した。 

(1)溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生

じる溢水 

(2)発電所内で生じる異常状態（火災を含む）の拡大防止のため

に設置される系統からの放水による溢水 

(3)地震に起因する機器の破損等により生じる溢水 

 

4.1 溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生じ

る溢水 

配管の破損は、防護対象設備が施設されている原子炉周辺建屋、

制御建屋および隣接する主蒸気・主給水管室とブローダウン室に施

設されている配管を対象に、内包する流体のエネルギーに応じて①

高エネルギー配管および②低エネルギー配管の２種類に分類し、発

生応力に応じた破損を想定し、没水、被水、蒸気による影響評価に

より防護対象設備が機能喪失しないことを確認した。 

 

（添付資料７）想定破損等により生じる溢水影響評価 

 

4.2 発電所内で生じる異常状態（火災を含む）の拡大防止のために   

設置される系統からの放水による溢水 

本ガイド案に従い、火災時の消火水系統からの放水による溢水を

想定し、防護対象設備に対する影響を評価した。 

防護対象設備が設置されている原子炉周辺建屋および制御建屋

には自動作動するスプリンクラーが設置されていないことから、消

火栓による消火活動にともなう放水を溢水源として想定した。 

消火活動の放水時間については原則として 3時間とした。ただし、

火災源が小さいエリアについては「火災荷重」および「等価時間」

を考慮し、0.5～1.5時間とした。 
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各防護対象設備が設置されているエリアにおける消火水の滞留

面積を評価し、消火活動による溢水量から算出される溢水水位と、

防護対象設備の機能損失高さを比較することで、防護対象設備が機

能喪失に至らないことを確認した。 

 

（添付資料８）消火活動に係る時間設定の考え方 

（添付資料９）消火栓からの放水による溢水影響評価 

（添付資料１０）消火栓からの放水による溢水経路図（代表例） 

 

4.3 地震に起因する機器の破損等により生じる溢水 

4.3.1 溢水源として想定する対象機器の抽出 

本ガイド案に従い、流体を内包する機器（配管、容器）のうち、

基準地震動による地震力によって破損が生じうる機器を溢水源と

して想定した。なお、耐震 Sクラス機器については、基準地震動に

よる地震力によって破損は生じないことから溢水源として想定し

ない。また、耐震 B,Cクラス機器のうち、基準地震動に対して耐震

性を有するものは溢水源として想定しない。 

地震時に溢水源として想定する対象機器の抽出フローを図-1に

示す。 
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 溢水源となりうる機器（耐震B、Cクラス機器(配管,容器)）

 原子炉周辺建屋の機器／制御建屋の機器

容　器配　管

全系統の配管
保有水の多い
系統の容器

保有水の多くな
い系統の容器

耐震評価の
対象機器

＊１：補助給水系統、原子炉補機冷却水系統、化学体積制御系統、空調用冷水設備系統、
      １次系洗浄水系統、１次系放射性機器ドレン系統、１次系放射性床ドレン系統、
　　　消火水系統、主蒸気・給水系統、1次系補給水系統、燃料取替用水系統、燃料ピット
      冷却浄化系統、蒸気発生器ブローダウン系統、安全注入系統、１次系試料採取系統、
      換気空調系統、液体廃棄物処理系統、固体廃棄物処理系統、補助蒸気系統

＊１ ＊２

＊２：体積制御タンク、非再生熱交換器、封水冷却器、原子炉周辺建屋サンプポンプ、
　　　原子炉周辺建屋サンプタンク、使用済燃料ピット冷却器、使用済燃料ピットポンプ、
　　　使用済燃料ピット脱塩塔、使用済燃料ピットフィルタ、ほう酸補給タンク

耐震評価の
対象外機器

溢水源評価の
対象外機器

溢水源評価の
対象機器

耐震性がない場合

＊３

＊３：１次系薬品タンク、樹脂タンク、冷却材脱塩塔入口フィルタ、冷却材陽イオン
　　　脱塩塔　他

 

図-1 溢水源として想定する対象機器の抽出フロー 

 

4.3.2 耐震 B,Cクラス機器の耐震性評価方法および評価結果 

図-1のフロー図に基づき、原子炉周辺建屋および制御建屋に設

置されている耐震 B、Cクラスの配管および溢水保有水量の多い系

統の容器について、耐震 Sクラス機器と同様の評価手法を用いて構

造強度評価を実施し、地震時に溢水源として想定する機器を抽出す

るとともに、使用済燃料ピットのスロッシングも考慮し、原子炉周

辺建屋および制御建屋における溢水量を表-１のとおり算出した。 
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表-１ 地震時に想定する溢水量 

溢 水 量 

原子炉周辺建屋 

3号 4号 

制御建屋 

72.44m3 72.44m3 68.8m3 

 

（添付資料１１）耐震B、Cクラス機器の耐震評価方法および評価結果 

（添付資料１２）地震時に溢水源として想定する機器リスト 

（添付資料１３）使用済燃料ピットのスロッシングによる溢水量評価 

 

4.3.3 溢水影響評価 

溢水量から算出される溢水水位と、防護対象設備の機能損失高さ

を比較することで、防護対象設備が機能喪失に至らないことを確認

した。 

 

（添付資料１４）溢水経路、溢水水位および機能喪失高さの考え方 

（添付資料１５）地震に起因する溢水影響評価（溢水経路図含む） 

 

5.使用済燃料ピットの溢水影響評価 

使用済燃料ピット冷却および給水系統の防護対象設備について

は、4.原子炉施設の溢水影響評価において機能喪失しないことを確

認している。 

したがって、ここでは、使用済燃料ピットからのスロッシングに

よる最大溢水量に対し、ピット冷却（保安規定で定めた水温 65℃

以下）および遮へいに必要な水位が確保されていることを確認した。 

 

5.1 使用済燃料ピットのスロッシングによる水位低下の評価 

基準地震動 Ssにおける使用済燃料ピットのスロッシングによる

最大溢水量を表-2に示す。 
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 表-2 スロッシングによる最大溢水量 

最大溢水量 22.62m3 

 

5.2 使用済燃料ピットの冷却機能・遮へい機能維持の確認 

使用済燃料ピットからの溢水量がピット外に流出した際の使用

済燃料ピット水位を求め、ピット冷却（保安規定で定めた水温

65℃）に必要な水位、および使用済燃料の遮へいに必要な水位が確

保されていることを確認した。確認結果を表-3,表-4に示す。 

 

表-3 溢水時における使用済燃料ピットの冷却機能維持の評価結果 

溢水時のピット水位 
冷却に 

必要な水位※ 

評価 

結果 

11.98m 

(EL.33.13m) 

10.99m 

(EL.32.14m) 
○ 

※使用済燃料ピットポンプ吸込側のピット接続配管の上端レベル 

 

表-4 溢水時における使用済燃料ピットの 

遮へい機能維持の評価結果 

溢水時のピット水位 
遮へいに 

必要な水位 

評価 

結果 

11.98m 

(EL.33.13m) 

8.72m 

(EL.29.87m) 
○ 

 

（添付資料１３）使用済燃料ピットのスロッシングによる溢水量評価 
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6.海水ポンプエリアの溢水影響評価 

溢水が海水ポンプエリアに滞留したと想定しても防護対象設備

の機能喪失高さまで到達しないことを確認した。確認結果を表-2

に示す。なお、基準津波による設計津波高さは 3、4号機海水ポン

プ室前で EL.2.54mと評価しており、防護対象設備への影響がない

ことを確認している。 

表-5 海水ポンプエリアの評価結果 

 機能喪失高さ 溢水水位 評価結果 

海水ポンプ EL.4.65m EL.3.03m ○ 

 

（添付資料１６）海水ポンプエリアの溢水影響評価 

 

7.防護対象設備が設置されている建屋の外からの溢水影響 

タービン建屋、屋外タンク、湧水サンプの溢水が、防護対象設備

の設置されている原子炉周辺建屋および制御建屋に及ぼす影響を

確認した。 

 

7.1タービン建屋からの溢水影響 

地震によりタービン建屋に設置されている循環水管の伸縮継手

や２次系設備が破損することで生じる溢水を想定し、隣接する制御

建屋に及ぼす溢水影響を確認した。 

循環水ポンプが停止するまでの間に生じる溢水量およびタービ

ン建屋内の保有水量を合算して求めたタービン建屋の溢水は地下

部に滞留し、制御建屋への浸水高さを下回ることを確認した。確認

結果を表-6に示す。 

なお、基準津波による設計津波高さは 3、4号機循環水ポンプ室

前で EL.2.85ｍと評価されるため津波が地上を遡上することはな

く、また、循環水管を経由したタービン建屋への流入量は循環水ポ

ンプが停止するまでの間に生じる溢水量に比べて十分小さい。 
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表-6 タービン建屋の評価結果 

溢水水位 
制御建屋への 

浸水高さ 
評価結果 

EL.約 8.5m  EL.13.8m ○ 

 

（添付資料１７）タービン建屋からの溢水影響 

 

7.2 屋外タンクからの溢水影響 

屋外タンクが地震により破損しないことを確認した。また、接続

配管の破損を想定した溢水が原子炉周辺建屋周囲まで到達しない

ことを確認した。 

 

（添付資料１８）屋外タンクからの溢水影響  

 

7.3 湧水サンプからの溢水影響 

湧水サンプの出入口扉を水密扉としていることから、湧水サンプ

からの溢水が原子炉周辺建屋に流入することはないことを確認し

た。 

（添付資料１９）湧水サンプからの溢水影響 
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重要度の特に高い安全機能を有する系統 

1.はじめに 

溢水の影響評価にあたっては、発電所内で発生した溢水に対し

て、重要度の特に高い安全機能を有する系統が、その安全機能を

失わないこと(多重化された系統が同時にその機能を失わないこ

と)を確認することとしているが、溢水により原子炉に外乱が及び、

かつ、安全保護系、原子炉停止系の作動を要求される場合には、

その影響(溢水)を考慮する必要がある。 

これらの要求を踏まえ、以下の設備を溢水の防護対象設備とす

る。 

① 原子炉の高温停止及び低温停止に必要な設備 

② 溢水に起因する原子炉外乱に対処するために必要な設備 

本資料は、上記の防護対象設備の抽出の考え方をまとめたもの

である。 

尚、格納容器内に設置される設備のうち、重要度の特に高い安

全機能を有する系統は、原子炉冷却材喪失(LOCA)時の格納容器内

の状態(温度 ･圧力条件及び溢水影響)を考慮した耐環境仕様であ

るため、溢水の防護対象設備からは除外する。 

 

2.原子炉の高温停止及び低温停止に必要な設備 

図-1に原子炉を低温停止に移行する際のフローを示す。原子炉

の高温停止及び低温停止に必要な機能は以下の通りであり、これ

らの機能を達成するために必要な設備を溢水防護の対象に選定す

る。 

･原子炉停止:原子炉停止系(制御棒) 

･ほう酸添加:原子炉停止系 

(化学体積制御系のほう酸水注入機能) 

･崩壊熱除去:補助給水系、主蒸気系、余熱除去系 

･1次系減圧:加圧器逃がし弁 

(及び原子炉補機冷却水系等、上記系統の関連系) 

添付資料１  
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3.溢水に起因する原子炉外乱に対処するために必要な設備 

(1)溢水評価上考慮すべき原子炉外乱 

旧発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針を参考

に、過渡事象及び事故を対象として、溢水により、発生する可能

性のある原子炉外乱を表-1及び表-2に整理する。尚、表-1及び

表-2では、原子炉冷却材喪失(LOCA)のように、溢水によって発生

する事象ではないが、溢水の原因となり得る事象であるため、溢

水評価上考慮すべき事象も含めている。 
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表-1 溢水によって発生する起因事象の抽出 

(運転時の異常な過渡変化) 

起因事象 考慮 

要否 

スクリーンアウトする理由 

原 子 炉 起 動 時 に お け る 制 御 棒

の異常な引き抜き 

○  

出 力 運 転 中の 制 御 棒 の 異 常 な

引き抜き 

○  

制御棒の落下及び不整合 ○  

原 子 炉 冷 却 材 中 の ほ う 素 の 異

常な希釈 

○  

原子炉冷却材流量の部分喪失 ○  

原 子 炉 冷 却 材 系 の 停 止 ル ー プ

の誤起動 

－ 停 止 ル ー プ の 低 温 の 冷 却 材

が炉心に注入され、炉心に正

の 反 応 度 が 添 加 さ れ た 後 の

反 応 度 フ ィ ー ド バ ッ ク 効 果

に よ り 原 子 炉 出 力 は 低 下 し

整定する。 

このように、本事象では対処

設備は不要であるため、溢水

評価上考慮不要 

外部電源喪失 － 外 部 電 源 喪 失 に よ り 常 用 電

源が喪失することから、「主

給水流量喪失」及び「原子炉

冷却材流量の喪失」に包絡さ

れる 

主給水流量喪失 ○  

蒸気負荷の異常な増加 － 蒸気負荷が増加し、炉心に正

の 反 応 度 が 添 加 さ れ た 後 の
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反 応 度 フ ィ ー ド バ ッ ク 効 果

に よ り 原 子 炉 出 力 は 抑 制 さ

れ整定する。 

このように、本事象では対処

設備は不要であるため、溢水

評価上考慮不要 

2次冷却系の異常な減圧 ○  

蒸気発生器への過剰給水 ○  

負荷の喪失 ○  

原子炉冷却材系の異常な減圧 ○  

出力運転中の非常用炉心冷却 

系の誤起動 

○  
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表-2 溢水によって発生する起因事象の抽出（事故） 

起因事象 考慮 

要否 

スクリーンアウトする理由 

原子炉冷却材喪失(LOCA) 

○ 

溢 水 の 原 因 と な り 得 る 事 象

であるため、対象として考慮

する。 

原子炉冷却材流量の喪失 ○  

原子炉冷却材ポンプの軸固着 

－ 

溢 水 の 発 生 に よ っ て 原 子 炉

冷 却 材 ポ ン プ の 回 転 軸 は 固

着しない。 

主給水管破断 

○ 

溢 水 の 原 因 と な り 得 る 事 象

であるため、対象として考慮

する。 

主蒸気管破断 ○ 同上 

制御棒飛び出し ○ 同上 

蒸気発生器伝熱管破損 
－ 

溢 水 の 発 生 に よ っ て 蒸 気 発

生器の伝熱管は破損しない。 
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(2)溢水評価上考慮すべき原子炉外乱に対処するための系統設備 

表-1及び表-2に示す溢水評価上考慮すべき原子炉外乱に対処

するための系統設備を表-3に示す。 

表-3の①～⑧の起因事象で原子炉が自動停止する場合は、通常

の高温停止に必要な系統(安全保護系、原子炉停止系及び補助給水

系)により、原子炉を冷却していくため、これらの系統を溢水防護

の対象に選定する。 

一方、⑨～⑪のような過冷却事象及び 1次系の減圧事象では、1

次系の圧力低下等を伴うため、高圧注入系が自動で動作する可能

性があり、前述の原子炉を高温停止まで冷却する系統に高圧注入

系を加えて溢水防護の対象に選定する。 

また、⑫原子炉冷却材喪失(LOCA)等では、炉心の冷却及び格納

容器の冷却･減圧 ･隔離のため、低圧注入系、格納容器スプレイ系

及び格納容器隔離弁を加えて溢水防護の対象に選定する。 

 

なお、これらの系統により事象を収束させた後には、LOCA等 1

次冷却系統の健全性が損なわれる事象を除き、余熱除去系等を用

いて低温停止に移行する(図-1参照)。 

 

この一連の対応により、原子炉を「止める」、「冷やす」、「閉じ

込める」の機能が果たされる。 
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表-3 溢水評価上想定する事象とその対処系統 

溢水評価上想定する事象 左記事象に対する 

対処機能 

備 考 

(対象系統) 

①  「原子 炉起 動時におけ る制

御棒の異常な引き抜き」「出

力運転 中の 制御棒の異 常な

引き抜き」「制御棒の落下及

び不整合」 

②「原子炉冷却材中のほう素の

異常な希釈」 

(ほう素濃度制御系異常) 

③「原子炉冷却材流量の部分喪

失」及び「原子炉冷却材流量

の喪失」 

(1次冷却材ポンプ停止) 

④蒸気発生器への過剰給水 

(主給水制御弁開他*1） 

⑤主給水流量喪失 

(主給水ポンプ停止他*2) 

⑥負荷の喪失 

(主蒸気隔離弁閉他*3) 

⑦出力運転中の非常用炉心 

冷却系の誤起動 

⑧主給水管破断 

･原子炉トリップ 

･補助給水 

･安全保護系 

･ 原 子 炉 停 止

系 

･補助給水系 

 

*1主給水バイ

パス制御弁開 

*2復水ポンプ

停 止 、 主 給 水

制 御 弁 ･ 隔 離

弁閉 

*3タービント

リップ 

⑨2次冷却系の異常な減圧 

(タービンバイパス弁開他*4) 

⑩原子炉冷却材系の異常な 

減圧 

（加圧器逃がし弁開*5） 

上記機能に加え、 

･高圧注入 

上 記 系 統 に 加

え、 

･高圧注入系 

*4主蒸気逃が

し 弁 開 、 タ ー
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⑪主蒸気管破断 ビ ン 蒸 気 加 減

弁開 

*5加圧器逃が

し ス プ レ イ 弁

開 

 加 圧 器 補 助

スプレイ弁開 

⑫「原子炉冷却材喪失(LOCA)」

及び「制御棒飛び出し」 

上記機能に加え、 

･低圧注入 

･格 納 容 器 ス プ レ

イ 

･格納容器隔離 

上 記 系 統 に 加

え、 

低圧注入系 

･ 格 納 容 器 ス

プレイ系 

･ 格 納 容 器 隔

離弁 
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使用済燃料ピットの冷却･給水機能を有する系統  
 

1.はじめに 

溢水の影響評価にあたっては、発電所内で発生した溢水に対し

て、使用済燃料ピットの冷却機能および遮蔽機能を維持するため

に必要となる系統を抽出する。 

 

2.使用済燃料ピットの冷却・給水機能に必要な設備 

使用済燃料ピットを保安規定で定めた水温(65℃以下)に維持す

る必要があるため、使用済燃料ピット冷却系統を抽出した。 

また、使用済燃料ピットの放射線を遮へいするための水量を維

持する必要があるため、使用済燃料ピット給水系統を抽出した。   

選定フローを図-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 使用済燃料ピットの冷却・給水機能を有する系統 

 

ピット冷却  

使用済燃料ピット冷却系統  

ピットへの給水  

添付資料２  

使用済燃料ピットの水温維持  

遮へいに必要な水量の維持  

使用済燃料ピット給水系統  
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3号機防護対象設備リスト（1／6）

補助給水系統 3A,3B電動補助給水ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.65m

補助給水系統 3タービン動補助給水ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.1m

補助給水系統
3タービン動補助給水ポンプ起動弁A,B
（3V-MS-570A,B）

原子炉周辺建屋 EL.33.6m EL.34.5m

補助給水系統
3タービン動補助給水ポンプ起動盤A,B
（3TDF-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.2m

補助給水系統
3A,3B,3C,3D蒸気発生器補助給水流量
（3FT-3716,3726,3736,3746）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.0m

補助給水系統
3復水ピット水位Ⅲ,Ⅳ
（3LT-3760,3761）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.26.05m

補助給水系統
3A,3B,3C,3D補助給水隔離弁
（3V-FW-574A,B,C,D）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.26.88m

補助給水系統 3復水ピット 原子炉周辺建屋 EL.26.0m -

ほう酸注入系統 3A,3B充てんポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.74m

ほう酸注入系統 3C充てんポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.28m

ほう酸注入系統
3C充てんポンプ速度制御盤
（3CSC）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.97m

ほう酸注入系統
3C充てんポンプ速度制御補助盤
（3CSAC）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.2m

ほう酸注入系統
3A,3B,3C1,3C2充てんポンプ現場操作箱
（3LB-5,6,7,8）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

ほう酸注入系統
3緊急ほう酸注入ライン補給弁
（3V-CS-573）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.21.3m

ほう酸注入系統
3充てんポンプ入口燃料取替用水ピット側補給弁A,B
（3LCV-121D,E）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

ほう酸注入系統 3A,3Bほう酸ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.62m

ほう酸注入系統
3A,3Bほう酸ポンプ現場操作箱
（3LB-9,10）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

ほう酸注入系統
3充てんライン止め弁
（3V-CS-155）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

ほう酸注入系統
3体積制御タンク出口第1止め弁
（3LCV-121B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.7m

ほう酸注入系統
3体積制御タンク出口第2止め弁
（3LCV-121C）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.7m

ほう酸注入系統
3充てんライン格納容器隔離弁
（3V-CS-157）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.21.6m

ほう酸注入系統 3封水冷却器 原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

ほう酸注入系統 3A,3B封水注入フィルタ 原子炉周辺建屋 EL.26.0m -

ほう酸注入系統 3封水ストレーナ 原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

ほう酸注入系統 3体積制御タンク 原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

ほう酸注入系統
3A,3Bほう酸タンク水位
（3LT-206,208）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.1m

ほう酸注入系統 3A,3Bほう酸タンク 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

機能喪失高さ系統 設　　　備 設置建屋 設置高さ
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3号機防護対象設備リスト（2／6）

機能喪失高さ系統 設　　　備 設置建屋 設置高さ

ほう酸注入系統 3ほう酸フィルタ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

余熱除去系統 3A,3B余熱除去ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.35m

余熱除去系統
3A,3B余熱除去ポンプ現場操作箱
（3LB-14,15）

原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.7m

余熱除去系統
3A,3B余熱除去ポンプ出口流量
（3FT-601,611）

原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.6m

余熱除去系統
3A,3B余熱除去ポンプミニマムフローライン止め弁
（3FCV-601,611）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.8m

余熱除去系統 3A,3B余熱除去冷却器 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

制御空気系統
3A,3B制御用空気圧縮機制御盤
（3IAC-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.6m

制御空気系統 3A,3B制御用空気圧縮器 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.7m

制御空気系統
3A,3B制御用空気供給母管圧力
（3PT-1800,1810）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.0m

制御空気系統
3A･C,3B･C制御用空気母管連絡弁
（3V-IA-501A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.6m

制御空気系統
3A,3B制御用空気乾燥器
（3IAH1A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

制御空気系統
3A,3B制御用空気だめ
（3IAT1A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

制御空気系統
3A,3B制御用空気主蒸気逃がし弁等供給ライン止め弁
（3V-IA-505A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.6m

原子炉補機冷却水系統
3A,3B余熱除去冷却器冷却水止め弁
（3V-CC-114A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.6m

原子炉補機冷却水系統 3原子炉補機冷却水サージタンク 原子炉周辺建屋 EL.39.0m -

原子炉補機冷却水系統 3A,3B原子炉補機冷却水冷却器 制御建屋 EL.7.0m -

原子炉補機冷却水系統 3A,3B,3C,3D原子炉補機冷却水ポンプ 制御建屋 EL.7.0m EL.9.47m

原子炉補機冷却水系統
3A,3B,3C,3D原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱
（3LB-20,21,22,23）

制御建屋 EL.7.0m EL.9.9m

原子炉補機冷却水系統
3A･C,3B･C原子炉補機冷却水戻り母管連絡弁
（3V-CC-043A,B）

制御建屋 EL.7.0m EL.7.7m

原子炉補機冷却水系統
3A･C,3B･C原子炉補機冷却水供給母管連絡弁
（3V-CC-056A,B）

制御建屋 EL.7.0m EL.7.7m

原子炉補機冷却水系統
34廃棄物処理建屋冷却水供給ライン第1,2止め弁（3号機側）
（34V-CC-600,601）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.8m

原子炉補機冷却水系統
3原子炉補機冷却水サージタンク水位Ⅲ,Ⅳ
（3LT-1200,1201）

原子炉周辺建屋 EL.39.0m EL.40.1m

原子炉補機冷却水系統
3A,3B格納容器スプレイ冷却器冷却水止め弁
（3V-CC-178A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.7m

電気盤
3主盤 （原子炉盤）
（3MCB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.964m

電気盤
3原子炉補助盤
（3RAB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.985m

電気盤
3原子炉安全保護計装盤Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（3RPR-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.828m

電気盤
3A,3B,3C,3D原子炉安全保護ロジック盤
（3RPL-A,B,C,D）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.958m
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3号機防護対象設備リスト（3／6）

機能喪失高さ系統 設　　　備 設置建屋 設置高さ

電気盤
3安全保護シーケンス盤AG1,AG2,BG1,BG2
（3SFS-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.21.8m EL.22.0m

電気盤
3A1,3A2,3A3,3A4,3B1,3B2,3B3,3B4ソレノイド分電盤
（3SD-A1,A2,A3,A4,B1,B2,B3,B4）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.09m

電気盤
3原子炉トリップ遮断器盤
（3RTS）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.162m

電気盤
3A,3Bドロッパ盤
（3BCP-A-DRP,3BCP-B-DRP）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.92m

電気盤
3A,3B直流き電盤
（3DMP-A,B）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.92m

電気盤
3A,3B直流分電盤
（3DDP-A,B）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.28m

電気盤 3A,3B蓄電池 制御建屋 EL.15.8m EL.16.602m

電気盤
3A,3B充電器盤
（3BCP-A,B）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.92m

電気盤
3A1,3A2,3B1.3B2メタルクラッドスイッチギア
（3MC-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.95m

電気盤
3A1,3A2,3B1,3B2パワーセンタ
（3PC-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.862m

電気盤
3A1,3A2,3B1,3B2原子炉コントロールセンタ
（3RCC-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.01m

電気盤
3A,3B,3C,3D計装用電源盤(1)～(3)
（3IBC-A,B,C,D）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.9m

電気盤
3A1,3A2,3B1,3B2,3C1,3C2,3D1,3D2計装用分電盤
（3IPD-A1,A2,B1,B2,C1,C2,D1,D2）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.09m

電気盤
3A,3B,3C,3D計装用交流電源切替盤
（3ISP-A,B,C,D）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.13m

電気盤
3所内盤
（3HSB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.9m

電気盤
3AC,3BD計装用後備分電盤
（3IBD-AC,BD）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.09m

原子炉補機冷却海水系統
3A,3B原子炉補機冷却水冷却器海水止め弁
（3V-SW-570A,B）

制御建屋 EL.7.0m EL.9.7m

原子炉補機冷却海水系統
3海水ポンプ出口3A,3B,3C,3D海水ストレーナ
（3S-SW-01A,B,C,D）

海水ポンプ
ピット

EL.1.0m -

原子炉補機冷却海水系統 3A,3B,3C海水ポンプ
海水ポンプ
ピット

EL.2.5m EL.4.65m

原子炉補機冷却海水系統
3A,3B1,3B2,3C海水ポンプ現場操作箱
（3LB-26,27,28,29）

海水ポンプ
ピット

EL.2.5m EL.6.5m

非常用電源系統
3A,3Bディーゼル発電機コントロールセンタ
（3GCC-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.24m

非常用電源系統 3A,3Bディーゼル機関 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.3.9m

非常用電源系統 3A,3Bディーゼル発電機 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.3.78m

非常用電源系統
3A,3Bディーゼル発電機制御盤
（3DGC-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.095m

ＣＶスプレイ系統
3A,3B格納容器スプレイヘッダ冷却器出口格納容器隔離弁
（3V-CP-024A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統 3A,3B格納容器スプレイ冷却器 原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統 3よう素除去薬品タンク 原子炉周辺建屋 * *
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3号機防護対象設備リスト（4／6）

機能喪失高さ系統 設　　　備 設置建屋 設置高さ

ＣＶスプレイ系統
3格納容器圧力（広域）Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（3PT-950,951.952,953）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統 3A,3B格納容器スプレイポンプ 原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
3A,3B格納容器スプレイポンプ現場操作箱
（3LB-18,19）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
3A,3B格納容器スプレイポンプ燃料取替用水ピット側入口止め弁
（3V-CP-001A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
3A,3B格納容器スプレイポンプ再循環サンプ側入口格納容器隔離弁
（3V-CP-003A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
3A,3Bよう素除去薬品注入ライン第1止め弁
（3V-CP-054A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
3A,3Bよう素除去薬品注入ライン第2止め弁
（3V-CP-056A,B）

原子炉周辺建屋 * *

高圧注入系統
3A,3B高圧注入ポンプ格納容器再循環サンプ側入口格納容器隔離弁
（3V-SI-093A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

高圧注入系統
3A,3B余熱除去ポンプＲＷＳピット及び再循環サンプ側入口弁
（3V-SI-096A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

高圧注入系統 3A,3B高圧注入ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.3.85m

高圧注入系統
3A,3B高圧注入ポンプ現場操作箱
（3LB-12,13）

原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.7m

高圧注入系統
3A,3B高圧注入ポンプ燃料取替用水ピット側入口弁
（3V-SI-002A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

高圧注入系統
3A,3B低圧注入ポンプミニマムフローライン第1止め弁
（3V-SI-015A,B）

原子炉周辺建屋 EL.6.6m EL.7.1m

高圧注入系統
3A,3B高圧注入ポンプミニマムフローライン第2止め弁
（3V-SI-016A,B）

原子炉周辺建屋 EL.6.6m EL.7.1m

高圧注入系統
3A高圧注入流量(Ⅰ),3B高圧注入流量(Ⅱ)
（3FT-962,963）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.9m

高圧注入系統
3燃料取替用水ピット水位Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（3LT-1400,1401,1402,1403）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.1m

高圧注入系統/使用済燃
料ピット給水系統

3燃料取替用水ピット 原子炉周辺建屋 EL.18.5m -

使用済燃料ピット冷却系
統

3A,3B使用済燃料ピット冷却器 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

使用済燃料ピット冷却系
統

3A,3B使用済燃料ピット 原子炉周辺建屋 EL.33.6m -

使用済燃料ピット冷却系
統

3A,3B使用済燃料ピットポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.76m

使用済燃料ピット冷却系
統

3A,3B使用済燃料ピットポンプ現場操作箱
（3LB-24,25）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

使用済燃料ピット給水系
統

3A,3B燃料取替用水ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.64m

使用済燃料ピット給水系
統

3A,3B燃料取替用水ポンプ現場操作箱
（3LB-33,34）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

3A,3B,3C,3D主蒸気逃がし弁
（3PCV-3610,3620,3630,3640）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.36.9m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,3A,3B,3C,3D主蒸気圧力
（3PT-465,466,467,468,475,476,477,478,485,486,487,488，
495,496,497,498）

原子炉周辺建屋 EL.29.0m EL.30.0m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

3A,3B,3C,3D主蒸気隔離弁
（3V-MS-533A,B,C,D）

原子炉周辺建屋 EL.29.0M EL.29.6m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

4A-1～5,4B-1～5,4C-1～5,4D-1～5主蒸気安全弁
（3V-MS-526～530A,B,C,D）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.38.1m
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3号機防護対象設備リスト（5／6）

機能喪失高さ系統 設　　　備 設置建屋 設置高さ

空調系 3A,3B,3C,3D空調用冷凍機 制御建屋 EL.10.0m EL.10.4m

空調系 3A,3B,3C,3D空調用冷水ポンプ 制御建屋 EL.10.0m EL.10.58m

空調系
3A,3B中央制御室空調ユニット冷水温度制御弁
（3TCV-2878,2879）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.4m

空調系
34C,34D安全補機開閉器室空調ユニット冷水温度制御弁
（34TCV-2800,2801）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.0m

空調系
3空調用冷水Ｎヘッダ供給,戻りライン止め弁
（3V-CH-032,033）

制御建屋 EL.10.0m EL.10.8m

空調系 3A,3B中央制御室空調ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.27.35m

空調系 3A,3B中央制御室循環ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.26.4m

空調系
3A,3B中央制御室空調ファン出口ダンパ
（3D-VS-603A,B）

制御建屋 EL.26.1m EL29.9m

空調系
3A,3B中央制御室循環ファン入口ダンパ
（3D-VS-604A,B）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.5m

空調系
3A,3B中央制御室循環流量調節ダンパ
（3HCD-2885,2886）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.5m

空調系
3中央制御室温度(1),(2)
（3TS-2908,2909）

制御建屋 EL.21.8m EL.22.7m

空調系
3A,3B中央制御室空調ファン出口流量
（3FS-2910,2911）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.4m

空調系
3安全系電気盤室給気止めダンパA,B
（3D-VS-532,533）

制御建屋 EL.26.1m EL.29.3m

空調系
3安全系電気盤室排気止めダンパA,B
（3D-VS-536,537）

制御建屋 EL.28.7m EL.29.5m

空調系
3A,3B安全補機開閉器室温度
（3TS-2817,2818）

制御建屋 EL.15.8m EL.17.2m

空調系 3A,3B制御用空気圧縮機室給気ファン 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.24m

空調系
3制御用空気圧縮機室温度(1),(2),(3),(4)
（3TS-2771,2772,2773,2774）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.5m

空調系
3制御用空気圧縮機室排気ダンパA,B
（3D-VS-431A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.22.2m

空調系 3A,3B電動補助給水ポンプ室給気ファン 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.26m

空調系
3A,3B電動補助給水ポンプ室温度(1),(2)
（3TS-2741,2742,2743,2744）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.4m

空調系
3電動補助給水ポンプ室排気ダンパA,B
（3D-VS-411A,B）

原子炉周辺建屋 EL.21.3m EL.23.3m

空調系 3A1,3A2,3B1,3B2ディーゼル発電機室給気ファン 原子炉周辺建屋 EL.33.6m EL.34.25m

空調系
3A,3Bディーゼル発電機室温度(1),(2),(3),(4)
（3TS-2701,2702,2703,2704,2711,2712,2713,2714）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m
EL.11.3m

空調系
3ディーゼル発電機室排気ダンパA1,A2,B1,B2
（3D-VS-401A,B,403A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.14.0m

空調系 3A,3B安全補機室冷却ファン 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.94m

空調系
3A,3B安全補機室温度(1),(2)
（3TS-2680,2681,2690,2691）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.3m

空調系 3A,3Bほう酸ポンプ室空調ファン 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.46m
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3号機防護対象設備リスト（6／6）

機能喪失高さ系統 設　　　備 設置建屋 設置高さ

空調系 3A,3Bほう酸ポンプ室空調ファン給気加熱コイル 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.4m

空調系
3A,3Bほう酸ポンプ室温度調節計
（3TC-2601,2611）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.7m

空調系
3ほう酸タンク室温度(1),(2),(3),(4)
（3TS-2602,2603,2612,2613）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.3m

空調系
3換気空調盤
（3VB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.97m

空調系
3A1,3A2,3B1,3B2中央制御室外換気空調盤
（3VEP-A1,A2,B1,B2）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.26.375m

空調系 34A,34B安全補機開閉器室空調ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.27.88m

空調系 34C,34D安全補機開閉器室空調ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.27.88m

空調系
3A,3B中央制御室循環ダンパ流量設定
（3HC-2885,2886）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.5m

空調系
3A,3B安全補機室冷却ファン現場操作箱
（3LB-82,83）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

空調系
3A1･A2,3B1･B2ディーゼル発電機室給気ファン現場操作箱
（3LB-84,85）

原子炉周辺建屋 EL.33.6m EL.34.8m

空調系
3A,3B電動補助給水ポンプ室給気ファン現場操作箱
（3LB-86,87）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

空調系
3A,3B制御用空気圧縮機室給気ファン現場操作箱
（3LB-90,91）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

空調系
3A,3B中央制御室循環ファン現場操作箱
（3LB-95,96）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系
3A,3B中央制御室空調ファン現場操作箱
（3LB-101,102）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系
3A,3B,3C,3D空調用冷水ポンプ現場操作箱
（3LB-103,104,105,106）

制御建屋 EL.10.0m EL.11.2m

空調系
34A,34B,34C,34D安全補機開閉器室空調ファン現場操作箱
（34LB-13,14,20,21）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系
3A,3Bほう酸ポンプ室空調ファン現場操作箱
（3LB-77,78）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

注)「*」の設備は原子炉冷却材喪失（ＬＯＣＡ）時に必要な設備であるが、以下の理由から検討対象外とした。

 ・格納容器内に設置される設備は、ＬＯＣＡ時の格納容器内の状態（温度・圧力及び溢水影響）を考慮した耐環境仕様としている。

 ・格納容器外に設置される設備は、ＬＯＣＡ時の影響を受けない。
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4号機防護対象設備リスト（1／6）

補助給水系統 4復水ピット 原子炉周辺建屋 EL.26.0m -

補助給水系統 4A,4B電動補助給水ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.65m

補助給水系統 4タービン動補助給水ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.1m

補助給水系統
4タービン動補助給水ポンプ起動弁A,B
（4V-MS-570A,B）

原子炉周辺建屋 EL.33.6m EL.34.5m

補助給水系統
4タービン動補助給水ポンプ起動盤A,B
（4TDF-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.2m

補助給水系統
4A,4B,4C,4D蒸気発生器補助給水流量
（4FT-3716,3726,3736,3746）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.1m

補助給水系統
4復水ピット水位Ⅲ,Ⅳ
（4LT-3760,3761）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.26.06m

補助給水系統
4A,4B,4C,4D補助給水隔離弁
（4V-FW-574A,B,C,D）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.26.93m

ほう酸注入系統 4A,4B充てんポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.74m

ほう酸注入系統 4C充てんポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.28m

ほう酸注入系統
4C充てんポンプ速度制御盤
（4CSC）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.0m

ほう酸注入系統
4C充てんポンプ速度制御補助盤
（4CSAC）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.2m

ほう酸注入系統
4A,4B,4C1,4C2充てんポンプ現場操作箱
（4LB-5,6,7,8）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

ほう酸注入系統 4封水冷却器 原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

ほう酸注入系統 4A,4B封水注入フィルタ 原子炉周辺建屋 EL.26.0m -

ほう酸注入系統 4封水ストレーナ 原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

ほう酸注入系統 4体積制御タンク 原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

ほう酸注入系統
4緊急ほう酸注入ライン補給弁
（4V-CS-573）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.21.3m

ほう酸注入系統
4充てんポンプ入口燃料取替用水ピット側補給弁A,B
（4LCV-121D,E）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

ほう酸注入系統 4A,4Bほう酸ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.62m

ほう酸注入系統
4A,4Bほう酸ポンプ現場操作箱
（4LB-9,10）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

ほう酸注入系統
4A,4Bほう酸タンク水位
（4LT-206,208）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.1m

ほう酸注入系統 4A,4Bほう酸タンク 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

ほう酸注入系統 4ほう酸フィルタ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

ほう酸注入系統
4充てんライン止め弁
（4V-CS-155）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

ほう酸注入系統
4体積制御タンク出口第1止め弁
（4LCV-121B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.7m

ほう酸注入系統
4体積制御タンク出口第2止め弁
（4LCV-121C）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.7m

設置高さ設置建屋設　　　備系統 機能喪失高さ

236



4号機防護対象設備リスト（2／6）

設置高さ設置建屋設　　　備系統 機能喪失高さ

ほう酸注入系統
4充てんライン格納容器隔離弁
（4V-CS-157）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.21.6m

余熱除去系統 4A,4B余熱除去ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.35m

余熱除去系統 4A,4B余熱除去冷却器 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

余熱除去系統
4A,4B余熱除去ポンプ現場操作箱
（4LB-14,15）

原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.7m

余熱除去系統
4A,4B余熱除去ポンプ出口流量
（4FT-601,611）

原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.5m

余熱除去系統
4A,4B余熱除去ポンプミニマムフローライン止め弁
（4FCV-601,611）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.8m

制御空気系統
4A,4B制御用空気圧縮機制御盤
（4IAC-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.6m

制御空気系統 4A,4B制御用空気圧縮機 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.69m

制御空気系統
4A,4B制御用空気乾燥器
（4IAH1A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

制御空気系統
4A,4B制御用空気だめ
（4IAT1A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m -

制御空気系統
4A,4B制御用空気供給母管圧力
（4PT-1800,1810）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.2m

制御空気系統
4A･C,4B･C制御用空気母管連絡弁
（4V-IA-501A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.6m

制御空気系統
4A,4B制御用空気主蒸気逃がし弁等供給ライン止め弁
（4V-IA-505A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.6m

原子炉補機冷却水系統 4A,4B,4C,4D原子炉補機冷却水ポンプ 制御建屋 EL.7.0m EL.9.47m

原子炉補機冷却水系統
4A,4B,4C,4D原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱
（4LB-20,21,22,23）

制御建屋 EL.7.0m EL.9.9m

原子炉補機冷却水系統 4原子炉補機冷却水サージタンク 原子炉周辺建屋 EL.42.0m -

原子炉補機冷却水系統 4A,4B原子炉補機冷却水冷却器 制御建屋 EL.7.0m -

原子炉補機冷却水系統
4A･C,4B･C原子炉補機冷却水戻り母管連絡弁
（4V-CC-043A,B）

制御建屋 EL.7.0m EL.7.7m

原子炉補機冷却水系統
4A･C,4B･C原子炉補機冷却水供給母管連絡弁
（4V-CC-056A,B）

制御建屋 EL.7.0m EL.7.7m

原子炉補機冷却水系統
34廃棄物処理建屋冷却水供給ライン第1,2止め弁(4号機側)
（4V-CC-605,606）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.7m

原子炉補機冷却水系統
4A,4B余熱除去冷却器冷却水止め弁
（4V-CC-114A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.6m

原子炉補機冷却水系統
4A,4B格納容器スプレイ冷却器冷却水止め弁
（4V-CC-178A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.7m

原子炉補機冷却水系統
4原子炉補機冷却水サージタンク水位Ⅲ,Ⅳ
（4LT-1200,1201）

原子炉周辺建屋 EL.39.0m EL.40.0m

電気盤
4主盤（原子炉盤）
（4MCB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.964m

電気盤
4原子炉補助盤
（4RAB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.985m

電気盤
4原子炉安全保護計装盤Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（4RPR-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.828m

電気盤
4A,4B,4C,4D原子炉安全保護ロジック盤
（4RPL-A,B,C,D）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.958m
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4号機防護対象設備リスト（3／6）

設置高さ設置建屋設　　　備系統 機能喪失高さ

電気盤
4安全保護シーケンス盤AG1,AG2,BG1,BG2
（4SFS-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.97m

電気盤
4A1,4A2,4A3,4A4,4B1,4B2,4B3,4B4ソレノイド分電盤
（4SD-A1,A2,A3,A4,B1,B2,B3,B4）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.09m

電気盤
4原子炉トリップ遮断器盤
（4RTS）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.162m

電気盤
4A,4Bドロッパ盤
（4BCP-A-DRP,4BCP-B-DRP）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.92m

電気盤
4A,4B直流き電盤
（4DMP-A,B）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.92m

電気盤
4A,4B直流分電盤
（4DDP-A,B）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.28m

電気盤 4A,4B蓄電池 制御建屋 EL.15.8m EL.16.602m

電気盤
4A,4B充電器盤
（4BCP-A,B）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.92m

電気盤
4A1,4A2,4B1.4B2メタルクラッドスイッチギア
（4MC-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.95m

電気盤
4A1,4A2,4B1,4B2パワーセンタ
（4PC-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.862m

電気盤
4A1,4A2,4B1,4B2原子炉コントロールセンタ
（4RCC-A1,A2,B1,B2）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.01m

電気盤
4A,4B,4C,4D計装用電源盤(1)～(3)
（4IBC-A,B,C,D）

制御建屋 EL.15.8m EL.15.9m

電気盤
4A1,4A2,4B1,4B2,4C1,4C2,4D1,4D2計装用分電盤
（4IPD-A1,A2,B1,B2,C1,C2,D1,D2）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.09m

電気盤
4A,4B,4C,4D計装用交流電源切替盤
（4ISP-A,B,C,D）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.13m

電気盤
4所内盤
（4HSB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.9m

電気盤
4AC,4BD計装用後備分電盤
（4IBD-AC,BD）

制御建屋 EL.15.8m EL.16.09m

原子炉補機冷却海水系統
4A,4B原子炉補機冷却水冷却器海水止め弁
（4V-SW-570A,B）

制御建屋 EL.7.0m EL.9.7m

原子炉補機冷却海水系統 4A,4B,4C海水ポンプ
海水ポンプ
ピット

EL.2.5m EL.4.65m

原子炉補機冷却海水系統
4A,4B1,4B2,4C海水ポンプ現場操作箱
（4LB-26,27,28,29）

海水ポンプ
ピット

EL.2.5m EL.6.4m

原子炉補機冷却海水系統
4海水ポンプ出口4A,4B,4C,4D海水ストレーナ
（4S-SW-01A,B,C,D）

海水ポンプ
ピット

EL.1.0m -

非常用電源系統
4A,4Bディーゼル発電機コントロールセンタ
（4GCC-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.24m

非常用電源系統 4A,4Bディーゼル機関 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.3.9m

非常用電源系統 4A,4Bディーゼル発電機 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.3.78m

非常用電源系統
4A,4Bディーゼル発電機制御盤
（4DGC-A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.095m

ＣＶスプレイ系統
4格納容器圧力（広域）Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（4PT-950,951,952,953）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統 4A,4B格納容器スプレイポンプ 原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
4A,4B格納容器スプレイポンプ現場操作箱
（4LB-18,19）

原子炉周辺建屋 * *
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4号機防護対象設備リスト（4／6）

設置高さ設置建屋設　　　備系統 機能喪失高さ

ＣＶスプレイ系統 4A,4B格納容器スプレイ冷却器 原子炉周辺建屋 * -

ＣＶスプレイ系統 4よう素除去薬品タンク 原子炉周辺建屋 * -

ＣＶスプレイ系統
4A,4B格納容器スプレイポンプ燃料取替用水ピット側入口止め弁
（V-CP-001A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
4A,4B格納容器スプレイポンプ再循環サンプ側入口格納容器隔離弁
（4V-CP-003A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
4A,4B格納容器スプレイヘッダ冷却器出口格納容器隔離弁
（4V-CP-024A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
4A,4Bよう素除去薬品注入ライン第1止め弁
（4V-CP-054A,B）

原子炉周辺建屋 * *

ＣＶスプレイ系統
4A,4Bよう素除去薬品注入ライン第2止め弁
（4V-CP-056A,B）

原子炉周辺建屋 * *

高圧注入系統 4A,4B高圧注入ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.3.85m

高圧注入系統
4A,4B高圧注入ポンプ現場操作箱
（4LB-12,13）

原子炉周辺建屋 EL.3.5m EL.4.7m

高圧注入系統
4A,4B高圧注入ポンプ燃料取替用水ピット側入口弁
（4V-SI-002A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

高圧注入系統
4A,4B低圧注入ポンプミニマムフローライン第1止め弁
（4V-SI-015A,B）

原子炉周辺建屋 EL.6.6m EL.7.1m

高圧注入系統
4A,4B高圧注入ポンプミニマムフローライン第2止め弁
（4V-SI-016A,B）

原子炉周辺建屋 EL.6.6m EL.7.1m

高圧注入系統
4A,4B高圧注入ポンプ格納容器再循環サンプ側入口格納容器隔離弁
（4V-SI-093A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

高圧注入系統
4A,4B余熱除去ポンプＲＷＳピット及び再循環サンプ側入口弁
（弁4V-SI-096A,B）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.8m

高圧注入系統
4燃料取替用水ピット水位Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（4LT-1400,1401,1402,1403）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.1m

高圧注入系統
4A高圧注入流量(Ⅰ),4B高圧注入流量(Ⅱ)
（4FT-962,963）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.9m

高圧注入系統/使用済燃
料ピット給水系統

4燃料取替用水ピット 原子炉周辺建屋 EL.18.5m -

使用済燃料ピット冷却系
統

4A,4B使用済燃料ピット冷却器 原子炉周辺建屋 EL.10.0m -

使用済燃料ピット冷却系
統

4A,4B使用済燃料ピットポンプ 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.79m

使用済燃料ピット冷却系
統

4A,4B使用済燃料ピットポンプ現場操作箱
（4LB-24,25）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

使用済燃料ピット冷却系
統

4A,4B使用済燃料ピット 原子炉周辺建屋 EL.33.6m -

使用済燃料ピット給水系
統

4A,4B燃料取替用水ポンプ 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.65m

使用済燃料ピット給水系
統

4A,4B燃料取替用水ポンプ現場操作箱
（4LB-33,34）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

4A,4B,4C,4D主蒸気逃がし弁
（4PCV-3610,3620,3630,3640）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.36.9m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,4A,4B,4C,4D主蒸気圧力
（4PT-465,466,467,468,475,476,477,478,485,486,487,488，
495,496,497,498）

原子炉周辺建屋 EL.29.0m EL.30.0m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

4A,4B,4C,4D主蒸気隔離弁
（4V-MS-533A,B,C,D）

原子炉周辺建屋 EL.29.0m EL.29.6m

主蒸気系統
（主蒸気逃がし弁等）

4A-1～5,4B-1～5,4C-1～5,4D-1～5主蒸気安全弁
（4V-MS-526～530A,B,C,D）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.38.0m
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4号機防護対象設備リスト（5／6）

設置高さ設置建屋設　　　備系統 機能喪失高さ

空調系
4換気空調盤
（4VB）

制御建屋 EL.21.8m EL.21.97m

空調系
4A1,4A2,4B1,4B2中央制御室外換気空調盤
（4VEP-A1,A2,B1,B2）

原子炉周辺建屋 EL.26.0m EL.26.375m

空調系 4A,4B,4C,4D空調用冷凍機 制御建屋 EL.10.0m EL.10.4m

空調系 4A,4B,4C,4D空調用冷水ポンプ 制御建屋 EL.10.0m EL.10.56m

空調系
4A,4B中央制御室空調ユニット冷水温度制御弁
（4TCV-2878,2879）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.0m

空調系
34A,34B安全補機開閉器室空調ユニット冷水温度制御弁
（34TCV-2798,2799）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.0m

空調系
4空調用冷水Ｎヘッダ供給,戻りライン止め弁
（4V-CH-032,033）

制御建屋 EL.10.0m EL.10.8m

空調系 4A,4B中央制御室空調ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系 4A,4B中央制御室循環ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.26.2m

空調系
4A,4B中央制御室空調ファン出口ダンパ
（4D-VS-603A,B）

制御建屋 EL.26.1m EL.30.0m

空調系
4A,4B中央制御室循環ファン入口ダンパ
（4D-VS-604A,B）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.6m

空調系
4A,4B中央制御室循環流量調節ダンパ
（4HCD-2885,2886）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.4m

空調系
4中央制御室温度(1),(2)
（4TS-2908,2909）

原子炉周辺建屋 EL.21.8m EL.22.7m

空調系
4A,4B中央制御室空調ファン出口流量
（4FS-2910,2911）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.4m

空調系
4安全系電気盤室給気止めダンパA,B
（4D-VS-532,533）

制御建屋 EL.26.1m EL.29.3m

空調系
4安全系電気盤室排気止めダンパA,B
（4D-VS-536,537）

制御建屋 EL.28.7m EL.29.5m

空調系
4A,4B安全補機開閉器室温度
（4TS-2817,2818）

制御建屋 EL.15.8m EL.17.1m

空調系 4A,4B制御用空気圧縮機室給気ファン 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.4m

空調系
4制御用空気圧縮機室排気ダンパA,B
（4D-VS-431A,B）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.21.5m

空調系 4A,4B電動補助給水ポンプ室給気ファン 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.26m

空調系
4電動補助給水ポンプ室排気ダンパA,B
（4D-VS-411A,B）

原子炉周辺建屋 EL.21.3m EL.23.7m

空調系 4A1,4A2,4B1,4B2ディーゼル発電機室給気ファン 原子炉周辺建屋 EL.33.6m EL.33.9m

空調系
4ディーゼル発電機室排気ダンパA1,A2,B1.B2
（4D-VS-401A,B,403A,B ）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.14.0m

空調系 4A,4B安全補機室冷却ファン 原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.17.9m

空調系 4A,4Bほう酸ポンプ室空調ファン 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.4m

空調系 4A,4Bほう酸ポンプ室空調ファン給気加熱コイル 原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.4m

空調系
4A,4Bほう酸ポンプ室温度調節計
（4TC-2601,2611）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.10.7m
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4号機防護対象設備リスト（6／6）

設置高さ設置建屋設　　　備系統 機能喪失高さ

空調系 34A,34B安全補機開閉器室空調ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.27.8m

空調系 34C,34D安全補機開閉器室空調ファン 制御建屋 EL.26.1m EL.27.8m

空調系
4A,4B安全補機室冷却ファン現場操作箱
（4LB-82,83）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

空調系
4A1･A2,4B1･B2ディーゼル発電機室給気ファン現場操作箱
（4LB-84,85）

原子炉周辺建屋 EL.33.6m EL.34.8m

空調系
4A,4B電動補助給水ポンプ室給気ファン現場操作箱
（4LB-86,87）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

空調系
4A,4B制御用空気圧縮機室給気ファン現場操作箱
（4LB-90,91）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.3m

空調系
4A,4B中央制御室循環ファン現場操作箱
（4LB-95,96）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系
4A,4B中央制御室空調ファン現場操作箱
（4LB-101,102）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系
4A,4B,4C,4D空調用冷水ポンプ現場操作箱
（4LB-103,104,105,106）

制御建屋 EL.10.0m EL.11.2m

空調系
34A,34B,34C,34D安全補機開閉器室空調ファン現場操作箱
（34LB-13,14,20,21）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.3m

空調系
4A,4Bほう酸ポンプ室空調ファン現場操作箱
（4LB-77,78）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.2m

空調系
4A,4B中央制御室循環ダンパ流量設定
（4HC-2885,2886）

制御建屋 EL.26.1m EL.27.8m

空調系
4制御用空気圧縮機室温度(1),(2),(3),(4)
（4TS-2771,2772,2773,2774）

原子炉周辺建屋 EL.17.1m EL.18.4m

空調系
4A,4B安全補機室温度(1),(2)
（4TS-2680,2681,2690,2691）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.3m

空調系
4A,4B電動補助給水ポンプ室温度(1),(2)
（4TS-2741,2742,2743,2744）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.4m

空調系
4A,4Bディーゼル発電機室温度(1),(2),(3),(4)
（4TS-2701,2702,2703.2704,2711,2712,2713,2714）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.4m

空調系
4ほう酸タンク室温度(1),(2),(3),(4)
（4TS-2602,2603,2612,2613）

原子炉周辺建屋 EL.10.0m EL.11.4m

注)「*」の設備は原子炉冷却材喪失（ＬＯＣＡ）時に必要な設備であるが、以下の理由から検討対象外とした。

　・格納容器内に設置される設備は、ＬＯＣＡ時の格納容器内の状態（温度・圧力及び溢水影響）を考慮した耐環境仕様としている。
　・格納容器外に設置される設備は、ＬＯＣＡ時の影響を受けない。
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添付資料４

建屋 フロア 機器

原子炉補機冷却水サージタンク
配管
樹脂タンク
配管
使用済燃料ピット
配管
冷却材混床式脱塩塔
冷却材陽イオン脱塩塔
冷却材脱塩塔入口フィルタ
冷却材フィルタ
封水注入フィルタ
余剰抽出冷却器
使用済燃料ピット脱塩塔
使用済燃料ピットフィルタ
ブローダウンタンク
格納容器冷却ユニット
復水ピット
配管
燃料取替用水ピット
配管
封水冷却器
体積制御タンク
１次系薬品タンク
ほう酸補給タンク
非再生冷却器
試料冷却器
ブローダウン試料冷却器
安全補機室冷却ユニット
よう素除去薬品タンク
pH調整剤タンク
配管
使用済燃料ピット冷却器
ほう酸タンク
格納容器スプレイ冷却器
余熱除去冷却器
配管
清水冷却器
潤滑油冷却器
配管

3号機
原子炉
周辺建屋

EL.3.5m

溢水源の抽出

EL.26.0m

EL.18.5m

EL.17.1m

 原子炉周辺建屋、制御建屋、廃棄物処理建屋における溢水源となりうる機器は以下
のとおり

EL.42.0m

EL.39.0m

EL.33.6m

EL.10.0m
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建屋 フロア 機器

原子炉補機冷却水サージタンク
配管
樹脂タンク
配管
使用済燃料ピット
配管
冷却材混床式脱塩塔
冷却材陽イオン脱塩塔
冷却材脱塩塔入口フィルタ
冷却材フィルタ
封水注入フィルタ
余剰抽出冷却器
使用済燃料ピット脱塩塔
使用済燃料ピットフィルタ
ブローダウンタンク
格納容器冷却ユニット
復水ピット
配管
燃料取替用水ピット
配管
封水冷却器
体積制御タンク
１次系薬品タンク
ほう酸補給タンク
非再生冷却器
試料冷却器
ブローダウン試料冷却器
安全補機室冷却ユニット
よう素除去薬品タンク
pH調整剤タンク
配管
使用済燃料ピット冷却器
ほう酸タンク
格納容器スプレイ冷却器
余熱除去冷却器
配管
清水冷却器
潤滑油冷却器
配管

EL.3.5m

EL.18.5m

EL.26.0m

4号機
原子炉
周辺建屋

EL.33.6m

EL.42.0m

EL.39.0m

EL.17.1m

EL.10.0m
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建屋 フロア 機器

空調用冷水膨張タンク
配管
安全補機開閉器室空調ユニット
中央制御室空調ユニット
放射線管理室冷却ユニット
出入管理室温水タンク
配管
空調用冷凍機
原子炉補機冷却水冷却器
配管
ほう酸回収装置混床式脱塩塔
ほう酸回収装置脱塩塔フィルタ
廃液蒸留水脱塩塔
廃液フィルタ
格納容器雰囲気ガス試料冷却器
ガス圧縮装置
除湿装置
配管
廃液蒸発装置中和剤注入装置か性ソーダ計量タンク
廃液蒸発装置中和剤注入装置
ほう酸回収装置
廃液蒸発装置
乾燥造粒装置
配管
冷却材貯蔵タンク
廃液貯蔵タンク
廃液蒸留水タンク
膜分離活性汚泥処理装置
使用済樹脂貯蔵タンク
１次系純水タンク
洗たく設備
雑固体焼却設備
配管
洗浄排水タンク
強酸ドレンタンク
強酸ドレンタンク中和装置か性ソーダ計量タンク
補助蒸気ドレンタンク
補助蒸気復水モニタ冷却器
配管

EL.26.0m

EL.38.6m

EL.10.0m

廃棄物
処理建屋＊

EL.17.5m

EL.26.1m

EL.10.0m

EL.4.9m

　＊廃棄物処理建屋から原子炉周辺建屋への流入経路については、堰や水密扉、床
ドレンの逆流防止弁を設置していることから、溢水源として評価対象としない

制御建屋
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溢水影響評価において期待することができる設備 

号機 設置場所 
設置 

高さ 
対象 

新設 

既設 
箇所数 

既設 2 
機器ドレン逆止弁 

新設 10 

ベント逆止弁 新設 1 

逆流 

防止弁 

目皿逆止弁 既設 11 

EL. 

3.5m 

サンプタンク 既設 1 

既設 3 
機器ドレン逆止弁 

新設 9 
逆流 

防止弁 
目皿逆止弁 新設 14 

EL. 

10m 

水密扉 新設 1 

EL. 

17.1m 
堰 新設 1 

3号機 

原子炉 

周辺建屋 

(管理区域） 

EL. 

26m 
堰 新設 2 

機器ドレン逆止弁 既設 2 逆流 

防止弁 目皿逆止弁 既設 11 
EL. 

3.5m 
サンプタンク 既設 1 

EL. 

10m 
水密扉 新設 1 

EL. 

17.1m 
堰 新設 1 

EL. 

22m 
堰 新設 1 

4号機 

原子炉 

周辺建屋 

（管理区域） 

EL. 

26m 
堰 新設 2 

3,4号機 
制御建屋 

（管理区域） 

EL. 

7m 
閉止板 新設 2 

 

添付資料６ 
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想定破損等により生じる溢水影響評価 

 

1.はじめに 

本添付は、溢水の影響を評価するために、大飯３，４号機におけ

る想定破損による内部溢水について検討を行い、溢水による影響評

価結果を取りまとめたものである。 

 

2.配管の破損想定について 

2.1 大飯３，４号機における配管の破損想定の考え方 

大飯３，４号機については、発電所の設計段階において、配管破

断防護設計の考え方に基づき、高エネルギー配管については 0.8Sa

以下、低エネルギー配管については 0.4Sa以下と発生応力が低くな

るように配慮したルート及びサポート設計が行われている。さらに、

破損を想定した場合に特にエネルギーの高い主蒸気、主給水、補助

給水、蒸気発生器ブローダウンなどの主要な高エネルギー配管は、

格納容器貫通部からタービン建屋に至る配管を主蒸気・主給水管室

（以下、MS室）等に配置し、万一の破断の影響が安全機能を有す

る設備に及ばないように、図１に示すような区画分離した配置設計

としている。 

 

図１：主蒸気・主給水管室の区画区分のイメージ図 

添付資料７ 
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供用期間中は、機器・弁等の開放点検時の配管内部の目視点検や

外観目視検査、日常点検（巡視点検等）などにより配管に有意な劣

化がないことを確認するとともに、クラス 1～3配管については供

用期間中検査において非破壊試験・漏えい試験等により有意な欠陥

がないことを確認している。また、過去の運転経験等に基づき経年

劣化事象が想定される配管については、個別に点検・評価・予防保

全を実施している。 

さらに、配管破損の想定にあたっては、内部流体を含む配管に欠

陥などが存在し、それが運転期間中に進展するようなことになった

としても、材料の靱性が高いか、または作用応力が低ければ破断す

ることなしに適切な対応処置を講じることができるものと考えら

れる。 

以上のように、大飯３，４号機における配管破損に対する防護設

計や供用期間中の保全を踏まえると、破断の可能性は極めて低いも

のと考えられる。 

 

2.2 配管破損を考慮する対象配管の選定 

大飯３，４号機における溢水の影響を評価するために想定される

高エネルギー配管を抽出した結果、表１の系統配管となる。また、

対象配管の使用条件を別紙１に示す。 

 

表１：配管破損を考慮する対象配管 

系統名 溢水評価における対象範囲 配置 

化学体積制御系統 充てんポンプ出口／封水注入 E/B 

化学体積制御系統 
充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 再 生 熱 交 換

器管側入口 
E/B 

化学体積制御系統 抽出ライン／非再生冷却器出口 E/B 

化学体積制御系統 抽出ライン／非再生冷却器入口 E/B 

主蒸気系統 主蒸気管 MS室 
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主蒸気系統 主蒸気逃がし弁 MS室 

主蒸気系統 主蒸気隔離弁バイパス MS室 

主蒸気系統 主蒸気ドレン MS室 

主蒸気系統 
タ ー ビ ン 動 補 助 給 水 ポ ン プ 駆 動

用蒸気 
MS室 

主給水系統 主給水管 MS室 

主給水系統 主給水バイパス MS室 

蒸 気 発 生 器 ブ ロ ー

ダウン系統 

蒸気発生器ブローダウン 

（ぺネ～アングル弁） 
BD室 

補助給水系統 補助給水 MS室 

補助蒸気系統 補助蒸気 C/B 

E/B：原子炉周辺建屋 MS室：主蒸気・主給水管室 

BD室：ブローダウン室 C/B：制御建屋 

 

なお、低エネルギー配管については、別紙２に示すとおり、溢水

源として想定する対象がないことを確認しているため、以降、高エ

ネルギー配管について検討を行った。 

 

2.3 高エネルギー配管の応力評価結果 

抽出した高エネルギー配管に対して応力評価を実施した。各系

統配管の応力解析結果を表２に示す。全ての対象系統配管におい

て、0.8Saを下回っており、配管破損に対する健全性は確保され

ていることを確認した。 
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表２：高エネルギー配管の配管破損評価結果 

一次＋二次応力 (MPa) 
上段：許容値 

下段：参考値 
配管名 

自重 内圧 熱膨張 1/3Sd 合計 
上段：0.8Sa 

下段：0.4Sa 

充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 封 水

注入 ※ ２  
14.9 42.4 0 15.7 73.0 

269 

134 

充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 再 生

熱交換器管側入口 ※ ２  
14.9 42.4 0 15.7 73.0 

269 

134 

抽 出 ラ イ ン ／ 非 再 生 冷 却

器出口 ※ ２  
19.5 25.2 100.0 79.9 224.6 

269 

134 

抽 出 ラ イ ン ／ 非 再 生 冷 却

器入口 ※ ２  
23.7 25.2 100.0 58.2 207.1 

256 

128 

主蒸気管 ※ １  ― ― ― ― 85.0 
221 

110 

主蒸気逃がし弁 ※ １  
― ― ― ― 93.0 

200 

100 

主蒸気隔離弁バイパス ※ ２  
10.1 27.2 0 63.3 100.6 

200 

100 

主蒸気ドレン ※ ２  
12.1 31.7 100.0 13.4 157.2 

200 

100 

タ ー ビ ン 動 補 助 給 水 ポ ン

プ駆動用蒸気 ※ １  
― ― ― ― 196.0 

200 

100 

主給水管 ※ １  ― ― ― ― 58.0 
259 

129 

主給水バイパス ※ ２  
12.6 34.3 0 19.4 66.3 

259 

129 

蒸 気 発 生 器 ブ ロ ー ダ ウ ン

（ぺネ～アングル弁） ※ ２  
23.5 33.1 100.0 42.5 199.1 

200 

100 

補助給水 ※ ２  
13.1 24.0 100.0 21.3 158.4 

200 

100 

補助蒸気 ※ ２  
7.5 6.1 100.0 8.3 121.9 

200 

100 

※ １：３次元はりモデルによる応力解析により算出。参考として主蒸気、

主給水管の応力解析結果例を別紙３に示す。 

※ ２：定ピッチスパン法による設計をしており、自重は標準支持間隔の

配管重量による発生応力を算出、熱膨張は設計上 100MPa以下にな

るようサポート設計をしていることから、この制限値を発生応力と

している。地震荷重は、標準支持間隔に対する 1/3Sd地震動の発生

応力を算出。これら算出応力に規格計算で求めた内圧による応力を

加えて発生応力を算出。 
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2.4 配管破損に対する評価結果 

対象となる各系統配管において応力評価を実施した結果、配管

破損を想定する必要はなく、大飯３，４号機においては、配管の

健全性は確保されていることから、溢水の影響は生じないことを

確認した。 

 

3.溢水影響評価 

大飯３，４号機については、配管破損に対する健全性は確保され

ているものの、万一、配管破損が発生した場合を想定し、より安全

性を高めることを目的として溢水影響評価を実施した。 溢水影響

評価は、配管破損が生じた場合の没水による影響、被水による影響、

蒸気による影響について評価を行うこととなるが、それぞれ機器へ

の影響の与え方が異なること及び大飯３，４号機のプラント設計を

踏まえ、以下の通り各項目の影響評価を行う。 

(1) 没水による影響評価を行う場合は、想定破損による溢水経路

図を作成し、各フロアでの機能喪失高さの最も低い防護対象

設備を抽出して影響の有無を評価する。 

(2) 被水による影響評価を行う場合は、想定破損による溢水によ

りプラント停止に係る安全機能を有する機器が２系統同時に

喪失しないことを確認するが、大飯３，４号機のプラント設

計では分離配置していることから影響を受けにくいため、こ

の特性を踏まえて、共通要因故障の観点から評価を実施する。 

(3) 蒸気による影響評価を行う場合については、万一の破断の影

響が安全機能を有する設備に及ばないよう区画分離した MS

室等にある系統以外の運転温度が 95℃以上となる高温配管か

ら破損の影響を考慮することとし、具体的には、抽出ライン

（非再生冷却器入口側）、補助蒸気系統配管について評価を実

施する。 

 

それぞれの影響評価項目で抽出された対象系統に対して、応力評
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価結果に基づき破損想定を行なうこととなるが、配管の応力評価は

合理的に設計されていることもあり、詳細な応力評価により、発生

応力は低減されるものと考えられるが、今回の評価では、これまで

の配管の応力評価結果を流用し、影響評価を行うものである。 

 

3.1 没水による影響評価 

抽出された対象系統について、一般部の貫通クラック想定に比

べて溢水量が保守的となるターミナルエンドにおける破断を想

定した。各系統配管における破損想定位置を表３に示す。 

表３：没水評価における破損想定位置について 

系統名 
溢水評価における対象

範囲 

没水評価における破

損想定位置 

化学体積制御系統 
充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 封

水注入 

封水フィルタ室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.26m） 

化学体積制御系統 
充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 再

生熱交換器管側入口 

充てんポンプ室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.10m） 

化学体積制御系統 
抽 出 ラ イ ン ／ 非 再 生 冷

却器出口 

非再生冷却器室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.17.1m） 

化学体積制御系統 
抽 出 ラ イ ン ／ 非 再 生 冷

却器入口 

非再生冷却器室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.17.1m） 

主蒸気系統 主蒸気管 なし 

主蒸気系統 主蒸気逃がし弁 なし 

主蒸気系統 主蒸気隔離弁バイパス なし 

主蒸気系統 主蒸気ドレン 
MS室 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞ

（EL.26.1m） 

主蒸気系統 
タ ー ビ ン 動 補 助 給 水 ポ

ンプ駆動用蒸気 

MS室 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞ 

（EL.26.1m） 

主給水系統 主給水管 
MS室 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞ

（EL.21.3m） 
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主給水系統 主給水バイパス なし 

蒸気発生器ブロー

ダウン系統 

蒸 気 発 生 器 ブ ロ ー ダ ウ

ン（ぺネ～アングル弁） 
なし 

補助給水系統 補助給水 なし 

補助蒸気系統 補助蒸気 
C/Bﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞ 

（EL.26.0m） 

表３で想定した破損に基づく溢水源からの溢水経路として、階

段あるいは機器ハッチを経由して下層へ伝播する場合は、溢水経

路上の各フロアの溢水量を積算し、滞留面積に基づき溢水水位を

算出するとともに、防護対象設備の機能喪失高さと比較すること

により、防護対象設備が機能喪失に至らないことを確認した。 

別紙４に、本評価で用いた溢水経路、溢水水位及び防護設備の

機能喪失高さを示すとともに、確認した結果例を表４に示す。 

 

表４：３号機原子炉周辺建屋における評価結果例 

建

屋 

EL. 

（m） 
防護対象設備 

溢水 

水位 

（m） 

機能喪失 

高さ 

（m） 

判定 

17.1 
燃料取替用水 

ポンプ 
0.044 0.54 ○ 原

子
炉
周
辺
建
屋 

10.0 

充てんポンプ 

速度制御補助盤 

 

0.076 0.20 ○ 

溢水源は、化学体積制御系統（抽出ライン） 

隔離時間は約 70分で隔離すると溢水量は 48.07m3となる。 

254



 

3.2 被水による影響評価 

被水による影響評価については、MS室、BD室に配置されてい

る主給水系統及び蒸気発生器ブローダウン系統については、分離

区画されていることから、他の区画への被水を考慮する必要はな

く、また MS室内等に配置されている電気品・計装品等は耐環境

仕様となっており、被水しても機能は喪失することはない。また、

蒸気配管である主蒸気系統、補助蒸気系統は蒸気による影響評価

と同様であることから、次項の 3.3にて影響評価を行うものとす

る。 

従って対象系統は化学体積制御系統となり、この系統配管につ

いての影響評価は ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞでの破断想定により実施した。 

破損想定位置を表５に示す 

 

表５：被水評価における破損想定について 

系統名 
溢水評価における対象

範囲 

被水評価における破

損想定位置 

化 学 体 積 制 御

系統 

充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 封

水注入 

封水フィルタ室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.26m） 

化 学 体 積 制 御

系統 

充 て ん ポ ン プ 出 口 ／ 再

生熱交換器管側入口 

充てんポンプ室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.10m） 

化 学 体 積 制 御

系統 

抽 出 ラ イ ン ／ 非 再 生 冷

却器出口 

非再生冷却器室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.17.1m） 

化 学 体 積 制 御

系統 

抽 出 ラ イ ン ／ 非 再 生 冷

却器入口 

非再生冷却器室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.17.1m） 

被水の影響評価については、ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞの破断を考慮した場合、

当該の系統機器は機能喪失となるが、別紙５の通り、この評価対

象区画は分離設計となっており、被水による影響は当該区画内の

みであり、この区画には他の安全防護設備は設置されておらず、

プラント停止に係る安全上重要な機器が２系統同時に喪失しな

いことから、問題となるものではない。  
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また、共通要因故障の観点から、防護対象機器の区画配置及び

防水仕様を調査し、被水影響に対する対策を実施していることか

ら、一般部配管からの被水については問題とはならない。（別紙

６参照）  
 

3.3 蒸気の影響による評価 

蒸気の影響による評価については、MS室、BD室に配置されて

いる主蒸気系統、主給水系統及び蒸気発生器ブローダウン系統に

ついては、万一の破断の影響が安全設備に及ばないよう区画分離

されていることから問題はない。また、化学体積制御系統のうち、

充てんラインと抽出ライン（非再生冷却器出口側）については、

配管の運転温度条件から蒸気が流出することはないことから、本

評価は不要となる。従って、蒸気による破損の影響を考慮する系

統配管として、抽出ライン（非再生冷却器入口側）、補助蒸気系

統配管について、破断想定を行なった。破損想定位置を表６に示

す。 

表６：蒸気評価における破損想定について 

系統名 
溢水評価における

対象範囲 

蒸気評価における破

損想定位置 

化 学 体 積 制 御

系統 

抽 出 ラ イ ン ／ 非 再

生冷却器入口 

非再生冷却器室 ﾀｰﾐﾅﾙ

ｴﾝﾄﾞ（EL.17.1m） 

補助蒸気系統 補助蒸気 
C/Bﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞ 

（EL.26.0m） 

蒸気の影響を考慮する場合、 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞで破断することで、よ

り多くの蒸気量が噴出することから ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞでの破断を想定し

た。抽出ライン（非再生冷却器入口側）については、配管破損に

伴う蒸気の影響範囲は当該機器の設置フロアを越えることとな

るが、別紙７の通り、蒸気の影響に伴う建屋区画内の環境解析を

行った結果、破断区画は１００℃以上となるが系統隔離を中央制

御室から１５分以内に行うことにより、隣接区画が約５０℃程度
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となることから、この操作が行われることにより、蒸気により区

画内に設置された防護対象設備が機能喪失することはないこと

となる。なお、当該の非再生冷却器室には防護対象設備がないこ

とから問題とならない。 

補助蒸気系統配管については、建屋内を広範囲にわたって敷設

されており、影響は広範囲に及ぶため、蒸気の影響を限定するた

め、図２に示すとおり、通常時通気する範囲を廃棄物処理建屋の

ほう酸回収装置等に供給するラインに限定し、その他の系統は隔

離して通気しない運用とする。この運用により、通気ラインはタ

ービン建屋から制御建屋を経由して廃棄物処理建屋にいたるラ

インに限定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：補助蒸気ラインの限定運用 

 

この条件に基づき配管破損に伴う蒸気の影響範囲を検討し、

原子炉の安全停止にかかる最低限の設備を抽出した結果、該当

する防護対象設備はなく、１５分後には蒸気の供給を停止する

ことから、原子炉施設の安全性を損なうことはない。 

 

EVAP

3uほう酸補給タンク

スチームコンバータ

4uほう酸補給タンク

HVAC

HVAC

HVACHVAC

4u C/V給気ユニット

[3u RE/B][A/B][4u RE/B]

[C/B]

[T/B]

3u C/V給気ユニット

EVAP

3uほう酸補給タンク

スチームコンバータ

4uほう酸補給タンク

HVAC

HVAC

HVACHVAC

4u C/V給気ユニット

[3u RE/B][A/B][4u RE/B]

[C/B]

[T/B]

3u C/V給気ユニット

：蒸気通気ライン
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4.確認結果のまとめ 

大飯３，４号機については、発電所の設計段階において配管破断

防護設計の考え方に基づき配管、配置設計がなされており配管の健

全性は確保されていることから、溢水の影響は生じないことを確認

した。また、より安全性を高めることを目的として溢水影響評価を

行った結果、配管破損により生じる内部溢水について現在運転中の

大飯３，４号機については問題になるものではないことを確認した。 

しかしながら、更なる信頼性確保の観点から原子力発電所の安全

性向上のため、5．に記載する対策等を実施する。 

 

5.今後の対応 

5.1 至近定検までの対応について  
更なる溢水影響の軽減を図り、より安全性を向上させるために、

配管破損に伴う蒸気の影響評価において、短時間の隔離操作に期

待する必要がある抽出ライン（非再生冷却器入口側）、補助蒸気

配管により想定される溢水の影響については、至近の定検開始ま

での対応として、以下の対応を行う。 

ａ．抽出ライン（非再生冷却器入口側）  
・配管の破損を想定した場合に蒸気の漏えいを早期に検知し、

隔離操作が実施できるよう監視強化を実施する。また、隔離操

作のための運転操作手順も整備する 

ｂ．補助蒸気配管  
・プラントの運転継続に必要な機器以外への補助蒸気供給を停

止する。運転継続に必要な機器は、ほう酸回収装置、廃液蒸発

装置等であり、全ての機器は廃棄物処理建屋内に設置されてい

る。（原子炉周辺建屋内への補助蒸気供給停止） 

・廃棄物処理建屋へは制御建屋経由で補助蒸気を供給している

ため、この供給配管に破損が生じたとしても、漏えいを早期に

検知し、隔離操作が実施できるよう監視強化対策を実施する。

また、隔離操作のための運転操作手順を整備する。 
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5.2 至近定検時の対応 

更なる溢水影響の軽減を図り、より安全性を向上させるために、

至近定検時に以下の対応を行う。 

・ 補助蒸気配管について隔離操作の迅速化の検討（隔離弁設置含

む） 

・ 防護対象区画の蒸気侵入を防止するシール対策の実施 

 

 

別紙１：対象配管の系統条件 

別紙２：低エネルギー配管の破損想定について 

別紙３：主蒸気、主給水管の応力評価 

別紙４：没水影響評価における溢水経路、溢水水位及び防護設備の機

能喪失高さ 

別紙５：被水の影響を考慮すべき対象区画の配置 

別紙６：被水による影響評価 

別紙７：蒸気の影響に伴う対象建屋区画内の環境解析 

 

259



添付資料７-別紙１ 
 

対象配管の系統条件 

系統名 対象範囲 
対象範囲における 

使用条件 

化学体積制御系統 充てんポンプ出口／封水注入 
運転圧力：約17MPaG 

運転温度：約50℃ 

化学体積制御系統 
充てんポンプ出口／再生熱交

換器管側入口 

運転圧力：約17MPaG 

運転温度：約50℃ 

化学体積制御系統 
抽出ライン／非再生冷却器出

口 

運転圧力：約2.2MPaG 

運転温度：約50℃ 

化学体積制御系統 
抽出ライン／非再生冷却器入

口 

運転圧力：約2.2MPaG 

運転温度：約140℃ 

主蒸気系統 主蒸気管 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約277℃ 

主蒸気系統 主蒸気逃がし弁 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約277℃ 

主蒸気系統 主蒸気隔離弁バイパス 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約277℃ 

主蒸気系統 主蒸気ドレン 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約277℃ 

主蒸気系統 
タービン動補助給水ポンプ駆

動用蒸気 

運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約277℃ 

主給水系統 主給水管 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約224℃ 

主給水系統 主給水バイパス 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約224℃ 

蒸気発生器ブロー

ダウン系統 

蒸気発生器ブローダウン 

（アングル弁～海水放出） 

運転圧力：約大気圧 

運転温度：約100℃ 

蒸気発生器ブロー

ダウン系統 

蒸気発生器ブローダウン 

（ぺネ～アングル弁） 

運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約277℃ 

補助給水系統 補助給水 
運転圧力：約6.03MPaG 

運転温度：約224℃ 

補助蒸気系統 補助蒸気 
運転圧力：約0.7MPaG 

運転温度：約170℃ 
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                      添付資料７-別紙２ 

 

低エネルギー配管の破損想定について 

 

大飯３，４号機における低エネルギー配管について、評価ガイドの

付録Ａに基づき抽出した結果を下表に示す。 

 

       表１ 低エネルギー配管系統リスト 

      系統名 耐震Ｃ ｸﾗｽ 

原 子炉補機冷却水系統   ○ 

格納容器スプレイ系統  

化学体積制御系統   ○ 

空調用冷水設備系統   ○ 

１次系洗浄水系統   ○ 

１次系放射性機器ドレン系統   ○ 

１次系放射性床ドレン系統   ○ 

消火水系統   ○ 

１次系補給水系統   ○ 

余熱除去系統  

燃料取替用水系統  

燃料ピット冷却浄化系統  

安全注入系統  

１次系試料採取系統   ○ 

原子炉補機冷却海水系統  

液体廃棄物処理系統   ○ 

固体廃棄物処理系統   ○ 

補助給水系統   ○ 
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１．設計上の考え方 

  低エネルギー配管は、定ピッチスパン法により、発生する一次＋

二次応力は十分小さくなるよう、設計配慮がなされている。一次＋

二次応力の要素となる「自重」「内圧」「地震」「熱」各々の特徴に

ついては以下のとおりである。 

 

（１） 自重応力  

自重応力については、設計時より 30MPa以下となるよう制

限しており、自重が占める応力は小さく（概ね 0.05Sa程度）、

また、系統配管によらず同程度と考えられる。 

（２） 内圧応力 

内圧応力については、最高使用圧力に対して余裕をもった

必要板厚 tを満たすような設計要求があり、さらにこれに十

分マージンをもたせて配管を選定するため、内圧が占める応

力は小さく（概ね 0.1Sa程度）、また、系統配管によらず同

程度と考えられる。 

（３） 地震応力 

地震応力については、1/3Sd地震時の応力であることから、 

許容応力に対して十分小さい（概ね 0.1～0.2Sa程度）と考

えられるが、系統配管毎固有のルート設計やサポート設計に

よる影響を受けるため、他応力と比較すると、ばらつきが生

じている可能性がある。 

（４） 熱応力 

低エネルギー配管であることから、運転温度は低く、有意

な熱応力は発生しない。 

 

２．代表系統配管の配管破損評価 

「１．設計上の考え方」で示した各応力の特徴から、「地震応

力」に着目して代表配管系統を抽出し、抽出した配管に対する配

管破損評価を実施する。 
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（１） 代表配管系の抽出 

  地震応力の大きさ及び網羅性の観点から、以下のフローにし

たがい、代表配管系を抽出した。 

  

  

 

 

        

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

図１：低エネルギー配管の評価代表抽出フロー 

 

 

 

 

 

低エネルギー配管 

Ｃ ｸﾗｽ配 管か？ （ 注 １ ） 

敷設が全フロアに亘 

る配管か？ （ 注 ２ ）  

注１：Ｂクラス配管の設計用地震力はＣクラス配管より大きいため、

定ピッチスパン法による最大支持スパンは、Ｂクラスの方が小

さくなる。したがって、同じレベルの地震力に対しては Cクラ

ス配管の地震応力はＢクラス配管より大きくなることから、Ｃ

クラス配管を代表とする。 

 

注２：定ピッチスパン法による設計では、配管が同口径で建屋フロア

が同じであれば、配管系統が異なることによる差異は生じない。

したがって、網羅性の観点から全フロアに亘っており、使用さ

れる配管口径の種類も多い配管系を代表とする。 

代表配管： 

消火水配管 

yes 

yes 

No 

No 

非代表配管 
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（２） 代表配管の配管破損評価結果 

定ピッチスパン法による、代表配管（消火設備配管）の評価結

果を下表に示す。代表配管の一次＋二次応力は、0.1Sa以下であ

り、0.4Saと比較し十分小さいことから、低エネルギー配管につ

いては、溢水源として破損を想定する必要はないと判断できる。 

 

表２ 代表配管の配管破損評価結果 

一次＋二次応力 (MPa) 

代表配管 (注 1)

内圧 
 

(注 1)

自重 
 

(注 1)

1/3Sd 
地震 

 
合計 
 

(注 2)

許容値 

(MPa) 

 

破損 

想定 

要否 

消火設備配管 6.3 5.0 5.2 16.5 85 否 

(注 1) 建設時標準支持間隔に基づく定ピッチスパン法による 

計算結果である。 

(注 2) 許容値（0.4Sa）の Saは以下計算式にて算定している。 

Sa＝1.25f Sc＋（1.2＋0.25f）Sh  
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主蒸気・主給水管の応力評価 

 

1.主蒸気管の評価結果 

主蒸気管は図１に示すように、各系統とも格納容器貫通部から

一直線状に配置されていることから、発生応力は非常に低い結果

となった。表１に示すとおり、 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞも含めて最大となる発

生応力は 0.4Sa以下であり、0.8Saを十分下回っていることから

破損を想定する必要がないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 主蒸気管アイソメ図 

主蒸気管(CV外)MS11 

 

 

 

 

添付資料７-別紙３ 
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表 1：応力評価結果による破損想定（主蒸気管） 

主蒸気管(CV外)MS11 

なお、許容値(0.8Sa)の Saは以下計算式にて算定している。 

Sa＝1.25f Sc＋（1.2＋0.25f）Sh  

供用状態 A ,B および  
(1 /3 )Sd 地震荷重に対する  
一次＋二次応力 ( MP a)  配管名称  節点番号  

発生応力  許容値  

破損想定  
要否  

151 3  49  221 否  
100  49  221  否  
103  85  221  否  
600  55  221  否  
108  54  221  否  
109  57  221  否  
801  81  221  否  
901  72  221  否  
902  65  221  否  
601  62  221  否  
121  71  221  否  
903  55  221  否  
904  49  221  否  
802  55  221  否  
905  55  221  否  
139  57  221  否  
906  55  221  否  
141  52  221  否  
803  62  221  否  
147  56  221  否  
907  51  221  否  
149  51  221  否  
602  51  221  否  
804  51  221  否  
211  79  259  否  
221  82  259  否  
231  82  259  否  
241  81  259  否  

主蒸気管  
（ C V 外）  

MS11 

251  79  259  否  
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Sa:日本機械学会「発電用原子力設備規格 設計 ･建設規

格」(JSME S NC1-2005/2007、以下「設計 ･建設規格」

という。PPC-3530(1)dの計算式により計算した許容応力 

        f:設計・建設規格 表 PPC-3530-1に記載されている温度変

化サイクル数の区分に応じた許容応力低減係数 

Sc:設計 ･建設規格 付録材料図表 Part5表に規定する室温

(注 1)における材料の許容引張応力 

        Sh：設計･建設規格 付録材料図表 Part5表 5に規定する使

用温度(注 2)における材料の許容引張応力 

      (注 1) 室温は 21℃とする。 

(注 2) 使用温度は 302.4℃とする。 
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2. 主給水管の評価結果 

主給水管も図２に示すように、各系統とも格納容器貫通部から

一直線状に配置されていることから、発生応力は非常に低い結果

となった。表２に示すとおり、 ﾀｰﾐﾅﾙｴﾝﾄﾞも含めて最大となる発

生応力は 0.4Sa以下であり、0.8Saを十分下回っていることから

破損を想定する必要がないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：主給水管アイソメ図 

主給水管(CV外)FW11 
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表２：応力評価結果による破損想定（主給水管） 

主給水管(CV外)FW11 

なお、許容値（0.8Sa）の Saは以下計算式にて算定している。 

Sa＝1.25f Sc＋（1.2＋0.25f）Sh  

供用状態 A ,B および  
(1 /3 )Sd 地震荷重に対する  
一次＋二次応力 ( MPa)  配管名称  節点番号  

発生応力  許容値  

破損想定  
要否  

11 00  41  259  否  
600  42  259  否  
601  43  259  否  
801  47  259  否  
602  41  259  否  
603  46  259  否  
11 3  49  259  否  
901  49  259  否  
11 4  44  259  否  
802  51  259  否  
201  50  259  否  
11 5  46  259  否  
902  46  259  否  
11 6  49  259  否  
302  57  259  否  
202  57  259  否  
803  57  259  否  
11 7  51  259  否  
903  58  259  否  
11 8  57  259  否  
303  53  259  否  
121  51  259  否  
203  40  259  否  
604  38  259  否  
605  41  259  否  
150  51  259  否  
127  52  259  否  
130  37  259  否  

主給水管  
（ C V 外）  

FW11 

150 3  37  259  否  
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    Sa:日本機械学会「発電用原子力設備規格 設計 ･建設規格」

(JSME S NC1-2005/2007、以下「設計 ･建設規格」とい

う。)PPC-3530(1)dの計算式により計算した許容応力 

      F:設計 ･建設規格 表 PPC-3530-1に記載されている温度変化

サイクル数の区分に応じた許容応力低減係数 

Sc:設計･建設規格 付録材料図表 Part5表 5に規定する室温

(注 1)における材料の許容引張応力 

      Sh:設計･建設規格 付録材料図表 Part5表 5に規定する使用

温度 (注 2)における材料の許容引張応力 

      (注 1) 室温は 21℃とする。 

(注 2) 使用温度は 223.8℃とする。 
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水
の
影
響
を
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慮
す
べ
き
対
象
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画
の
配
置
（
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ん
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イ
ン
破
損
想
定
の
例
）
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ん
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て
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て
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当
該
区
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防
護
対
象
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は
機
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失
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性
は
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が
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護
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象
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す
る
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は
な
い
た
め
、
２
系
統
の
同
時
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能
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失
と
は
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問
題
な
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損
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）
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器
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被水による影響評価 

   

防護対象設備については、原則として区画分離等（原子炉周辺建屋

最下層の配置例を示す）により被水による影響を受けないようにして

いるが、以下のフローにしたがって調査を実施し、必要な箇所につい

ては対策を実施した。 

 
 
  

 

 

以 上  

 

 ② 

 

 

 

A- 余熱 

B-  

C-  

 

 

 

 

 

 

 ① 

A-ポンプ B-ポンプ 

添付資料７－別紙６  

①  ②  

B-ポンプ 

A-ポンプ 

 防護対象設備 

・ 区画化されているか？ 
・ 防水仕様か？ 

・ 防水対策済みか？ 
（防護板、シール等） 

対策要 対策不要 

Yes 

Yes 

No 

No 

被水対策検討フロー図  原子炉周辺建屋配置例  
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1 
 

添付資料７－別紙７ 
 

蒸気の影響に伴う対象建屋区画内の環境解析 
 

１． 評価対象範囲 
  高エネルギー配管のうち、MS 室等の区画内に配置されていない高温
配管として、補助蒸気配管および CVCSの抽出配管がある。 

補助蒸気配管については周辺建屋への供給停止を実施していることか

ら、対象配管については、CVCS（抽出ライン）とする。 
 
２．影響評価 
  (1)破損想定位置 
 ターミナルエンドである非再生熱交換器入口管台での破断を想定する。 
 
(2)破損時の蒸気影響 
 破損を想定する箇所である非再生冷却換器入口管台で破断が生じたと

して、中央制御室の運転員が監視カメラおよび火災報知器により蒸気漏

れを検知し、破断後の１５分後に系統隔離による漏えいが停止するもの

として、建屋区画内の環境解析を実施した結果、破損区画においては、

温度 102℃程度となり、破損位置の周辺区画では温度 50℃程度との結果
となった。解析モデル図を図１に、解析結果を図 2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

・・・破損区画 

・・・隣接区画 

・・・区画間開口 

・・・換気・空調 

 

E/B 

 
 

 

A = 1.89m2 

A = 3.6m2 

V1 
V = 9685m3 

V = 139m3 

V3 
2140m3/hr 

18410m3/hr 16270m3/hr 

61120m3/hr 

61120m3/hr 
V = 10202m3 

V2 

EL. 17.1M 

EL. 10.0M 

EL. 22.0M 

◆解析モデル 

図1 CVCS環境解析モデル図 
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2 
 

 
 
 
 
 

 

 
破損区画 V3 

（非再生冷却器室 EL. 17.1M） 

隣接区画 V1 

（E/B EL. 17.1M） 

平

均

温

度 
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140
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40

20

0
℃

1000080006000400020000

時間 (sec)

46.3(900.562)

 

  
 

 
 破断区画には防護対象機器はないが、蒸気の影響をうける可能性のあ

る隣接区画において、原子炉の安全停止にかかる設備を抽出した結果、

緊急ほう酸注入電動弁が存在する。これらの機器は破断区画には設置さ

れておらず、温度上昇の影響も比較的軽微である。当該弁は、プラント

の高温停止維持後の低温停止移行に使用するものであるが、環境解析の

結果、原子炉施設の安全性を損なうことはない。  
 

  

図2. CVCS環境解析結果 

◆解析条件 

区画： 非再生冷却器室 E/B EL. 17.1M （139m3） 

破損箇所： 非再生冷却器入口管台 

破損形態： ギロチン破断 

停止： 15分（900秒）後に、系統隔離により放出停止 
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消火活動に係る時間設定の考え方 

 

1.はじめに 

消火活動における放水量については、防護対象設備が設置されている

原子炉周辺建屋および制御建屋において、消火栓による消火活動を想定

し、消火活動が連続して実施される時間を見込んで算定する。具体的に

は、原則として 3時間の消火活動を想定して溢水量を算定しているが、

火災源が小さいエリアについては、日本電気協会電気指針「原子力発電

所の火災防護指針(JEAG4607-2010」解説-4-9の規定による「火災荷重」

および「等価時間」で算定する。 

 

2.評価方針 

日 本 電 気 協 会 電 気 技 術 指 針 「 原 子 力 発 電 所 の 火 災 防 護 指 針

（JEAG4607-2010）」解説-4-5（1）の規定による、火災荷重に対応する等

価時間を放水時間として評価する。 

 

添付資料８  
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3.放水時間の設定 

消火活動における放水時間の設定については、原則として 3時間とし

た。 

ただし、火災源が小さいエリアについては、2.の表 4-3に従い「火災

荷重」および「等価時間」を考慮し、0.5～1.5時間とした。 
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添付資料９ 

 

消火栓からの放水による溢水影響評価 

 

1.はじめに 

  消火活動における放水量をもとに、各エリアの消火栓からの放水 

による溢水影響評価を実施する。 

 

2.溢水量の算定 

  消火活動における放水時間の設定については、原則として 3時間 

とするが、火災源が小さいエリアについては、「火災荷重」および

「等価時間」を考慮し、消火栓からの放水量を下記のとおり評価し

た。 

･130 /min/個×0.5時間×2個＝ 7.8m3 

･130 /min/個×1.0時間×2個＝15.6m3 

･130 /min/個×1.5時間×2個＝23.4m3 

･130 /min/個× 3時間×2個＝46.8m3  

 

3.溢水影響評価 

消火水の放水量を各防護対象区画にて評価し、問題ないことを確

認した。なお、区画によっては消火活動により防護対象区画エリア

の扉を解放することを考慮した滞留面積を用いて評価した。結果を

別紙１に示す。 

 

･各建屋、各フロアで管理区域/非管理区域毎に、機能喪失高さが   

低く当該エリアでクリティカルになる設備を選定し、溢水影響を

確認することにより当該エリアの評価を実施した。なお、放水活

動ために扉の開放が想定される場合には、隣接エリアについても

滞留エリアとして考慮した。 
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･エリアによっては、保守的に通路部だけの滞留面積をもとに溢   

水水位を算定し、機能喪失高さと比較を行うことにより、通路に 

面した各室の評価をまとめて行った。 

 

代表例として、狭隘な区画及び機能喪失高さが一般的に低い電気盤

が設置されている区画の評価結果を例として以下に示す。 

 

・狭隘な区画である電動補助給水ポンプ室は A、Bポンプエリアが

分離されており、消火活動時には扉を解放して放水することから、

両エリアに溢水が伝播した状態の溢水水位を評価し、両トレンが

同時に機能を失わないことを確認した。 

・防護対象設備の機能喪失高さが低い区画であり、かつ室内に消火

栓が設置されている安全補機開閉器室は、Aトレン室内での消火

水の放水を想定する場合、室内で滞留することとなるが、溢水水

位に対して機能喪失高さが上回るため、問題ない。なお、Bトレ

ン室が分離されているので、両エリアが同時に影響を受けるよう

な消火活動時には扉を解放して放水することから、その場合には

更に水位が低くなる。 
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建屋 区域区分 EL.[m]
滞留エリア
番号

②滞留面積

[m
2
]

③溢水水位
[m]

防護対象設備 ※5
機能喪失高さ
(EL.[m])

④機能喪失高さ
(床上[m])

⑤影響評価 ⑥判定 備考

39 3EB-1 46.8※1 167.6 0.279
3原子炉補機冷却水サージタンク水位

Ⅲ,Ⅳ
(3LT-1200,1201)

40.1 1.100 ③＜④ ○

3EB-2A
3EB-2B

46.8※1 95.2 0.492
3A,3B制御用空気供給母管圧力

（3PT-1800,1810）
18.0 0.900 ③＜④ ○ 滞留面積が狭い3EB-2Aで評価する。

3EB-3 46.8※1 1109.8 0.042 3A,3B燃料取替用水ポンプ 17.64 0.540 ③＜④ ○

消火栓が設置されていない、隣接エリア内（3EB-4）で消火活動を行う際は、
扉を開けて放水するため、3EB-3へ伝播する。よって、3EB-3、4で最も機能喪
失高さが低い燃料取替用水ポンプを対象に評価する（3EB-4の評価は本評価に
包絡される）。

3EB-5A
3EB-5B

46.8※1 68.5 0.683 3A,3B安全補機室冷却ファン 17.94 0.840 ③＜④ ○ 滞留面積が狭い3EB-5Bで評価する。

3EB-6A
3EB-6B

46.8※1 88.9 0.527
3A,3B余熱除去ポンプミニマムフローライ

ン止め弁
(3FCV-601,611)

17.8 0.700 ③＜④ ○
滞留面積が狭い3EB-6Bで評価する。
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-5Bへ消火水
が伝播する。よって、3EB-5Bと3EB-6Bの滞留面積を用いて評価する。

3EB-7 46.8※1 95.1 0.492
3充てんライン格納容器隔離弁

(3V-CS-157)
21.6 4.500 ③＜④ ○

3EB-8 46.8※1 638 0.073
3C充てんポンプ速度制御補助盤

(3CSAC)
10.2 0.200 ③＜④ ○

消火栓が設置されていない隣接するエリア内（3EB-
9A,9B.10A,10B,10C,11,12）の消火活動を行う際は、扉を開けて放水するた
め、3EB-8へ伝播する。よって、当フロアの管理区域で最も機能喪失高さが低
い充てんポンプ速度制御補助盤を対象に評価する（3EB-
9A,9B.10A,10B,10C,11,12の評価は本評価に包絡される）。

3EB-13 46.8※1 50.2 0.932
3ほう酸タンク室温度(1),(2),(3),(4)
（3TS-2602,2603,2612,2613）

11.3 1.300 ③＜④ ○

3EB-14A
3EB-14B

46.8※1 161.2 0.290
3A,3B余熱除去冷却器冷却水止め弁

(3V-CC-114A,B)
10.6 0.600 ③＜④ ○

滞留面積が狭い3EB-14Aで評価する。
消火栓が設置されていない隣接するエリア内（3EB-15A,16A）の消火活動を行
う際は、扉を開けて放水するため、3EB-14Aへ伝播する。よって、3EB-
14A,15A,16Aで最も機能喪失高さが低いA余熱除去冷却器冷却水止め弁を対象に
評価する（3EB-15A,15B,16A,16Bの評価は本評価に包絡される)。

3EB-17A
3EB-17B

46.8※1 198.4 0.236 3A,3B余熱除去ポンプ出口流量
（3FT-601,611）

4.6 1.100 ③＜④ ○ 滞留面積が狭い3EB-17Aで評価する。

3EB-18A
3EB-18B

46.8※1 198.4 0.236 3A,3B高圧注入ポンプ 3.85 0.350 ③＜④ ○
当エリア内での消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-17A、17B
へ消火水が伝播する。よって、3EB-17A、17Bの内、滞留面積が小さい3EB-17A
にて評価する。

3EB-19A
3EB-19B

46.8※1 198.4 0.236 3A,3B余熱除去ポンプ 4.35 0.850 ③＜④ ○
当エリア内での消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-17A、17B
へ消火水が伝播する。よって、3EB-17A、17Bの内、滞留面積が小さい3EB-17A
にて評価する。

3EB-N1 7.8※2 51.8 0.151 3B1,3B2ディーゼル発電機室給気ファン 34.25 0.650 ③＜④ ○
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-N2へ消火水
が伝播する。よって、3EB-N1と3EB-N2を合わせた滞留面積にて評価する

3EB-N2 7.8※2 26.7 0.292
3B1・B2ディーゼル発電機室給気ファン現

場操作箱(3LB-85)
34.8 1.200 ③＜④ ○

3EB-N3 7.8※2 34.1 0.229 3A1,3A2ディーゼル発電機室給気ファン 34.25 0.650 ③＜④ ○
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-N4へ消火水
が伝播する。よって、3EB-N3と3EB-N4を合わせた滞留面積にて評価する

3EB-N4 7.8※2 9.8 0.796
3A1・A2ディーゼル発電機室給気ファン現

場操作箱(3LB-84)
34.8 1.200 ③＜④ ○

3EB-N5 46.8※1 208.4 -
3A,3B,3C,3D主蒸気隔離弁
（3V-MS-533A,B,C,D）

29.6 0.600 - ○ 主蒸気管室は下階と連通しているので、3EB-N7で評価する

3EB-N6 7.8※2 83.64 -

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,3A,3B,3C,3D主蒸気圧力
(3PT-

465,466,467,468,475,476,477,478,485,
486,487,488,495,496,497,498)

30.0 1.000 - ○
他のエリア（EL.26.0M）より高いフロアに設置されており、堰等の溢水経路上
の障害物がないため、当エリアに滞留することはないことから、影響はない。

3EB-N7 46.8※1 211.2 0.222
3A,3B,3C,3D補助給水隔離弁
(3V-FW-574A,B,C,D)

26.88 0.880 ③＜④ ○

3EB-N8 7.8※2 105.3 0.074
3復水ピット水位Ⅲ,Ⅳ
（3LT-3760,3761）

26.05
0.050
(0.100)

③＜④ ○ 防護対象設備周囲に100mmの堰を設置することから影響はない。

21.3 3EB-N10 7.8※2 88.6 0.088 3電動補助給水ポンプ室排気ダンバ
(3D-VS-411A,B)

23.3 2.000 ③＜④ ○

3EB-N11 15.6※3 282.2 0.055

3A・C,3B・C制御用空気母管連絡弁
（3V-IA-501A,B）

3A,3B制御用空気主蒸気逃がし弁等供給ラ
イン止め弁

（3V-IA-505A,B）

17.6 0.500 ③＜④ ○

3EB-N12 15.6※3 282.2 0.055 3A,3B制御用空気圧縮機室給気ファン 17.24 0.140 ③＜④ ○ 当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-N11へ消火
水が伝播する。よって、3EB-N11の滞留面積にて評価する。

3EB-N13 15.6※3 282.2 0.055
3原子炉トリップ遮断器盤

(3RTS)
17.162 0.062 ③＜④ ○

当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-N11へ消火
水が伝播する。よって、3EB-N11の滞留面積にて評価する。

3EB-N14 15.6※3 282.2 0.055 3A,3B電動補助給水ポンプ室給気ファン 17.26 0.160 ③＜④ ○
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-N11へ消火
水が伝播する。よって、3EB-N11の滞留面積にて評価する。

3EB-N15A
3EB-N15B

- - - ディーゼル発電機 - - - ○
DG室はCO2消火であることからエリア内の消火水の放水は想定しない。

隣接する3EB-N16A,N16Bからの消火水が伝播するが、DG室は床開口で下階と連
通しているため3EB-N19A,N19Bの評価に包絡される

3EB-N16A
3EB-N16B

7.8※2 53.6 0.146
3A,3Bディーゼル発電機制御盤

(3DGC-A,B)
10.095 0.095 ※ ○

※③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、A/Bトレンが東西で離れて
配置されており、同時に水没することはないため問題ない。

3EB-N17A
3EB-N17B

7.8※2 49.4 0.158 3タービン動補助給水ポンプ起動盤A,B 10.2 0.200 ③＜④ ○
3EB-N17Aで消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3EB-N17Bへ消火水
が伝播する。よって3EB-N17Bの滞留面積にて評価する。

3EB-N18 15.6※3 24.8 0.629 3タービン動補助給水ポンプ 4.100 0.600 ※ ○
※③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、電動補助給水ポンプが上階
にあることから、同時に水没することはないため問題ない。

3EB-N19A
3EB-N19B

15.6※3 70.7 0.221 3A,3Bディーゼル発電機 3.78 0.280 ③＜④ ○

DG室はCO2消火であることから、エリア内での消火水の放水は想定しないが、

E/B非管理区域のドレンがDG室に回収されることから、3E/B非管理区域で最大
の放水量を想定する。なお、3EB-N5、N7（MS/FW室）での放水による溢水は、
床ドレンがT/Bサンプへ回収される系統構成であることから、当エリアへ伝播
はしないため問題はない。

：代表評価エリア

※1： 3時間の放水を想定

※2： 0.5時間の放水を想定
※3： 1.0時間の放水を想定

※4： 1.5時間の放水を想定
※5： 対象のエリアで最も機能喪失レベルが低い機器を表す

3号機
原子炉
建屋

非管理区域

17.1

10.0

17.1

10.0

3.5

29

3.5

管理区域

消火栓からの放水による影響評価

33.6

26

①溢水量

[m
3
]
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建屋 区域区分 EL.[m]
滞留エリア
番号

②滞留面積

[m
2
]

③溢水水位
[m]

防護対象設備 ※5
機能喪失高さ
(EL.[m])

④機能喪失高さ
(床上[m])

⑤影響評価 ⑥判定 備考

28.7 3CB-N1 7.8※2 349.6 0.022
3安全系電気盤室排気止めダンパA

(3D-VS-536)
31.0 2.300 ③＜④ ○

26.1 3CB-N2 15.6※3 603.3 0.026 3A,3B中央制御室循環ファン 26.4 0.300 ③＜④ ○

3CB-N3 23.4※4 430.8 0.054
3所内盤
(3HSB)

21.9 0.100 ③＜④ ○

3CB-N4A
3CB-N4B

7.8※2 67.8 0.115 3原子炉安全保護計装盤Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
(3RPR-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ)

21.828 0.028 ※ ○

※滞留面積が狭い3CB-N4Aエリアで評価する。
③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、当エリア入口にはH250mmの堰
を設置していることから、通路部等の他のエリアに伝播することはないため
A/Bトレンが同時に機能喪失することはない。

3CB-N5 23.4※4 120.5 0.194
3原子炉安全保護計装盤Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

(3RPR-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ)
21.828

0.028
(0.250)

③＜④ ○

当エリアでの消火活動による、隣接エリアへの消火水の伝播による影響を確認
する。当エリア内での消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3CB-N6
へ消火水が伝播する。よって、3CB-N5と3CB-N6を合わせた滞留面積で評価す
る。3CB-N4A、N4Bに対しては、溢水水位が堰高さ(H250mm)を超えないため伝播
しない。また、3CB-N3に対しては3CB-N3の評価で問題ないことを確認してい
る。（3CB-N5と3CB-N6に防護対象設備はないが、3CB-N5の溢水量が多いことか
ら影響を確認）

3CB-N7A
3CB-N7B

23.4※4 582.8 0.040
3A1,3A2,3B1,3B2パワーセンタ

(3PC-A1,A2,B1,B2)
15.862 0.062 ③＜④ ○

片トレンの滞留面積では水位が高い（約0.1m）ため、機能喪失するにはA/Bト
レンが同時に水没する必要があることから、3CB-N7Aと3CB-N7Bを合わせた滞留
面積で評価する。

3CB-N8A
3CB-N8B

23.4※4 328.2 0.071
3A,3B,3C,3D計装用電源盤(1)～(3)

(3IBC-A,B,C,D)
15.9 0.100 ③＜④ ○

滞留面積が狭い3CB-N8Aで評価する。
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3CB-N7Aへ消火
水が伝播する。よって、3CB-N7Aと3CB-N8Aを合わせた滞留面積で評価する。

3CB-N9A
3CB-N9B

23.4※4 347.2 0.067 3A,3B蓄電池 16.602 0.802 ③＜④ ○

滞留面積が狭い3CB-N9Aで評価する。
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、3CB-N8A及び
3CB-N7Aへ消火水が伝播する。よって、3CB-N7Aと3CB-N8Aと3CB-N9Aを合わせた
滞留面積で評価する。
③溢水水位に対して、パワーセンターの④機能喪失高さの方が低いが、A/Bト
レンが機能喪失するにはもう一方のパワーセンターのエリア（3CB-N7B）まで
溢水が伝播する必要があり、その場合は滞留面積が増えて水位が下がる（約
0.036m）ため、問題ない。

10.0 3CB-N10 7.8※2 198.1 0.039 3A,3B,3C,3D空調用冷凍機 10.4 0.400 ③＜④ ○

3CB-N11 46.8※1 229.3 0.204

3A・C,3B・C原子炉補機冷却水戻り母管連
絡弁

(3V-CC-043A,B)
3A・C,3B・C原子炉補機冷却水供給母管連

絡弁
(3V-CC-056A,B)

7.7 0.700 ③＜④ ○

3CB-N12 46.8※1 170 0.275 3A,3B,3C,3D原子炉補機冷却水ポンプ 9.47 2.470 ③＜④ ○

3CB-N13 46.8※1 121 0.387
3B原子炉補機冷却水冷却器海水止め弁

（3V-SW-570B）
9.7 2.700 ③＜④ ○

28.7 4CB-N1 7.8※2 349.6 0.022
4安全系電気盤室排気止めダンバA

(4D-VS-536)
31.1 2.400 ③＜④ ○

26.1 4CB-N2 7.8※2 603.3 0.013 4A,4B中央制御室循環ファン 26.2 0.100 ③＜④ ○

4CB-N3 15.6※3 430.8 0.036
4所内盤
(4HSB)

21.9 0.100 ③＜④ ○

4CB-N4A
4CB-N4B

15.6※3 67.8 0.230
4原子炉安全保護計装盤Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

(4RPR-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ)
21.828

0.028
(0.150)

※ ○

※滞留面積が狭い4CB-N4Aで評価する。
③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、当エリア入口にはH150mmの堰
を設置していることから、溢水の一部は当エリアに貯水され、残り約5.5 
（67.8㎡×0.15m＝10.1 、15.6 －10.1 ＝5.5 ）が4CB-N5へ伝播する。こ
の時の4CB-N5の水位は約0.10mであり、4CB-N4Bの入口堰（H150㎜）以下である
ことから4CB-N4Bには溢水は伝播しないので、A/Bトレンの両方が同時に影響を
受けないため、問題ない。

4CB-N5 15.6※3 131.9 0.118
4原子炉安全保護計装盤Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

(4RPR-Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ)
21.828 0.028 ③＞④ ○

当エリアでの消火活動による、隣接エリアへの消火水の伝播による影響を確認
する。
4CB-N4A、N4Bに対しては、溢水水位が堰高さ（H150mm）を超えないため伝播し
ない。また、4CB-N3に対しては、4CB-N3の評価で問題ないことを確認してい
る。

4CB-N6A
4CB-N6B

23.4※4 578.8 0.041 4A1,4A2,4B1,4B2パワーセンタ
(4PC-A1,A2,B1,B2)

15.862 0.062 ③＜④ ○
片トレンの滞留面積では水位が高い（約0.1m）ため、機能喪失するにはA/Bト
レンが同時に水没する必要があることから、4CB-N6Aと4CB-N6Bを合わせた滞留
面積で評価する。

4CB-N7A
4CB-N7B

23.4※4 325.7 0.072
4A,4B,4C,4D計装用電源盤(1)～(3)

(4IBC-A,B,C,D)
15.9 0.100 ③＜④ ○

滞留面積が狭い4CB-N7Aで評価する。
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4CB-N6Aへ消火
水が伝播する。よって、4CB-N6Aと4CB-N7Aを合わせた滞留面積で評価する。

4CB-N8A
4CB-N8B

23.4※4 343.4 0.068 4A,4B蓄電池 16.602 0.802 ③＜④ ○

滞留面積が狭い4CB-N8Aで評価する。
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4CB-N7Aエリア
及び4CB-N6Aへ消火水が伝播する。よって、4CB-N6Aと4CB-N7Aと4CB-N8Aを合わ
せた滞留面積で評価する。
③溢水水位に対して、パワーセンターの④機能喪失高さの方が低いが、A/Bト
レンが機能喪失するにはもう一方のパワーセンターのエリア（4CB-N6B）まで
溢水が伝播する必要があり、その場合は滞留面積が増えて水位が下がる（約
0.036m）ため、問題ない。

10.0 4CB-N9 7.8※2 198.1 0.039 4A,4B,4C,4D空調用冷凍機 10.4 0.400 ③＜④ ○

4CB-N10 46.8※1 226.3 0.207

4A・C,4B・C原子炉補機冷却水戻り母管連
絡弁

(4V-CC-043A,B)
4A・C,4B・C原子炉補機冷却水供給母管連

絡弁
(4V-CC-056A,B)

7.7 0.700 ③＜④ ○

4CB-N11 46.8※1 170 0.275 4A,4B,4C,4D原子炉補機冷却水ポンプ 9.47 2.470 ③＜④ ○

4CB-N12 46.8※1 121 0.387
4B原子炉補機冷却水冷却器海水止め弁

（4V-SW-570B）
9.7 2.700 ③＜④ ○

：代表評価エリア
※1： 3時間の放水を想定
※2： 0.5時間の放水を想定
※3： 1.0時間の放水を想定
※4： 1.5時間の放水を想定
※5： 対象のエリアで最も機能喪失レベルが低い機器を表す

制御
建屋

15.8

非管理区域

7.0

21.8

①溢水量

[m
3
]

7.0

21.8

15.8
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建屋 区域区分 EL.[m]
滞留エリア
番号

②滞留面積

[m
2
]

③溢水水位
[m]

防護対象設備 ※5
機能喪失高さ
(EL.[m])

④機能喪失高さ
(床上[m])

⑤影響評価 ⑥判定 備考

39 4EB-1 46.8※1 167.6 0.279
4原子炉補機冷却水サージタンク水位

Ⅲ,Ⅳ
(4LT-1200,1201)

40.0 1.000 ③＜④ ○

4EB-2A
4EB-2B

46.8※1 95.2 0.492
4A,4B制御用空気供給母管圧力

（4PT-1800,1810）
18.2 1.100 ③＜④ ○ 滞留面積が狭い4EB-2Aエリアで評価する。

4EB-3 46.8※1 1142 0.041 4A,4B燃料取替用水ポンプ 17.65 0.550 ③＜④ ○

消火栓が設置されていない、隣接エリア内（4EB-4）の消火活動を行う際は、
扉を開けて放水するため、4EB-3へ伝播する。よって、4EB-3、4で最も機能喪
失高さが低い燃料取替用水ポンプを対象に評価する（4EB-4の評価は本評価に
包絡される）。

4EB-5A
4EB-5B

46.8※1 64.7 0.723 4A,4B安全補機室冷却ファン 17.9 0.800 ③＜④ ○ 滞留面積が狭い4EB-5Bで評価する。

4EB-6A
4EB-6B

46.8※1 89.15 0.525
4A,4B余熱除去ポンプミニマムフローライ

ン止め弁
(4FCV-601,611)

17.8 0.700 ③＜④ ○

滞留面積が狭い4EB-6Bで評価する。
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-5Bへ消火水
が伝播する。よって、4EB-5Bと4EB-6Bの滞留面積を用いて評価する（4EB-6の
評価は本評価に包絡される）。

4EB-7 46.8※1 95.1 0.492
4充てんライン格納容器隔離弁

(4V-CS-157)
21.6 4.500 ③＜④ ○

4EB-8 46.8※1 585.3 0.080
4C充てんポンプ速度制御補助盤

(4CSAC)
10.2 0.200 ③＜④ ○

消火栓が設置されていない隣接するエリア内（4EB-
9A,9B.10A,10B,10C,11,12）の消火活動を行う際は、扉を開けて放水するた
め、当エリアへ伝播する。よって、当フロアの管理区域で最も機能喪失高さが
低い充てんポンプ速度制御補助盤を対象に評価する（4EB-
9A,9B.10A,10B,10C,11,12の評価は本評価に包絡される）。

4EB-13 46.8※1 50.2 0.932
4ほう酸タンク室温度(1),(2),(3),(4)
（4TS-2602,2603,2612,2613）

11.4 1.400 ③＜④ ○

4EB-14A
4EB-14B

46.8※1 146.5 0.320
4A,4B余熱除去冷却器冷却水止め弁

（4V-CC-114A,B）
10.6 0.600 ③＜④ ○

滞留面積が狭い4EB-14Aで評価する。
消火栓が設置されていない隣接するエリア内（4EB-15A,16A）の消火活動を行
う際は、扉を開けて放水するため、4EB-14Aへ伝播する。よって、4EB-
14A,15A,16Aで最も機能喪失高さが低いA余熱除去冷却器冷却水止め弁を対象に
評価する（4EB-15A,15B,16A,16Bの評価は本評価に包絡される）。

4EB-17A
4EB-17B

46.8※1 189.1 0.248
4A,4B余熱除去ポンプ出口流量

（4FT-601,611）
4.5 1.000 ③＜④ ○ 滞留面積が狭い4EB-17Aで評価する。

4EB-18A
4EB-18B

46.8※1 219.7 0.213 4A,4B高圧注入ポンプ 3.85 0.350 ③＜④ ○
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-17A、17Bへ
消火水が伝播する。よって、4EB-17A、17Bの内、滞留面積が小さい4EB-17Aに
て評価する。

4EB-19A
4EB-19B

46.8※1 198.4 0.236 4A,4B余熱除去ポンプ 4.35 0.850 ③＜④ ○
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-17A、17Bへ
消火水が伝播する。よって、4EB-17A、17Bの内、滞留面積が小さい4EB-17Aに
て評価する。

4EB-N1 7.8※2 51.8 0.151 4B1,4B2ディーゼル発電機室給気ファン 33.9 0.300 ③＜④ ○ 当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-N2へ消火水
が伝播する。よって、4EB-N1と4EB-N2を合わせた滞留面積にて評価する

4EB-N2 7.8※2 26.7 0.292
4B1・B2ディーゼル発電機室給気ファン現

場操作箱(4LB-85)
34.8 1.200 ③＜④ ○

4EB-N3 7.8※2 34.1 0.229 4A1,4A2ディーゼル発電機室給気ファン 33.9 0.300 ③＜④ ○
当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-N4へ消火水
が伝播する。よって、4EB-N3と4EB-N4を合わせた滞留面積にて評価する

4EB-N4 7.8※2 9.8 0.796
4A1・A2ディーゼル発電機室給気ファン現

場操作箱(4LB-84)
34.8 1.200 ③＜④ ○

4EB-N5 46.8※1 211.2 -
4A,4B,4C,4D主蒸気隔離弁
（4V-MS-533A,B,C,D）

29.6 0.600 - ○ 主蒸気管室は下階と連通しているので、4CB-N7で評価する

4EB-N6 7.8※2 83.64 -

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,4A,4B,4C,4D主蒸気圧力
(4PT-

465,466,467,468,475,476,477,478,485,
486,487,488,495,496,497,498)

30.0 1.000 - ○
他のエリア（EL.26.0M）より高いフロアに設置されており、堰等の溢水経路上
の障害物がないため、当エリアに滞留することはないことから、影響はない。

4EB-N7 46.8※1 208.4 0.225
4A,4B,4C,4D補助給水隔離弁
(4V-FW-574A,B,C,D)

26.93 0.930 ③＜④ ○

4EB-N8 7.8※2 105.3 0.074 4復水ピット水位Ⅲ,Ⅳ
（4LT-3760,3761）

26.06 0.060
(0.100)

③＜④ ○ 防護対象設備周囲に100mmの堰を設置することから影響はない。

21.3 4EB-N11 7.8※2 77.9 0.100
4電動補助給水ポンプ室排気ダンパA,B

(4D-VS-411A,B)
23.7 2.400 ③＜④ ○

4EB-N12 15.6※3 283.2 0.055

4A・C,4B・C制御用空気母管連絡弁
（4V-IA-501A,B）

4A,4B制御用空気主蒸気逃がし弁等供給ラ
イン止め弁

（4V-IA-505A,B）

17.6 0.500 ③＜④ ○

4EB-N13 15.6※3 283.2 0.055 4A,4B制御用空気圧縮機室給気ファン 17.4 0.300 ③＜④ ○ 当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-N12へ消火
水が伝播する。よって、4EB-N12の滞留面積にて評価する。

4EB-N14 15.6※3 283.2 0.055
4原子炉トリップ遮断器盤

(4RTS)
17.162 0.062 ③＜④ ○ 当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-N12へ消火

水が伝播する。よって、4EB-N12の滞留面積にて評価する。

4EB-N15 15.6※3 283.2 0.055 4A,4B電動補助給水ポンプ室給気ファン 17.26 0.160 ③＜④ ○ 当エリア内で消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-N12へ消火
水が伝播する。よって、4EB-N12の滞留面積にて評価する。

4EB-N16A
4EB-N16B

- - - ディーゼル発電機 - - - ○
DG室はCO2消火であることからエリア内の消火水の放水は想定しない。

隣接する4EB-N17A,N17Bからの消火水が伝播するが、DG室は床開口で下階と連
通しているため4EB-N20A,N20Bの評価に包絡される

4EB-N17A
4EB-N17B

7.8※2 53.6 0.146
4A,4Bディーゼル発電機制御盤

(4DGC-A,B)
10.095 0.095 ※ ○

※③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、A/Bトレンが東西で離れて
おり、同時に水没することはないため問題ない。

4EB-N18A
4EB-N18B

7.8※2 47.9 0.163
4タービン動補助給水ポンプ起動盤A,B

(4TDF-A,B)
10.2 0.200 ③＜④ ○ 4EB-N18Aで消火活動を行う際は、扉を開けて放水するため、4EB-N18Bへ消火水

が伝播する。よって4EB-N18Bの滞留面積にて評価する。

4EB-N19 15.6※3 24.8 0.629 4タービン動補助給水ポンプ 4.1 0.600 ※ ○
※③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、電動補助給水ポンプが上階
にあることから、同時に水没することはないため問題ない。

4EB-N20A
4EB-N20B

23.4※4 70.7 0.331 4A,4Bディーゼル発電機 3.78 0.280 ※ ○

※DG室はCO2消火であることから、エリア内での消火水の放水は想定しないが、
E/B非管理区域のドレンがDG室内のDGサンプに回収されることから4E/B非管理
区域で最大の放水量を想定する。
③溢水水位と比べて、④機能喪失高さが低いが、A/Bトレンが同時に水没する
ことはないため問題ない(ドレンの逆流により4EB-N20Aから4EB-N20Bへ伝播す
るが、滞留面積が約2倍になり水位が約0.165mに下がるため、問題ない)。な
お、4EB-N5、N7（MS/FW室）での放水による溢水は、床ドレンがT/Bサンプへ回
収される系統構成であることから、当エリアへ伝播はしないため問題はない。

建屋 区域区分 EL.[m]滞留エリア
番号

②滞留面積

[m
2
]

③溢水水位
[m]

防護対象設備
機能喪失高さ
(EL.[m])

④機能喪失高さ
(床上[m])

⑤影響評価 ⑥判定 備考

- 46.8※1 548.6 0.085 4A,4B,4C海水ポンプ 4.65 2.150 ③＜④ ○

- 46.8※1 548.6 0.085
4A,4B海水供給母管A,B連絡弁

(4V-SW-515A,B)
3.3 0.800 ③＜④ ○

：代表評価エリア
※1： 3時間の放水を想定
※2： 0.5時間の放水を想定
※3： 1.0時間の放水を想定
※4： 1.5時間の放水を想定
※5： 対象のエリアで最も機能喪失レベルが低い機器を表す

海水
ポンプ
エリア

非管理区域 2.5

管理区域

10.0

17.1

26

29

①溢水量

[m
3
]

非管理区域

①溢水量

[m
3
]

3.5

10.0

4号機
原子炉
建屋

33.6

17.1

3.5
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耐震 B、Cクラス機器の耐震性評価方法及び評価結果 

 

1.はじめに 

 地震時に流体を内包する耐震 B、Cクラス機器(配管、容器)が破

損することで、重要度の特に高い安全機能を有する系統に対して、

溢水による影響を及ぼす可能性があることから、溢水源から除外す

る耐震 B、Cクラス機器について基準地震動 Ssで破損しないことを

確認する。 

 

2.評価方法および結果   

機器の破損による溢水防止の観点から、基準地震動 Ssによる地

震力に対して、耐震評価対象となる耐震 B、Cクラス機器(表 1)の

構造強度評価を実施し、バウンダリ機能が確保されることを確認す

る。構造強度評価にあたっては、以下のとおり耐震 Sクラス機器と

同様の評価手法を用いる。 

 構造強度評価に係る応答解析は、基準地震動 Ssを用いた動的解

析によることとし、機器の応答性状を適切に表現できるモデルを設

定する。その上で、当該機器の据付床の水平方向および鉛直方向そ

れぞれの床応答を用いて応答解析を行い、それぞれの応答解析結果

を適切に組み合わせる。 

なお、減衰定数については、原則として「原子力発電所耐震設計

技術指針 JEAG4601-1991追補版」に記載の値とし、試験等で妥当性

が確認された値も評価に用いる。 

 応力評価にあたっては、基準地震動 Ssに対する応力発生値と評

価基準値を比較することにより行い、評価基準値は「原子力発電所

耐震設計技術指針 JEAG4601・補-1984」(以下、「JEAG」という。)、

「発電用原子力施設規格 設計・建設規格 JSME S NC1-2005」等の

規格基準で規定されている値または試験等で妥当性が確認されて

いる値を用いる。ただし、バウンダリ機能の確保の観点から、設備

添付資料１１  
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の実力を反映する場合には規格基準以外の評価基準値の適用も検

討する。 

評価部位については、JEAG等の評価対象部位を元に構造上適切

に選定した評価部位を選定する。 

 

（１）容器等の耐震評価および結果 

評価対象となる耐震 B、Cクラスの容器およびポンプ（以下、

「容器等」という。）個別の主な解析条件を以下に、評価手法・

条件および結果を表 2に示す。評価結果は評価部位の評価のう

ち、最も耐震上厳しい評価部位の値を記載しているものである。 

  （解析条件） 

 ・設計用地震力：基準地震動 Ss 

・減衰定数：（水平）1.0%、（鉛直）1.0% 

 ・床応答曲線（FRS）：±10%拡幅 

 ・応力の組合せ：絶対値和または二乗和平方根（SRSS） 

今回適用した評価手法・条件と規格基準上の評価手法・条件

を比較するため、耐震 Sクラス容器等の代表的な評価手法・条

件を表２に示す。 

今回の耐震 B、Cクラス容器等の評価にあたっては、「規格基

準以外の評価基準値」など、規格基準と異なる評価手法・条件

を適用したものはない。 

評価の結果、いずれの容器等においても発生応力が評価基準

値を満足していた。 

 

（２）配管の耐震評価および結果 

対象となる耐震 B、Cクラス配管については、種々の配管があ

ることから、耐震評価にあたり、工事計画認可で考慮されている

対象配管の配管条件、相対変位の影響等を確認し（表 3）、対象

配管について定ピッチスパン法による評価を実施する。 
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a.評価方法 

(a) 解析条件 

2スパン 3点支持モデル（定ピッチスパン法）および３次元

はりモデルによる評価のための主要な解析条件を以下に示す。 

 ・設計用地震力：基準地震動 Ss 

・減衰定数：0.5％、1.5％、2.0％、3.0％ 

 ・床応答曲線（FRS）：±10％拡幅、ピーク保持 

 ・応力の組合せ：二乗和平方根（SRSS） 

 なお、今回の耐震 B、Cクラス配管の Ss地震力に対する解

析条件と耐震 Sクラスの解析条件の比較を表 4に示す。 

  (b) 評価手順 

溢水影響の対象となる耐震 B、Cクラス配管の耐震性を確認す

るための評価の手順を以下に示す。（図 4） 

① 対象配管の整理 

溢水影響の対象配管について、「建屋・階層・配管仕様」を

整理する。 

② 定ピッチスパン評価による発生応力算出 

「建屋・階層・配管仕様」毎に基準地震動 Ssによる定ピッ

チスパン評価を実施し、評価基準値以内であることを確認す

る。 

③ 3次元はりモデルによる詳細評価 

②で評価基準値を超える配管部については、基準地震動 Ss

による 3次元はりモデル評価を実施し、評価基準値以内であ

ることを確認する。なお、評価基準値を超える場合は、改造

を実施する。 

 (c) 評価結果 

対象配管の支持間隔における発生応力が許容基準値以内であ

ることを確認した。 
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表 1 耐震評価対象の耐震 B、Cクラス機器（配管、容器） 

 対象機器 

溢 水 保 有 量 の

多 い 系 統 の 容

器 

体積制御タンク、非再生熱交換器、封水冷却

器、原子炉周辺建屋サンプポンプ、原子炉周

辺建屋サンプタンク、使用済燃料ピット冷却

器、使用済燃料ピットポンプ、使用済燃料ピ

ット脱塩塔、使用済燃料ピットフィルタ、ほ

う酸補給タンク 

耐震 B、Cクラ

ス配管 

補助給水系統、原子炉補機冷却水系統、化学

体積制御系統、空調用冷水設備系統、1次系

洗浄水系統、1次系放射性機器ドレン系統、1

次系放射性床ドレン系統、消火水系統、主蒸

気・給水系統、1次系補給水系統、燃料取替

用水系統、燃料ピット冷却浄化系統、蒸気発

生器ブローダウン系統、安全注入系統、1次

系試料採取系統、液体廃棄物処理系統、固体

廃棄物処理系統、補助蒸気系統 

ただし、廃棄物処理建屋の機器は破損による溢水を考慮する

ことから対象外とする。
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強
度
)
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○
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る

○
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.0

%
（
鉛

直
）
1
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に
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表
3
 
溢
水
対
象
配
管
の
配
管
条
件
・
評
価
方
法
 

 
 

配
管
の
条
件
 

系
統
名
 

材
質
 

温
度
1
5
0℃
超
 

口
径
4
B
以
上
 

左
記
以
外
 

建
屋
 

相
対
変
位
 

建
設
 

工
認
時
 

評
価
方
法
 

備
 
考
 

補
助
給
水
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

－
 

 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
統
 

C
S
,
S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

－
 

 

化
学
体
積
制
御
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

空
調
用
冷
水
設
備
系
統
 

C
S
 

－
 

○
 

○
*
2
 

－
 

 

1
次
系
洗
浄
水
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

－
 

 

1
次
系
放
射
性
機
器
ド
レ
ン
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

1
次
系
放
射
性
床
ド
レ
ン
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

－
 

 

消
火
水
系
統
 

C
S
 

－
 

○
 

○
*
2
 

－
 

 

主
蒸
気
・
主
給
水
系
統
 

C
S
 

○
*
1
 

○
 

－
 

－
 

 

1
次
系
補
給
水
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

－
 

 

燃
料
取
替
用
水
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

燃
料
ピ
ッ
ト
冷
却
浄
化
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

蒸
気
発
生
器
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン
系
統
 

C
S
,
S
U
S
 

－
 

○
 

○
*
2
 

－
 

 

安
全
注
入
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

1
次
系
試
料
採
取
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

液
体
廃
棄
物
処
理
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

固
体
廃
棄
物
処
理
系
統
 

S
U
S
 

－
 

○
 

－
 

定
ピ
ッ
チ
 

 

補
助
蒸
気
系
統
 

C
S
、
S
U
S
 

○
*
1
 

○
 

○
*
2
 

－
 

 

＊
1
：
建
設
時
、
熱
の
影
響
が
大
き
い
配
管
は
、
定
ピ
ッ
チ
ス
パ
ン
に
て
耐
震
設
計
を
行
い
、
3
次
元
は
り
モ
デ
ル
に
て
熱
影
響
評
価
を
行
っ
て
お
り
、

建
設
時
か
ら
支
持
ス
パ
ン
が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
建
設
時
の
熱
条
件
を
考
慮
す
る
。
 

＊
2
：
配
管
が
異
な
る
建
屋
（
原
子
炉
周
辺
建
屋
お
よ
び
制
御
建
屋
）
間
の
相
対
変
位
を
考
慮
す
る
。
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表4 耐震B、Cクラス配管における解析条件 

 

 

 溢水対象の耐震B、Cクラス配管のSs地震力に対する解析における条件を以下に示

す。なお、参考として耐震Sクラス配管の解析条件を合わせて示す。 

 
B、Cクラス低温配管 

（溢水波及影響評価） 

【参考】 

Sクラス低温配管 

（設計評価） 

備 考 

手法 定ピッチスパン法 定ピッチスパン法（*1）  

地震波 

Ss 

・NS・EW包絡 

・±10％拡幅 

・ピーク保持 

Ss 

 

同  左 

 

 

荷重の組合せ 二乗和平方根（SRSS） 同  左  

減衰定数 
0.5、1.5、2.0、3.0％ 

（*2） 
同  左  

許容応力状態 ⅣAs 同  左 
 

評価項目 

・応力 

  ・振動数 

 

○ 

× 

 

○ 

○ 

 

 

 

地震時の 

相対変位の 

考慮(*3) 

要 要 

 

＊1：150℃を超え、4B以上の高温配管は３次元はりモデル解析 

＊2：JEAG4601-1991および試験等で妥当性が確認された値 

＊3：熱応力については建設時の条件を確認
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図１ 対象配管の評価フロー 

溢水影響の対象配管
（原子炉周辺建屋および制御建屋の全B、Cクラス配管）

ＹＥＳ

ＮＯ

評価基準値以内

ＹＥＳ

改造工事

ＮＯ

完　了

当該の「建屋、階層、配管仕様」に対して
基準地震動Ssによる３次元はりモデル評価

「建屋、階層、配管仕様」毎に基準地震動Ss
による定ピッチスパン評価

対象配管の
「建屋、階層、配管仕様」を整理

評価基準値以内
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添付資料１２

【地震に起因する溢水】

建屋 フロア 溢水源 No.
溢水量

(m3)
備考

EL.39.0m 樹脂タンク (1) 0.23

使用済燃料ピットスロッシング (2) 22.62

冷却材混床式脱塩塔

冷却材陽イオン脱塩塔

冷却材脱塩塔入口フィルタ

冷却材フィルタ

１次系薬品タンク (4) 0.02

ほう酸補給タンク (5) 1.5

EL.39.0m 樹脂タンク (1) 0.23

EL.33.6m 使用済燃料ピットスロッシング (2) 22.62

冷却材混床式脱塩塔

冷却材陽イオン脱塩塔

冷却材脱塩塔入口フィルタ

冷却材フィルタ

１次系薬品タンク (4) 0.02

ほう酸補給タンク (5) 1.5

放射線管理室冷却ユニット (6) 57.4

出入管理室温水タンク (7) 11.4

ほう酸回収装置混床式脱塩塔

ほう酸回収装置脱塩塔フィルタ

廃液蒸留水脱塩塔

廃液フィルタ

格納容器雰囲気ガス試料冷却器

除湿装置（廃ガス冷却器）

ガス圧縮装置 (783.9)

除湿装置 (386.5)

廃液蒸発装置中和剤注入装置か性ソーダ計量タンク

廃液蒸発装置中和剤注入装置

(1215.3)

(386.5)

A廃液蒸発装置 (783.9)

乾燥造粒装置 (386.5)

(1215.3)

396.5

(783.9)

(396.5)

冷却材貯蔵タンク

ほう酸回収装置給水ポンプ

廃液貯蔵タンク

廃液蒸留水タンク

廃液給水ポンプ

廃液蒸留水ポンプ

膜分離活性汚泥処理装置

使用済樹脂貯蔵タンク

１次系純水タンク

１次系補給水ポンプ

洗たく設備 - 13.5

雑固体焼却設備 - (783.9)

洗浄排水タンク

強酸ドレンタンク

強酸ドレンタンク中和装置か性ソーダ計量タンク

洗浄排水ポンプ

補助蒸気ドレンタンク - 24.0

(386.5)

(24.0)

(783.9)

(386.5)

- 配管 - 924.9

Bほう酸回収装置

B廃液蒸発装置

EL.17.5m

Aほう酸回収装置

-

-

-

-

-強酸ドレンポンプ

-補助蒸気復水モニタ冷却器

-

・水密扉、逆止弁、堰を設置し、原子炉周辺建
屋と隔離している

・溢水量は、破損した場合に漏えいする可能性
のある系統保有水量を、各設備毎に示したもの
である。（建屋内で重複している場合は()で示
す）
　
　以下の通り、各系統保有水量を溢水量とし
た。
　
　化学体積制御系統（ほう酸回収ライン）：

1215.3m3

　廃棄物処理系統：783.9m3

　原子炉補機冷却水系統（3号機）：386.5m3

　原子炉補機冷却水系統（4号機）：396.5m3

　1次系補給水系統：815.0m3

　1次系洗浄水系統：13.5m3

　補助蒸気系統（復水ライン）：24.0m3

　その他配管：924.9m3

・廃棄物処理建屋の合計溢水量は4559.6m3

-

制御建屋 EL.26.1m

廃棄物

処理建屋※

-

(783.9)

(783.9)

(1215.3)

386.5

783.9

1215.3

815.0

(783.9)

※　廃棄物処理建屋から原子炉周辺建屋への流入経路については、堰や水密扉、床ドレンの逆流防止弁を設置していることから、溢水源とし
て評価対象としない

-

-

EL.4.9m

EL.10.0m

EL.17.1m

EL.33.6m

-

-

-

-

EL.26.0m

(3)
3号機
原子炉
周辺建屋

EL.17.1m

4号機
原子炉
周辺建屋

48.07EL.26.0m

48.07

(3)

地震時に溢水源として想定する機器リスト

○流体を内包する機器（配管、容器）のうち、基準地震動による地震力によって破損が生じるとされる機器（耐震重要度分類B,Cクラス機器）
について、破損を想定する。
 ただし、B,Cクラス機器であっても、基準地震動による地震力に対して耐震性が確認されているものについては、漏水を考慮しない。
○溢水量は、系統の全保有水量が漏えいするものとした。
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使用済燃料ピットのスロッシングによる溢水量評価 

 

1.はじめに 

基準地震動 Ssによる使用済燃料ピットのスロッシング解析を行い，ピットから

の溢水量を評価する。 

 

2.基準地震動Ssによる溢水量の推定 

 2.1 溢水量の解析方法 

使用済燃料ピットのあるフロアレベルの燃料取扱建屋をモデル化範囲とし、

スロッシングによる溢水量を保守的に評価するために、使用済燃料ピット，燃

料取替用キャナル，キャスクピット，燃料検査ピットの全てが水張りされた状

態とした３次元流動解析により溢水量を算定する。 

燃料取扱建屋(E.L.33.6m)の使用済燃料ピット周辺の概要を図-1に示す。 

 

解析条件 

モデル化範囲 使用済燃料ピットのあるフロアレベル全体（図-１参照） 

境界条件 

シャッター位置およびピット室への出入口からは水が流

出するものとする。 

また、上部は開放とし、他は壁による境界を設定。 

水位 EL.33.21ｍ 

評価用地震波 

燃料取扱建屋EL.33.6mの波を使用 

スペクトルベース（１波）と断層モデルベース（２波）

に対し、EW＋UDとNS＋UDの2方向で評価する。 

解析コード 

FLOW－３D（流体解析ソフトウェア） 

自由表面（および 2流体界面）の大変形を伴う複雑な 3

次元流動現象を精度よく計算することを特徴としてい

る。 

一般産業施設の主要な解析実績としては、液体燃料やLNG

タンクのスロッシング解析、インクジェット解析、鋳造

湯流れ凝固解析などが挙げられる。 

その他 

使用済燃料ラックは考慮せず、ピット内の水が全て揺動

するとした。 

また、ピット周りに設置されているフェンスは考慮しな

い。 
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図-1 使用済燃料ピット周辺の概要図 

 

2.2 溢水量の推定結果 

上記 2.1.1により算定した基準地震動 Ssにおける使用済燃料ピットのスロ

ッシングによる最大溢水量を表-1，使用済燃料ピット水位を表-2に示す。 

 表-1 スロッシングによる最大溢水量 

NS方向地震 22.62ｍ３ 

EW方向地震 17.57ｍ３ 

 

表-2 溢水時の使用済燃料ピット水位 

初期ピット水位 12.06ｍ(E.L.33.21) 

NS方向地震後のピット水位 11.98ｍ(E.L.33.13) 

EW方向地震後のピット水位 11.99ｍ(E.L.33.14) 

 

                              

使用済燃料 
ピットＢ 

使用済燃料 
ピットＡ 

除染場 
ピット 

新燃料 
貯蔵庫 

燃料検査 
ピット 

燃料取替用 
キャナル 

キャスクピット 

EW方向 

NS 
方向 
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溢水経路、溢水水位および機能喪失高さの考え方 

 

1.はじめに 

 溢水による影響評価を実施するために必要となる、溢水経路、溢水水位お

よび機能喪失高さの設定の考え方を示す。 

 

2.溢水経路 

 溢水経路の設定にあたっては、溢水防護区画内漏えいと溢水防護区画外漏

えいを想定して設定する。 

 (1)溢水防護区画内漏えいでの溢水経路 

  溢水防護区画内漏えいでの溢水経路の評価を行う場合、防護区画内の水

位が最も高くなるよう、当該溢水区画から他区画への流出がないように溢

水経路を設定している。 

a.床ドレン 

     床ドレン配管が設置され他の区画とつながっている場合であって

も、他の区画への流出は想定していない。 

b.床面開口部及び床貫通部 

評価対象区画床面において、他区画への流出を期待するものは、明

らかに流出が期待できることを定量的に確認できる階段あるいは機

器ハッチとしている。 

c.壁貫通部 

評価対象区画の境界壁の貫通部が溢水による水位より低い位置に

ある場合であっても、その貫通部からの流出は考慮していない。 

d.扉 

     評価対象区画に扉が設置されている場合であっても、当該扉から隣

室への流出は考慮していない。 

e.排水設備 

     評価対象区画に排水設備が設置されている場合であっても、当該区

画の排水は考慮していない。 
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(2)溢水防護区画外漏えいでの溢水経路 

   溢水防護区画外漏えいでの溢水経路の評価を行う場合、防護対象機器 

の存在する溢水防護区画の水位が最も高くなるように溢水経路を設定し

ている。 

a.床ドレン 

     評価対象区画の床ドレン配管が他の区画とつながっている場合は、

水位差による流入量を考慮している。 

     評価対象区画内に設置されているドレン配管に逆止弁を設置して

いる場合は、その効果を考慮している。 

b.天井面開口部及び貫通部 

     評価対象区画の天井面に開口部又は貫通部がある場合は、上部の区

画で発生した溢水量の全量が流入するものとしている。ただし、開口

部又は貫通部に流出防止処置を施している場合は、評価対象区画への

流入は考慮していない。 

c.壁貫通部 

     評価対象区画の境界壁の貫通部が溢水による水位より低い位置に

ある場合は、その貫通部からの流入を考慮している。 

d.扉 

     評価対象区画に扉が設置されている場合は、水位差による流入量を

考慮している。 

水密扉については、水圧による水密性の確保でき、その水位に耐え

られる強度を有しており、流入を考慮していない。 

e.堰 

     溢水が発生している区画に堰が設置されている場合は、他に流出経

路が存在しない場合は、当該区画で発生した溢水は堰の高さまで蓄積

されるものとしている。 

     評価対象区画によっては、溢水量から得られる水位の算出において、

保守的な評価となるよう堰の有無にかかわらず、堰があるものとして

滞留面積を小さくすることで評価用の水位を高く設定している。 
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f.排水設備 

     評価対象区画に排水設備が設置されている場合であっても、当該区

画の排水は考慮していない。 

 

 以上より、各フロアの区画における、溢水量及び滞留面積を算出する。 

なお、上層階から階段あるいは機器ハッチを経由して下階へ伝播する場合は、

上層階の溢水量を積算し、その溢水量が当該フロアに滞留するものとする。 

  

3.溢水水位 

 影響評価に用いる溢水水位の算定は、溢水経路上の評価対象区画の全てに対

して行う。 

  溢水水位：Hは、下式に基づき算出する。 

   H＝Q/A 

Q:流入量(m3） 

A:滞留面積(m3） 

滞留面積は、コンクリート基礎等の範囲を除く有効面積を滞留面積とし

て評価する。(図1)。 

 

4.機能喪失高さ 

 滞留エリア毎に、最も低い位置にある防護対象設備の設置高さを、機能喪失

高さとする。（図1）。 
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図1 機能喪失高さと滞留面積の考え方 

 

 
 
 

 

コンクリート基礎 
ポンプ 

床

台板 

コンクリート基

滞留面積 

柱 壁 

モータ 端子箱 

機能喪失高さ 
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                               添付資料１６ 
海水ポンプエリアの溢水影響評価 

1.はじめに 

  海水ポンプエリアには塵芥排出用トラフを経由して、取水路に排出されることか

ら、溢水が滞留し続けることはないが、溢水の影響評価にあたっては、海水ポンプ

エリアにある低エネルギー配管の想定破損による溢水、消火栓からの溢水および地

震時のCクラス配管からの溢水を想定する。 

2.溢水量 

(1)地震時のCクラス配管からの溢水量 

 溢水量（m3） 

淡水系統 169 

スクリーン洗浄水系統 1.5 

海水電解装置系統 4 

海水淡水化装置系統 12 

合計 186.5 

(2)消火栓からの溢水量を算出 

消火栓からの溢水量を下記のとおり算出した。 
   ・130 /min/個×3時間×2個＝46.8m3  

(3)低エネルギー配管の想定破損による溢水量を算出 

本ガイドに従い、単一機器の破損想定による溢水量は、Cクラス配管のうち、

溢水量が最も多い淡水系統の溢水量169m3とした。 

以上より、地震時のCクラス配管からの溢水量は、消火栓からの溢水量および

低エネルギー配管の想定破損による溢水量よりも大きいため、地震時における C

クラス配管からの溢水量で影響評価を行った。 
3.溢水水位 

  海水ポンプエリアの床面積：548.6m3（21.1m×26.0） 

  機器の欠損率：35% 

（主要な機器としてロータリースクリーン：約20%(約17.4m2×6台)、海水ポ

ンプ：約5%(約4.1m2×6台)が設置されており、その他の機器の欠損を考慮

して設定） 
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  以上より 

  海水ポンプエリアの水位：約0.53m(186.5/(548.6×0.65)) 

 

4.溢水影響評価 

想定される溢水水位EL.3.03m（EL.2.5m＋0.53m）に対して、防護対象設備である

海水ポンプの機能喪失高さはEL.4.65mであることから、溢水の影響はない。 

 

C 

  
 ： 800mm   

  

  

海水取水設備（断面図）   

海水取水設備（平面図）  

  

海水取水 
  

海水取水 
  

レーキ付バースクリーン   防護壁   ロータリー   
スクリーン   

海水ポンプ   

EL.+5.00m 
 

EL.+2.50m 
  

EL.-5.10m 
  

EL.-6.80m 
  

 m  

  

バースクリーン 
 

レーキ付バースクリーン 
  

防護壁 
ロータリースクリーン   

  

海水ポンプ 
  EL.+4.65m

 

溢水防護区画 

  

EL.+3.03m  

浸水想定範囲 

海水ポンプエリアの Cクラ

ス配管からの溢水を想定す

るとこのエリアに滞留 

海水ポンプエリア 
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タービン建屋からの溢水影響 

 

1.はじめに 

 タービン建屋に設置されている循環水管の伸縮継手及び２次系設

備における地震時の破損を想定した場合及び地震により、循環水ポン

プが停止するまでの間に生じる溢水量に２次系設備の保有水を合算

した水量が、タービン建屋内の地下部に貯水可能であることを確認す

る 。 ま た 、 防 護 対 象 設 備 が 設 置 さ れ て い る制 御 建 屋 へ の 溢 水 高 さ

（EL.13.8ｍ）と比較し、防護対象設備への影響がないことを確認す

る。また、基準津波による影響評価についてもあわせて実施する。 

 なお、3、4号機は地下階で繋がっていることから、3、4号機あわ

せて評価を実施することとする。 

 

2.溢水流量 

  溢水流量は「原子力発電所の内部溢水防護評価ガイド(案)付録Ｂ」

に基づき算出する。 

 (1)想定破損 

･伸縮継手部が破損 

  ･破損形状は Dt/4クラック 

  

内径(mm)D 板厚(mm)t 溢水流量(m3/hr)/ユニット 

4,200 30 1657.0 

 (2)地震による破損 

･伸縮継手部が破損 

  ･破損形状はリング状破損 

  

内径(mm)D 継手幅(mm)w 溢水流量(m3/hr)/ユニット 

4,200 150 104057.2 

 
 
 

Q＝ A×C√ (2×g×H)×3600 

Q： 溢 水 流 量 （m
3
/h）  

A： 断 面 積  （m2）   

（ D/2） ×（t/2） に て 算 出  

C： 損 失 係 数  （ ＝ 0.82）  

H： 水 頭  (m)（ ＝ 16.2m）  

Q=A×C√ (2×g×H)×3600 

Q:溢 水 流 量 (m3/h) 

A:断 面 積  (m
2
）  

(π ×D×w）に て 算 出  

C:損 失 係 数   (＝ 0.82) 

H:水 頭  (m)  (＝16.2m）  

添付資料１７  
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3.隔離までの時間 

(1)想定破損 

①タービンサンプあるいは海水サンプ

の警報による異常の認知時間 
10分 

②循環水ポンプ停止 6分 

合計 16分 

  

(2)地震時     

①地震発生事象確認 10分 

②地震発生による異常の認知時間 10分 

③循環水ポンプ停止 6分 

合計 26分 

 

4.溢水量評価 

(1)循環水管からの溢水量 

   溢水量は以下の式により算出 

   (溢水流量)×(隔離までの時間)=(溢水量) 

 

φ4200 

内径 

幅 150 
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   溢水量(m3) 

想定破損 約 450×2ユニット＝約 900 

地震による破損 約 45,100×2ユニット＝約 90,200 

 

(2)建屋内機器、配管の保有水  

保有水量/ユニット 

配管(m3) 機器(m3) 
保有水量合計(m3)/ユニット 

約 1,130 約 2,940 約 4,100 

               4,100×2ユニット＝8,200m3 

 (3)津波による循環水管からの溢水量 

    基準津波による設計津波高さは 3、4号機循環水ポンプ室前

で EL.2.85ｍと評価されるため津波が地上を遡上することは

なく、また、循環水管を経由したタービン建屋への流入量は循

環水ポンプが停止するまでの間に生じる溢水量に比べて十分

小さい。    

5.空間容積 

空間容積は EL.9.25ｍ以下のタービン建屋体積から、欠損部体積

を差し引いた値。 

欠損部体積を算出した主な設備は以下のとおり。 

建屋構造物：柱基礎、壁、復水器基礎、タービン架台脚部、 

循環水管基礎等 

設備   ：ポンプ、タンク、盤等 

配管   ：循環水管、復水管、海水管等 

3、4号機のタービン建屋は地下階で繋がっていることから、3、

4号機を合算した空間容積を算出。 

ユニット 地下体積(m3) 欠損部体積(m3) 空間容積(m3) 

3号機 約 106,000 約 43,000 約 63,000 

4号機 約 74,000 約 25,800 約 48,200 

                      合計 約 111,200 m3 
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6.評価結果 

循環水管からの溢水量は地震による破損の場合は約 90,200m3で

ある。機器や配管の破損による溢水量は約 8,200m3である。 

したがって、循環水管と建屋内機器、配管の同時破損を想定した

場合の溢水量は、上述の値の合計値約 98,400m3となる。一方の空

間容積は約 111,200m3である。 

以上より、溢水はタービン建屋地下に滞留し、制御建屋の浸水高

さを下回ることを確認した。 

評価結果 

  開    口 

伸縮 

継手 

諸元 

(m) 

循環水 管 

から の 

溢水(m3) 

機器 配

管から

の溢水

(m3) 

溢水量 

(m3) 

空間 体積 

(EL.9.25m) 

(m3) 

制御 建

屋への

浸水 高

さ(m) 

3 

号機 

約 

450 

想

定 

破

損 

1/4Dt ク ラ ッ ク

(配管口 径 1/2長

さ と 配 管 肉 厚 の

1/2幅) 

内径 

4,200 

板厚 

30 

4 

号機 

約 

450 

― 
約 

900 

3 

号機 

約

45,100 

地

震

時 

伸 縮 継 手 部 の 全

周 (リ ン グ )状 破

損 

内径 

4,200 

継手幅 

150 

4 

号機 

約

45,100 

約 8,200 

約 98,400 

(約 EL. 

8.5m) 

約 111,200 
EL. 

13.8 
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水位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破断位置 

タービン建屋 

４号機 

復水器 

３号機 

復水器 

タービ ン建 屋 制御 建屋 

制 御 建 屋 へ  

の 浸 水 高 さ  

 

循環水 管 

の破損 

EL.13.8m 

EL.21.8m 

復水器 

EL.13.8m 

低 圧 給 水 加 熱EL.約8.5m 
EL.約6.3m 

EL.9.25m 

ター ビン建屋 内に 貯水  

伸縮継 手部 

26分後 

EL.9.25m 

EL.13.8m 

0 

循環水ポンプ

停止 

経過時間(分) 

機器 、配管が 破損し  
瞬時 に貯ま ると想定  

EL.約 8.5m 

タービン建屋内の溢水水位イメージ 

ター ビン建 屋から の流 出高さ 

1,2号機タービン建屋3,4号機

タービン建屋

EL.0.5m

EL.-6.5m

EL.5.7m

EL.-5.0m

EL.1.47m

EL.-4.28m

EL.4.75m

EL.-1.00m

縦断面図

1,2号機タービン建屋3,4号機

タービン建屋

EL.0.5m

EL.-6.5m

EL.5.7m

EL.-5.0m

EL.1.47m

EL.-4.28m

EL.4.75m

EL.-1.00m

縦断面図

循環水管配置図 

水保 有機器 

の破損 

湿分 分離加 熱器 

最上端 高さ:EL.7.8m 

 
(EL.5.7m:配管中 心 

+EL.2.1m:配管半 径) 
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タービン建屋 EL.21.8m 溢水経路図 

 

 

タービン建屋 EL.13.8m 溢水経路図 

① 

④ 

③ 

② 

⑥ 

開口部(グレーチング・階段開口) 

④ 

② 

⑤ ⑥ 

③ 

⑤ 

水保有水機器の破損  

 

① ④ 

⑤ 
⑥ 

③ 

④ ⑤ ⑥ 

② 

② ③ 

開口部(グレーチング・階段開口) 

① 

① 
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タービン建屋 EL.6.3m 溢水経路図 

 

③ 

⑤ 

⑥ 

① 

 
④ 

③ 

④ ⑤ ⑥ 

開口部(グレーチング・階段開口) 

建屋外へ 
EL.9.25m 

② 

水保有水機器の破損  

② ① 
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屋外タンクからの溢水影響 

 

1.はじめに 

原子炉施設高さ以上に設置されており、溢水の影響が想定される 

屋外タンク（淡水タンク及び、純水タンク）について、溢水による  

影響評価を実施する。 

 

2.地震時のタンク座屈 

淡水タンク等が基準地震動 Ssにより座屈しないことを確認 

した。評価結果は以下の通り。 

機器名称 

設置 

高さ

(m) 

基数 発生値 
評価 

基準値 
判定 

淡水タンク 81.0 3基 0.35 1 ○ 

純水タンク 72.5 2基 0.72 1 ○ 

純水タンク 81.0 1基 0.37 1 ○ 

 

3.地震時のタンクすべり量 

  淡水タンク等には基礎ボルトがないことから、基準地震動 Ssに 

対するタンクすべり量を解析により算出した。タンクのすべり量は  

以下の通りであり、フレキシブル継手の吸収長さを下回ることから、

配管は破損しない。 

 

機器名称 

設置 

高さ

(m) 

基数 
すべり量 

（mm） 

フレキシブル継

手の吸収長さ 

淡水タンク 81.0 3基 18.7 100mm 

純水タンク 72.5 2基 65.1 100mm 

純水タンク 81.0 1基 63.3 100mm 

添付資料１７  添付資料１８  

367



4. 屋外タンクからの溢水影響 

屋外タンクに接続されるフレキシブル継手以外の配管からの漏え

いを想定した結果、溢水量は隣接する側溝の処理容量以下であり、  

原子炉周辺建屋への溢水影響がないことを確認した。 

 

   

 

評価結果 

 溢水量 

（65A以下） 

側溝の処理

容量 

EL.80m盤 

タンク群 
0.047m3/s 0.245m3/s 

EL.72.5m盤 

タンク群 
0.011m3/s 0.080m3/s 

 

 

淡水タンク 

配管 

海  

純 水 タ ン ク  

純 水 タ ン ク 

 

 
フレキ シブル 継手 

淡 水 タ ン ク (10000m3×3基 ) 

 (7500m3) 

 (3000m3×2基 ) 
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湧水サンプからの溢水影響 

 

1. はじめに 

 湧水サンプからの原子炉周辺建屋への溢水影響を確認する。 

 

2. 確認結果 

湧水サンプの出入口扉を水密扉としていることから、湧水サンプ

からの溢水が原子炉周辺建屋に流入することはないことを確認し

た。 

  

   

 

                        

湧水サンプ 

水密扉 

添付資料１９ 
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